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記 述 力 向 上 計 画
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1 1月 の 学 習 ア ド バ イ ス

［ 英 語 ／ 数 学 ／ 現 代 文 ／ 生 物 ／ 日 本 史 ］
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憧 れ の 職 業 を 追 え ！

 航 空 業 界

日 本 航 空 株 式 会 社
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ト  ッ プ リ ー ダ ー と 学 ぶ ワ ー ク シ  ョ  ッ プぴ あ 株 式 会 社
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東 進 Ｏ Ｂ  ・  Ｏ Ｇ に 聞 く

　

「 英 単 語 １  ８  ０  ０ 」  こ う 覚 え た ら こ ん な に 変 わ  っ  た ！

   

1 5

C o nt e nt s

志 望 校 合 格 を 目 指 す 生 徒 と そ の ご 父 母 の た め の 大 学 進 学 情 報 紙

T O S HI N TI M E S 2 0 2 3

ト ー シ ン タ イ ム ズ
2 0 2 3 年  1 1 月 1 日 号

毎 月 1 日 発 行

1 1 / 1

T o s hi n Ti m e s 　 毎 月  1  日 発 行 第  3 7  巻 第  8  号 通 巻  4 0 2  号 （ 2 0 2 3  年  1 1  月  1  日 発 行 ） 平 成  1 3  年  1 0  月  2 9  日 　 第 三 種 郵 便 物 承 認 定 価 1 5 0  円

夢夢 はは 大 き く 、大 き く 、
目 標目 標 はは 高 く 。高 く 。

　
受 験 生 は 、 直 前 期 に ど

の く ら い 成 績 が 伸 び る のだ ろ う か ？

　
昨 年 度 国 公

立 大 学 受 験 に 挑 ん だ 先 輩た ち の 秋 か ら 入 試 本 番 まで の 成 績 の 伸 び を 紹 介 しよ う 。 デ ー タ は 昨 年

1 1月

実 施 の 「 全 国 統 一 高 校 生テ ス ト 」  （ 共 通 テ ス ト レ ベル ）  か ら ２ ０ ２ ３ 年 の 共通 テ ス ト 本 番 で の 得 点 の伸 び を 分 析 し た 。　
国 公 立 大 受 験 の う ち 文

系 の 生 徒  （ 資 料

―
文 系 ）  は 、

入 試 本 番 ま で の ２ カ 月 間

で

6 5・ ４ 点 伸 ば し 、 理 系

の 生 徒  （ 資 料

―

理 系 ）  は

4 3・  ３ 点 伸 ば し て い た 。  合
否 判 定 の 基 準 で は お お よそ

1 5点 か ら

2 0点 ほ ど で 判

定 が 変 わ る 得 点 と な る 。こ の ２ カ 月 間 で 得 点 の 伸び は 、  判 定 が １ ラ ン ク 、  大学 に よ っ て は ２ ラ ン ク も上 が る ほ ど の 得 点 と な る 。現 役 生 は ま だ ま だ こ れ から が 正 念 場 だ 。 残 り 少 なく な っ て い る 模 試 を う まく 活 用 し な が ら 、 最 後 まで 努 力 を 続 け よ う 。

現 役 生 は ま だ ま だ 伸 び る ！直 前 期 で

4 0点 以 上 向 上

何
点
何
点

あ とあ と

直
前
期

共 通 テ ス ト ま で

２ カ 月

！

伸
ば
せ
る
か

伸
ば
せ
る
か
！ ？！ ？

現
役
生
、

現
役
生
、

直 前 期  2 カ 月 で の 得 点 の 伸 び資 料

4 3 .3 点
5 教 科
7 科 目 の  伸 び

英 数 国  2 3. 3 点

（ 6 0 0  点 満 点 ）

文 系

理 系

地 歴 公 民 3 0. 4 点

（ 2 0 0  点 満 点 ）

理 科 1 1. 7 点

（ 1 0 0  点 満 点 ）

理 科 1 6. 5 点

（ 2 0 0  点 満 点 ）

地 歴 公 民 6. 3 点

（ 1 0 0  点 満 点 ）

理 系

英 数 国  2 0. 5 点

（ 6 0 0  点 満 点 ）

1 1. 7 ％ 向 上

6. 3 ％ 向 上
3. 8 ％ 向 上

3. 4 ％ 向 上

1 5. 2 ％ 向 上

8. 3 ％ 向 上

5 教 科
7 科 目 の  伸 び 6 5. 4 点

文 系

<  デ ー タ に つ い て  >

2 0 2 2  年 度 東 進 に 通 う 高 ３ 生 の う ち 、 以 下 の 条 件 を 満 た す 生 徒

① 国 公 立 大 学 前 期 試 験 を 受 験

②  2 0 2 2  年  1 1  月 「 全 国 統 一 高 校 生 テ ス ト 」 、 2 0 2 3  年 「 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 」 を 受 験

　
内 訳 を 見 る と 、 文 系 の

生 徒 で あ れ ば 、 地 歴 公 民
3 0・ ４ 点 、 理 系 で あ れ ば 、

理 科

1 6・ ５ 点 と 、 選 択 科

目 の 伸 び し ろ が 最 も 大 きい 。　
入 試 直 前 ま で 、 知 識 の

確 認 は も ち ろ ん 、 ま だ 不安 や 曖 昧 な 理 解 と な っ てい る 分 野 が あ れ ば 焦 ら ずに し っ か り 演 習 を 重 ね よう 。 主 要 科 目 で も 、 基 礎の 確 認 、 ト レ ー ニ ン グ を

欠 か さ ず に 行 う こ と が 大切 だ 。 苦 手 科 目 や 対 策 が不 十 分 な 科 目 は 、 こ れ から ま だ ま だ 得 点 を 伸 ば すチ ャ ン ス 。

1 1月 ５ 日 「 全

国 統 一 高 校 生 テ ス ト 」  （ 共通 テ ス ト 対 応 、 高 ２ 生 ・高 １ 生 は 新 課 程 入 試 対応  ：  無 料 招 待 ）  や

1 2月

1 7日

「 最 終

 

1 2月

 

共 通 テ ス ト

本 番 レ ベ ル 模 試 」 を 積 極的 に 活 用 し て 、 最 後 ま で駆 け 上 が っ て い こ う 。

ま だ ま だ 伸 び る 科 目 は ？

現 役 生 は
ま だ ま だ 伸 び る ！

　
大 学 入 学 共 通 テ  ス  ト ま で 約 ２ カ 月 と な  っ  た 。  入 試 本 番 が 近 づ  き 、  焦 り も あ る

か も し れ な  い  が 、  で き る 最 大 限 の 努 力 を  コ  ツ  コ  ツ と 続 け よ う 。　
今 号 で は 、  入 試 直 前 期 に ど の く ら  い 成 績 が 伸 び る の か 、  昨 年 度 の 受 験 生 の

デ  ー タ を も と に 分 析 し た 。  「 現 役 生 は 試 験 直 前 ま で 伸 び る 」  こ と を 、  デ  ー タ で確 認 し 、  こ  こ か ら は  １ 分 １ 秒 も 無 駄 に  せ ず 、  集 中 し て 学 習 に 取 り 組 ん で ほ し  い 。

東 進 の 抜 群 の 現 役 合 格 実 績 は 東 進 ド ッ ト コ ム へ 。



東 京 千 住 キ ャ ン パ ス

シ ス テ ム デ ザ イ ン 工 学 部 未 来 科 学 部

工 学 部 工 学 部 第 二 部 （ 夜 間 部 ）

埼 玉 鳩 山 キ ャ ン パ ス

理 工 学 部

〒 1 2 0- 8 5 5 1 　 東 京 都 足 立 区 千 住 旭 町 5  番    T E L 0 3- 5 2 8 4- 5 1 5 1 （ 入 試 セ ン タ ー ）

一 般 選 抜 （ 前 期 ） 受 験 者 対 象

一 般 選 抜 （ 前 期 ） の 得 点 率 が 7 5 ％ 以 上 （ 3 0 0 満 点

中 2 2 5 点 以 上 ） の 成 績 優 秀 者 に 対 し 、 最 大 1 4 0

万 円 の 奨 学 金 を 給 付 し ま す 。 （ 年 間 3 5 万 円 × 最

長 4 年 間 ）

一 般 選 抜 （ 前 期 / 前 期 ・ 英 語 外 部 試 験 利 用 、 後 期 / 後 期 ・ 英 語

外 部 試 験 利 用 、 情 報 系 外 部 試 験 利 用 、 工 学 部 第 二 部 ） の 受

験 者 を 対 象 と し 、 数 学 1 科 目 の 得 点 が 1 0 0 点 満 点 で あ れ ば

合 格 と す る 選 抜 方 式 で す 。

最 新 の 入 試 情 報 は こ ち ら
※ 詳 細 は 必 ず 各 入 学 者 選 抜 要 項 で 確 認 し て く だ さ い 。

・ 3 つ の 入 学 者 選 抜 種 別 を 併 願 す れ ば 、 1 日 に

最 大 1 2 学 科 ・ 学 系 ま で 併 願 可 能 ！

・ 同 じ 学 科 ・ 学 系 を 同 一 試 験 日 に 併 願 す れ

ば 、 合 格 の チ ャ ン ス が 広 が る ！

●  一 般 選抜 （ 前 期 ）

●  一 般 選抜 （ 前 期 ・ 英 語 外 部 試 験 利 用 ）

●  一 般 選抜 （ 情 報 系 外 部 試 験 利 用 ）

合 格 の チ ャ ン ス が 広 が る

▶ 試 験 日 を 5 日 間 の 中 か ら 自 由 に 選 択 ！

　 試 験 日 を 変 え て 、 同 じ 学 科 ・ 学 系 を 最 大 5 回 受 験 で き ま す 。 

▶ 1 日 に 4 学 科 ・ 学 系 ま で 併 願 可 能  ※ 一 般 選 抜 （ 後 期 ） は い く つ で も 併 願 可 能

出 願 の ポ イ ン ト 出 願 の ポ イ ン ト

▶ 大 学 入 学 共 通 テ ス ト の 得 点 の み で 合 否 判 定 を 行 い ま す 。

▶ 希 望 す る 学 科 ・ 学 系 を い く つ で も 併 願 可 能 で す 。

▶ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の い ず れ か の 教 科 方 式 を 選 択 で き ま す 。
大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜

（ 後 期 ） は 、 大 学 入 学 共 通 テ ス

ト 受 験 後 に 出 願 で き ま す 。

一 般 選 抜 （ 前 期 ） 数 理 英国

3 科 目 受 験

受 験

し や す い
大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜 （ 前 期 / 後 期 ） o r数 理 英

3 教 科 方 式

数 理 国英

4 教 科 方 式
受 験

し や す い

東 京 電 機 大 学  入 学 者 選 抜 の ポ イ ン ト

一 般 選 抜 受 験 者 対 象

エ ン ジ ニ ア の た ま ご 奨 学 金 （ 給 付 型 ） 数 学 満 点 選 抜 方 式  数 学 1 科 目 が 満 点 な ら 合 格 ！

こ ん な に 受 験 し や す い ！

「 3 教 科 方 式 」「 4 教 科 方 式 」

同 じ 学 科 ・ 学 系 を 複 数 日 受 験 す れ ば 、 合 格 の チ ャ ン ス が 広 が る ！ 同 一 学 科 ・ 学 系 を 2 つ の 方 式 で 出 願 す れ ば 、 合 格 の チ ャ ン ス が 広 が る ！

一 般 選 抜 （ 前 期 / 後 期 ） と 併 願 す れ ば 、 合 格 の チ ャ ン ス が 広 が る ！

P OI N T !
選 考 日 2 / 1（ 木 ） ～ 5（ 月 ）

同 一 試 験 日 に 併 願 が 可 能 で す ！

0 2T O S HI N TI M E S 2 0 2 3

　
大 学 入 試 で は 、  た っ た

１ 点 の 間 に 数 十 人 、  数 百人 が ひ し め き 合 う も の（ 資 料 １ ）  。  「 わ ず か １ 点 の差 が 合 否 を 決 め る 」  と言 っ て も 過 言 で は な い 。　
そ の １ 点 を 左 右 す る の

が 、  難 関 大 で 出 題 さ れ る記 述  ・  論 述 問 題 で あ る 。  出題 者 の 意 図 か ら ズ レ た 解答 を し た り 、  字 数 ミ ス をし た り 、  誤 字 脱 字 が あ れ　
難 関 大 現 役 合 格 者 に

「 過 去 問 を 解 い て い て困 っ た こ と は ？ 」  と 質 問し た と こ ろ 、  左 グ ラ フ のよ う に 記 述 ・ 論 述 対 策 に関 す る 回 答 が 多 く を 占 めた  （ 資 料 ２ ）  。  こ れ ら の 問題 の 解 決 に は 、  解 答 を 第三 者 に 採 点 ・ 添 削 し て もら う の が 有 効 だ 。　
東 進 生 は  「 志 望 校 別 単

元 ジ ャ ン ル 演 習 講 座 」  な

ば 合 格 を 逃 し か ね な い 。　
１ 点 で も 多 く 得 点 す る

た め に 、  記 述 ・ 論 述 対 策は 万 全 に 行 お う 。  も し 伸び 悩 ん だ と き は 、  基 礎  ・  基本 に 立 ち 返 る こ と 。  東 進生 で あ れ ば 通 期 講 座 や テキ ス ト を 活 用 し て 、  記 述  ・論 述 の ベ ー ス と な る 基 礎力 の 底 上 げ を 同 時 に 進 める こ と も 視 野 に 入 れ よ う 。ど の 添 削 指 導 を 活 用 し 、自 分 で は 気 づ か な か っ た解 答 を 導 く ま で の プ ロ セス や 、  採 点 者 に わ か り やす い 答 案 を 作 成 す る 力 をし っ か り 身 に つ け よ う 。　
一 方 、  「 な ぜ 間 違 い な の

か わ か ら な い 」  人 は 、  基 礎力 に 落 と し 穴 が あ る こ とも 考 え ら れ る 。  今 の 時 期は 基 礎 を 確 認 で き る 最 後の チ ャ ン ス だ 。

部 分 点 が
わ か ら な い

記 述 の
採 点 が

で き な い

設  問 ご と の
配 点 が

わ か ら な い

な ぜ
間 違 い な の か
わ か ら な い

何 か ら
や る べ き か
わ か ら な い

6 0

5 0

4 0

3 0

2 0

1 0

0

5 3. 5 %5 3. 5 % 5 3. 5 %5 3. 5 %

4 1. 6 %4 1. 6 %

1 6. 6 %1 6. 6 %1 4. 3 %1 4. 3 %

（ % ）

記 述 ・ 論 述 問 題 の １ 点 に は天 と 地 の 差難 関 大 現 役 合 格 者 も 困 っ  た記 述 ・ 論 述 対 策

<  デ ー タ に つ い て  >
東 進 タ イ ム ズ 「 合 格 発 表 直 後 ア ン ケ ー ト  2 0 2 3 」 よ り 　
難 関 大 ： 東 京 大 、 京 都 大 、 北 海 道 大 、 東 北 大 、 名 古 屋 大 、 大 阪 大 、 九 州 大 、 東 京 工 業 大 、 一 橋 大 、 神 戸 大 、
早 稲 田 大 、 慶 應 義 塾 大 、 上 智 大 、 東 京 理 科 大 、 明 治 大 、 青 山 学 院 大 、 立 教 大 、 法 政 大 、 中 央 大 、 関 西 学 院
大 、 関 西 大 、 同 志 社 大 、 立 命 館 大

過 去 問 を 解 い て い て 困 っ た こ と は ？  （ 複 数 回 答 ）資 料  2

資 料 1

　 国 公 立 二 次 試 験 ・ 私 大 入 試 ま で 、 あ と 数 カ 月 。 残 り 時 間 を 最 大 限 に

生 か す た め に は 、 よ り 具 体 的 な 戦 略 と 対 策 が 必 要 だ 。 こ こ で は 入 試 本 番

に 向 け て 答 案 作 成 力 を 高 め る 方 法 を 紹 介 す る 。

受 験 生
平 均 点

点 数

受 験 者 数

合 格 最 低 点

合 格 者 平 均 点

受 講

0 1

答 案
作 成

0 2

再 添 削 と
復 習

0 5

間 違 い を
見 直 す

0 3

復 習 と
解 き 直 し

0 4

解 答 の 根 拠 や 解 法 を
正  し く 理  解  す る  。

記 述 ・ 論 述 問 題
に 挑 戦 。

記 憶 が 鮮 明 な う ち に
修 正 箇 所 を 確 認 。
添 削 指 導 を
積 極 的 に 受 け る 。

授 業 ・ テ キ ス ト 内 の 問 題 に も
目 を 通 し 、 復 習 を 徹 底 。
添 削 の 内 容 を よ く 理 解 し て
か ら 解 き 直 す 。

完 全 答 案 に な る ま で
解  き 直  そ う 。
最 初 の 答 案 と 比 べ る と 、
採 点 者 の 視 点 を
理 解 す る 練 習 に な る 。

良 か っ た 答 案
減 点 し た 答 案

答 案 添 削 者 に 聞 き ま し た

要 素 を 押 さ え て い る 答 案 の 中 で

も 、 ① 本 文 の キ ー ワ ー ド を 活 用

し て ま と め る 、 ② 曖 昧 な 表 現 を

平 易 に 言 い 換 え る 、 の 二 点 を バ

ラ ン ス よ く で き て い る も の 。

良 い 答 案国 語

本 文 の 内 容 と 合 致 す る 記 述 で

あ っ て も 、 傍 線 部 や 設 問 で 問 わ

れ た こ と を 直 接 説 明 し て い な い

答 案 は 加 点 に つ な が ら ず 、 惜 し

い 答 案 。

減 点 し た 答 案国 語

根 拠 不 足 や 論 理 展 開 の 甘 さ が 目

立 つ 答 案 。 解 答 の 根 拠 と な る 部

分 へ の 配 点 が 存 在 す る 場 合 が 多

く 、 答 え が 合 致 し て い て も 減 点

さ れ て い る 印 象 。

減 点 し た 答 案数 学

論 理 の 根 拠 を 過 不 足 な く 示 す こ

と が で き て い る 答 案 。 特 に 図 や

グ ラ フ 、 表 な ど を 用 い て 解 答 者

自 身 が 論 理 の 流 れ を 簡 潔 に 、 か

つ 的 確 に 捉 え て い る 答 案 は 高 得

点 と な る 印 象 。

良 い 答 案数 学

副 詞 へ の 対 応 が 完 璧 な 答 案 。 構

文 や 単 語 の レ ベ ル が 高 い 答 案 で

も 、 副 詞 で 差 が つ く 。 副 詞 が な く

て も 文 の 構 造 や 内 容 が 成 立 す る

た め 、 訳 漏 れ が 見 逃 さ れ が ち 。

＜ 和 訳 ・ 英 訳 ＞

英 語 良 い 答 案

答 案 の 内 容 か ら 、 問 題 と な っ て い る 和 文 ・ 英

文 に 戻 れ る ほ ど 忠 実 な 訳 出 が で き る と 好 ま

し い 。 抜 け ・ 漏 れ の な い 答 案 は 、 自 ず と 得 点

が 伸 び る 。 ＜ 和 訳 ・ 英 訳 ＞

英 語 答 案 作 成 の ア ド バ イ ス

文 法 ミ ス の 多 い 答 案 。 内 容 面 の

レ ベ ル が 高 く て も 、 ス ペ ル ミ ス

や 三 単 現 の s  抜 け な ど に は 注 意

が 必 要 。 ミ ス の 数 が 多 い と 、 ほ と

ん ど 得 点 が 残 ら な い 場 合 も あ る 。

＜ 英 作 文 ＞

英 語 減 点 し た 答 案

難 関 大 ほ ど 1  点 の 差 で 合 否 が 分 か れ る
難 関 大 点 数 分 布 （ イ メ ー ジ ）

記  述  力  を  高  め る た  め  の  学  習  サ イ ク ル

記 述 力記 述 力
向 上 計 画向 上 計 画

記  述 ・ 論  述  で

点 を 取 る ! !



理 系 の 人 も 、 文 系 の 人 も 、

そ の 壁 を 超 え て 学 び た い 工 科 系 の 人 も 。

東 京 工 科 大 学 に は 、 一 人 ひ と り の 個 性 を

発 揮 で き る 学 び が あ り ま す 。

理 系 、
文 系 、
工 科 系 。

伸  び  る  の  に  時  間  が  か  か  る  数  学  は  、 高 １
か  ら  先  取  り  学  習  を  進  め  ま し  た  。
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　 合 否 を 分 け る 記 述 問 題 。 見 事 難 関 大 に

現 役 合 格 し た 東 進 の O B ・ O G に そ の 対 策

法 を 聞 い て み た 。 焦 る 気 持 ち か ら 何 を し た

ら い い の か 悩 む こ の 時 期 、 ぜ ひ こ の 体 験 記

を 参 考 に 、 大 幅 得 点 ア ッ プ を 実 践 し よ う ！

記 述 対 策記 述 対 策

虎虎 のの 巻巻
記 述 対 策 で 気 づ い た選 択 式 問 題 と の 違 い　

高 ３ の ７ 月 に 始 め た 記
述 対 策 で 浮 き 彫 り に な った 主 な 課 題 は 、  も と も と苦 手 な 数 学 に あ り ま し た 。選 択 式 の 問 題 は 解 答 へ の道 筋 が 与 え ら れ て い る ので 気 づ き ま せ ん で し た が 、記 述 型 問 題 に な る と 解 答の 糸 口 も つ か め な い 問 題が 多 く 、  早 急 な 対 策 が 必要 で し た 。で き る 問 題 に 狙 い を定 め て

4 0点 ア  ッ  プ

　
転 機 の き っ か け は

1 1月 。

図 形 問 題 を 徹 底 的 に 解 き 、参 考 書 も 併 用 し て 演 習 を積 み 重 ね ま し た 。　
対 策 の 成 果 は 非 常 に 大

き く 、  冬 に 受 け た 模 試 では

6 0点 台 に 乗 せ る こ と が

で き 、

2 0点 台 だ っ た 以 前

の 模 試 に 比 べ て 、  飛 躍 的な 伸 び を 実 感 す る こ と がで き ま し た 。

高 １ か  ら  数  学  の  基  礎  を  固  め  て  お  け  ば
…  … と 高 ３ に な っ て  後  悔 し ま し た  。

イ  ン  プ  ッ ト し  て  か  ら  得  点  に  表  れ  る  ま  で  に
時  間  が  か  る  理  科  と  社  会  も  高  ２ ま で  に
受  験 に 必  要 な 基  礎  的 な 知  識 は 詰 め
込  ん  で  お  き ま し  た  。

高 ２ の 頃 か ら 英 語 の 原 書 （ ペ ー パ ー
バ ッ ク ） を 4 0  冊  ほ ど  読  ん  だ こ と で  、 受
験  英  語  が  簡  単  な  現  代  文  の  よ う に  解  け
る よ う  に  な り ま し  た  。

模 試 の 解 説 を 読 む う ち に 、毎 年 出 る 分 野 や 年 度 ご とに 難 易 度 の 変 化 が 少 な い問 題 が あ る こ と に 気 づ いた の で す 。　
そ こ で 、  東 進 の 担 任 助

手 の 先 生 の 助 言 も あ り 、対 策 次 第 で 確 実 に 解 け そう な 積 分 や 図 形 の 問 題 に狙 い を 定 め 、  こ の ２ 問 は完 全 な 解 答 を 目 指 し 、  数学 の マ イ ナ ス 分 は 得 意 な英 語 と 生 物 で 補 う こ と にし ま し た 。　
対 策 に は  「 志 望 校 別 単

元 ジ ャ ン ル 演 習 講 座 」  を活 用 。  こ の 講 座 で 積 分 や

教 科 書 と 過 去 問 の 併用 で 記 述 力 を 底 上 げ　
９ 月 か ら 本 格 的 に 始 め

た 記 述 対 策 で 、  解 答 欄 に何 も 書 け な い ほ ど お 手 上げ 状 態 だ っ た 科 目 が 世 界史 で し た 。  そ の 原 因 は 知識 不 足 に あ り ま し た が 、今 か ら 知 識 だ け を 暗 記 して も 間 に 合 わ な い と 考 え 、教 科 書 を 見 な が ら ま ず は自 力 で 記 述 問 題 を 完 成 させ る こ と を 目 標 に 、  ひ たす ら 演 習 を 重 ね ま し た 。　
教 科 書 を 使 っ た 記 述 対

策 の 効 果 は 大 き く 、  知 識を イ ン プ ッ ト し つ つ 時 代背 景 や 影 響 な ど 記 述 問 題を 解 く 際 の 着 眼 点 を 吸 収で き 、  適 切 な 語 句 の 選 び方 も 自 然 と 身 に つ け る こと が で き ま し た 。入 試 本 番 で 実  っ  た

   

4 0年 分 の 過 去 問 演 習
　
記 述 問 題 に 活 用 し た の

は 一 橋 大 学 の 過 去 問

4 0年

分 で す 。  大 量 の 過 去 問 に取 り 組 ん だ 理 由 は 、  一 橋大 学 の 出 題 傾 向 が こ の

4 0

年 間 ほ ぼ 変 わ ら な い こ とが 一 つ の 理 由 で す が 、  世界 史 の 荒 巻 先 生 の 講 座 で「 一 橋 大 の 入 試 問 題 は 過去 問 か ら 再 利 用 さ れ る こと が あ る 」  と 教 え て く れた ひ と こ と が 直 接 の き っか け で し た 。　
試 験 本 番 で も 過 去 問 の

知 識 が 大 い に 役 立 っ た こと も あ り 、  先 生 の ひ と こと は 大 き な タ ー ニ ン グ ポイ ン ト に な り ま し た 。

東 進
O G

東 進
O B

過 去 問

Pi c k 
u p !

過 去 問

Pi c k 
u p !

一 橋 大 学 2 0 1 8  年 世 界 史 大 問 １

2 0 1 8  年 の 大 問 １ は 1 9 8 2  年 の 大 問 １ と ほ ぼ

同 じ テ ー マ の 問 題 が 出 題 さ れ 、 解 説 授 業 の

荒 巻 先 生 の 「 過 去 問 は や っ た 者 勝 ち 」と い う

言 葉 が 、 過 去 問 4 0  年 分 に 挑 戦 す る 契 機 と

な り ま し た  。

東 京 大 学 2 0 1 4  年 生 物 第 １ 問

こ の 年 の 東 大 生 物 の 第 １ 問 は 驚 く ほ ど 難 し く 、 得

意 な 英 語 と 生 物 だ け を 伸 ば す の で は な く 、 苦 手

な 数 学 な ど の 底 上 げ の 必 要 性 を 痛 感 し た 初 め て

の  問  題  で し た  。

高 １ ・ 高 ２ か ら 意  識 し て  ほ し い ！

高 １ ・ 高 ２ か ら 意  識 し て  ほ し い ！

一 橋 大 学 法 学 部一 橋 大 学 法 学 部

廣廣
ひ ろひ ろ

瀬瀬
せせ

  和和
わわ

奏奏
か なか な

さ んさ ん

神 奈 川 県 立 湘 南 高 校 卒神 奈 川 県 立 湘 南 高 校 卒

◉ 数 学 ぐ ん ぐ ん ［ 基 本 編 ］［ 応 用 編 ］ 

  長 岡 恭 史先 生

◉ 一 橋 対 策 国 語    林 修先 生

◉ ス タ ン ダ ー ド 世 界 史   荒 巻 豊 志先 生

活 用 し た 主 な 講 座

東 京 大 学 理 科 二 類東 京 大 学 理 科 二 類

榧榧
か やか や

野野
のの

  翔翔
し ょ うし ょ う

く んく ん

東 京 都 立 富 士 高 校 卒東 京 都 立 富 士 高 校 卒

◉ 受 験 数 学 Ⅲ （ 難 関 ）   志 田 晶先 生

◉ ハ イ レ ベ ル  化  学    鎌 田 真 彰先 生

◉ ハ イ レ ベ ル 生 物   田 部 眞 哉先 生

活 用 し た 主 な 講 座

東 進  O B ・ O G  に 聞 く

過 去 問 の 徹 底 的 な 　
研 究 が 記 述 力 向 上 に
つ な が り ま し た

本 番 を 想 定 し た 試 験 時 間 の管 理 も 大 切 だ と 思 い ま す

▲ 画 像 は 問 題 の 冒 頭 。 キ メ ラ マ ウ ス と ゲ ノ ム 刷 り 込 み

に 関 す る 問 題 が 出 題 さ れ た 。 基 礎 知 識 を 問 う 設 問 が 少

な く 、 実 験 考 察 問 題 の 比 重 が 高 か っ た た め 、 難 易 度 も

高 く な っ た 。

▲ 一 橋 大 学 で は 、4 0 0 字 の 論 述 問 題 が 出 題 さ れ る 。2 0 1 8 年 の 第 1 問 の テ ー

マ は 、 1 1  ～  1 3  世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ の 「 空 間 革 命 」 に つ い て 。 与 え ら れ た 史 料

で は コ ロ ン ブ ス に 触 れ ら れ て い る こ と か ら 、「 空 間 革 命 」 ＝ 世 界 の 拡 大 の こ

と と 捉 え 論 述 し て い く 。

【 参 考 ： 1 9 8 2  年 の 問 い 】

中 世 中 期 の ヨ ー ロ ッ パ に お い て も 著 者 の い う 空 間 像 の 変 化 ・ 空 間 革 命 に 対

応 す る 現 象 が あ っ た 。 そ れ は ど の よ う な き っ か け に よ る も の で あ っ た か 。

ま た そ の 空 間 革 命 の 内 容 を そ れ 以 前 の 空 間 意 識 と 対 比 し な が ら 経 済 、 政

治 、 文 化 の 諸 側 面 に つ い て 説 明 せ よ 。（ 3 0 0  字 以 内 ）
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受 験 勉 強 と は 、  ま ず  「 自

分 の 今 の 立 ち 位 置 」  を 知り 、  「 目 標 」  か ら 逆 算 し てス タ ー ト す る の が 得 策 です 。  何 事 も 早 く 取 り 組 むと 余 裕 が 生 ま れ 、  大 学 でも 自 分 の 学 問 を 探 究 で きる 素 地 が 生 ま れ ま す 。  英語 の 学 習 で は 、  左 の 資 料に あ る ピ ラ ミ ッ ド を 念 頭に 勉 強 を 進 め ま し ょ う

 ！
　

英 語 の 全 体 像 を シ ン プ ルに ま と め た 図 解 で す 。　
ま ず は 、  文 法 や 単 語 の

学 習 を 早 め に 固 め ま し ょ

1 1 月 の

　

1 1月 に 入 り 今 年 も 残 す

と こ ろ あ と ２ カ 月 と な りま し た 。  焦 り や 不 安 に 悩ま さ れ る こ と も 多 い と 思い ま す 。  特 に  「 模 試 の 成 績が 上 が ら な い 」  「 過 去 問 が上 手 に 解 け な い 」  と い った 悩 み は す べ て の 受 験 生に 共 通 す る 悩 み で す 。  そん な と き に は キ ミ の 毎 日の 勉 強 内 容 を 振 り 返 っ てみ る こ と を お ス ス メ し ます 。① 難 易 度 の 高 い 問 題 を 優　
先 し て 解 い て い な い か

② 問 題 に 対 し て 粘 る こ と

　

　
な く 模 範 解 答 の 研 究 だ

　
け に 時 間 を 費 や し て い

　
な い か

③ 制 限 時 間 を 設 け ず に だ

　
ら だ ら と 解 い て い な い か

こ れ ら に 心 当 た り が あ るの で あ れ ば 今 す ぐ に 止 めま し ょ う 。　 「 数 学 を 学 ぶ 」  こ と と
「 得 点 を 取 る 」  こ と は 似 てい る よ う で 違 い ま す 。  入試 に 合 格 す る た め に は「 得 点 を 取 る 」  勉 強 も し なく て は い け ま せ ん 。  具 体的 に は 、  「 解 け る 問 題 を 見定 め 、  解 け そ う に な い 問題 は 切 り 捨 て る 。  多 少 の論 理 性 は 犠 牲 に し て も 突き 進 む 腕 力 と 精 神 力 を 養う 」  こ と で す 。  高 校 生 ま での 段 階 で １ ０ ０ ％ の 数 学力 を つ け る こ と は で き ませ ん 。  「 完 璧 な 答 案 」  を 目指 し す ぎ る と 逆 に 総 得 点が 伸 び 悩 む こ と に な り かね ま せ ん 。  「 こ の 程 度 に して 次 の 問 題 に い こ う 」  と

い う  「 勇 気 」  を 持 つ こ と です 。　
こ れ か ら が 正 念 場 で す 。

ま ず は 健 康 管 理 。  次 に も健 康 管 理 。  キ ミ が 元 気 に過 ご せ る よ う 遠 く か ら 応援 し て い ま す 。　
毎 日 学 校 生 活 を 楽 し ん

で い ま す か ？

　
学 生 の 本

分 は 勉 強 で す が 、  勉 強 以外 に も 部 活 動 や 課 外 活 動 、学 内 イ ベ ン ト を 精 力 的 に取 り 組 ん で も ら い た い と思 い ま す 。  勉 強 以 外 で 培わ れ た 力 、  例 え ば 、  「 ど うす れ ば 他 人 に 伝 わ る のか ？ 」  「 ど う す れ ば 上 手 にで き る の か ？ 」  と 悩 み 考え た 力 は そ の ま ま 将 来 の受 験 勉 強 に も つ な が っ てき ま す （ 勉 強 し な く て いい と は 言 っ て ま せ ん よ ）  。

「 な ん と な く 」  を

 

排 除 す る 学 習 を　
受 験 勉 強 は  「 教 わ る も

の 」  の イ メ ー ジ が 強 い です が 、  こ と 数 学 に お い ては  「 自 ら 考 え 、  自 ら 手 を 動か し 、  最 適 解 を 作 り 上 げる 」  側 面 の 方 が 多 く 、  「 覚え れ ば 何 と か な る 」  は 難関 大 に は 通 用 し ま せ ん 。だ か ら 日 頃 か ら 悩 み 考 える こ と を 体 得 し て い る 高校 生 に と っ て 数 学 は け っし て ハ ー ド ル の 高 い も ので は な い の で す 。　
受 験 学 年 を 迎 え る 前 段

階 に お い て は 深 く 考 え る傾 向 の 強 い  「 整 数 」  「 幾 何 」を し っ か り 学 ん で お き まし ょ う 。  論 理 的 な つ な がり を 意 識 し て 、  「 な ぜ 、  それ が 導 か れ る の か ？ 」  と常 に 自 問 自 答 し て  「 な んと な く 」  を な く す 学 び 方を し て お い て く だ さ い 。

問 題  の 特 徴 を 理 解 し  て正 し  い  対 策 を

受 験 に 向 け て  「 得 点 を 取 る 」勉 強 を 意 識 し よ う

　
英 語 の 入 試 問 題 は  「 知

識 問 題 」  と  「 思 考 問 題 」  に分 類 で き ま す 。  例 え ば 、  長文 読 解 中 の 空 所 補 充 問 題で は 、  一 見  「 思 考 問 題 」  に見 え て も 熟 語 や 文 法 の 知識 が な い と 得 点 で き な い 、「 知 識 問 題 」  の 場 合 が あ りま す 。  答 え 合 わ せ を し て知 識 の ヌ ケ や モ レ が あ った ら 、  自 作 の ノ ー ト に まと め て 、  知 識 を 取 り 出 すス ピ ー ド を 早 め て い き まし ょ う 。  知 識 分 野 は 定 期的 な メ ン テ ナ ン ス と 反 復が 欠 か せ ま せ ん 。  ま た 、  知識 を 使 っ て 演 習 に も 取 り組 み ま し ょ う 。  例 え ば 、  和訳 問 題 で も

make  sense

を  「 意 味 を 成 す 」  で は な

く 、  国 立 大 学 は  「 理 に かな っ て い る 」  と 和 訳 さ せる こ と が あ り 、  知 識 を 実践 力 に つ な げ る 補 強 が 必要 で す ね 。解 答 の 根 拠 を

　 　

説 明 す る 練 習　 「 思 考 問 題 」  は 、  長 文 を読 ん で 筆 者 の 主 張 を つ かむ 、  因 果 関 係 を 検 証 す る 、さ ら に は デ ー タ や 比 喩 を読 み 解 く と い っ た 問 題 です 。  よ く あ る 事 例 は 、  二 択ま で 絞 れ た の だ け れ ど 、最 後 に 飛 躍 が あ っ て 間 違え て し ま う と い う 課 題 です 。  こ れ は 、  解 答 の 根 拠 を説 明 す る 練 習 を 積 む と 結果 が 大 き く 変 わ り ま す 。

う 。  知 識 を つ け る 段 階 で 、ア ウ ト プ ッ ト を 意 識 し た例 文 学 習 を 取 り 入 れ まし ょ う 。  英 語 は  「 な ぜ ？ 」を 理 解 し た う え で 知 識 をを  「 反 復 」  す る こ と で 実 力が つ く 科 目 と 言 え ま す 。例 え ば 英 文 法 を 学 ん だ ら 、そ れ を 反 復 し て 音 読 し 、日 本 語 を 見 て パ ッ と 一 瞬で 英 語 に 戻 す 練 習 を し てお く と 、  高 い レ ベ ル の 英語 の 運 用 力 が つ い て 行 きま す 。　
① の イ ン プ ッ ト の 学 習

を し な が ら 、  ② の ア ウ トプ ッ ト と し て 瞬 間 英 訳 のよ う な ト レ ー ニ ン グ を 入れ る こ と で 、  ど ん な 大 学に も 通 用 す る 骨 太 な 英 語力 が つ い て い き ま す 。  慌て ず に  「 イ ン プ ッ ト 」  と「 ア ウ ト プ ッ ト 」  を 組 み 合わ せ て 学 習 し て い く こ とで 、  変 化 に ぶ れ な い 根 本的 な 英 語 力 を 身 に つ け てい き ま し ょ う 。

土
と

岐
き

田
た

 健
け ん

太
た

先 生

自 力 で 「 学 問 」 を す る 力 と 、 将 来 ま で 通 用 す

る 英 語 力 を 養 成 す る 。

 受 験 勉 強

で  一

生 モ  ノ  の

 

 課 題 解 決 能 力 を

 

 身 に  つ  け よ う

 

 こ れ か ら が 正 念 場

 

 健 康 管 理 を 徹 底

 

ど の  よ う な  英  文  に も 対  応  で き る

よ う に 基 礎 知 識 を 盤 石 に

学  習  の  ポ  イ  ン ト

注 意

英 語英 語

数 学数 学

東 進 の 人 気 、

実 力 講 師 陣 が

伝 授 す る

志 望 校 対 策 も 大 詰 め ！ 大 学 入 試 を 突 破 す る 学 習 を

今 月 の
テ ー マ

高 ３ 生 効 果 的 な 志 望 校 対 策 を し よ う ！ 高 ２ 生 ・ 高 １ 生
意 欲 あ る 中 学 生 受 験 勉 強 の ス タ ー ト ラ イ ン に 立 と う ！

◉ 知 識 分 野 は 定 期 的 な メ ン テ ナ

ン ス と 反 復 を 欠 か さ な い

◉ 問 題 の 根 拠 を 見 つ け て 説 明 す

る 訓 練 を

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意  欲 あ る 中 学 生

◉ 「 イ ン プ ッ ト 」 と 「 ア ウ ト プ ッ ト 」

を 組 み 合 わ せ る

高 ２ 生  ・  高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

高 ２ 生  ・  高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

吉
よ し

原
は ら

 修
し ゅ う

一
い ち

郎
ろ う

先 生

受 講 生 か ら 「 数 学 っ て 楽 し い ！ 」 と 絶 賛 さ れ る 人 気

講 師 が 東 進 に 登 場 。

完 璧 な 答 案 を 目 指 し す ぎ る と 、

総 得 点 が 伸 び 悩 む こ と も 。 次 の

問 題 に 進 む 勇 気 を 持 と う

◉ 毎 日 の 学 習 内 容 を 振 り 返 り 、

N G  行 為 は 改 め よ う

◉ 「 得 点 を 取 る 」 た め に 解 け る

問 題 を 見 極 め る

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意  欲 あ る 中 学 生

◉ 自 ら 考 え 、 「 な ん と な く 」 を な く

す 学 び 方 を し よ う

学  習  の  ポ  イ  ン ト

注 意

　 深 い 基 本 語 の 理 解 が 求 め ら れ て い ま す 。

m or e  t h a n は 後 ろ に 数 詞 以 外 の 名 詞 を 伴 う

と 「 〜 だ け で は な い 」 と い う ニ ュ ア ン ス に

な り ま す 。 さ ら に 、 dri v e は 後 置 修 飾 で 使 わ

れ 、「 動 か さ れ る 」 と い う 意 味 で す 。 難 単 語

だ け で は な く 、 基 本 語 の 使 い 方 を 意 識 し て

ほ し い と 思 い 、 こ の 問 題 を 選 び ま し た 。

1. 	  基 本 語 の 意 味 を 正 確 に 掴 む ！

2. 	  m o r e	 t h a n  は 「 〜 だ  け  で  は

な い 」 の ニ ュ ア ン ス を 掴 む

3. 	  d ri v e  は 「 動 か す 」 の 原 義 が

あ り 、 a 	 w o rl d  に か か る 過 去

分 詞 の 後 置 修 飾 と し て 使 わ れ

て い る

C
H

E
C

K 
P

OI
N
T!

以 下 の 文 を 日 本 語 に

訳 し な さ い  。

A li b e r al a rt s e d u c ati o n, h o w e v e r, 

i s m o r e t h a n a m e a n s t o a n e n d; it 

o ff e r s a m o m e nt of l ei s u r e i n a w o rl d 

d ri v e n b y s p e e d a n d utilit y.  

2 0 2 3  年 上 智 大 学 文 学 部 英 文 学 科

こ の 問 題 に

注 目 ！ ！

点 O  を  中  心 と  す  る  半  径 １ の

円 の 円 周 上 に ３ 点 A , B , C  が  あ り ,

　 　 　 　 - 5 O A + 3 O B +  4 O C = 0

が  成 り 立  っ  て  い る .こ  の と き ,次 の 問 い に 答 え よ .

（ １ ） O A ・ O B  の 値 を 求 め よ .

（ 2 ）  △  A  B  C  の  面  積 を 求 め よ .

1. 	 初 等 幾 何 ・ ベ ク ト ル ・ 座 標 の ど

れ を 利 用 す る か を 考 え よ

2. 	 ベ ク ト ル を 利 用 す る 場 合 は 基

本 と な る ベ ク ト ル を 定 め 、 こ

れ ら で す べ て の ベ ク ト ル を 書

き 下 す

3. 	 ベ ク ト ル を 利 用 し て い る 場 合

で も 初 等 幾 何 や 座 標 を 融 合 さ

せ て 効 率 的 に 解 く

C
H

E
C

K 
P

OI
N
T!

受 験 数 学 （ 文 理 共 通 ） 応 用  P a r t 1
第 5 講 平 面 上 の ベ  ク ト  ル  ② 復 習 3 よ り

こ の 問 題 に

注 目 ！ ！

　 図 形 の 問 題 を 解 く 方 法 と し て ベ ク ト ル を

利 用 す る こ と が あ り ま す 。 本 問 題 を 解 く 際

に は 基 本 と な る 2 つ の ベ ク ト ル 、 例 え ば O B 

と O C を と り 、 こ れ ら に よ り O A を 表 す こ

と に よ り 円 周 上 の 3  点 A ,B ,C の 位 置 を 把 握

す る こ と が で き ま す 。 あ と は △ O B C と の 面

積 比 を 考 え る だ け で す 。

吉 原 先 生 の 担 当 講 座

受 験 数 学 （ 文 理 共 通 ） 応 用
受 験 数 学 （ 理 系 ） 応 用

全 レ ベ ル に 対 応 で き る

数 学 力 の 土 台 を 作 ろ う ！

解 答

し か し な が ら 、 一 般 教 養 教 育 と は 単 な る 目 的 へ 至 る た

め の 手 段 で は な い 。 そ れ は 、 ス ピ ー ド と 実 用 性 に よ っ

て  動  か さ れ  て  い る 世  の  中  に  お  い  て  、 ひ と と き の  余  暇  を

与  え  て く れ  る  の  で  あ  る  。

リ ス ニ ン グ

長 文 読 解

英 文 解 釈

文 法 ・ 語 法

発 音 ・ 語 彙

1 イ ン プ ッ ト の 学 習 図 解

S p e a k i n g

自 由 英 作 文

瞬 間 英 訳

和 文 英 訳

中 学 英 単 語 ・

英 文 法 の 例 文 学 習

ア ウ ト プ ッ ト の 学 習 図 解2

資 料
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志 望 校 対 策 の 段 階 を 見 極 め目 の 前 の 勉 強 に 向 き 合 う

弱 点 を 克 服 す る  こ と で合 格 に 近 づ く

文 章 で 表 現 で き る日 本 史 の  「 全 体 観 」  を 築 く

　 「 よ く 寝 る 」 こ と で す 。 受 験 生 の 頃 は 毎 日 2 2 ： 0 0 就

寝 → 6 ： 0 0 起 床 の 生 活 を 夏 休 み 以 降 に 続 け て い ま し た

（ お か げ で 今 で も 6  時 間 は 寝 な い と 調 子 が 上 が り ま せ

ん ） 。 ま た 、 睡 眠 は 体 力 の 回 復 だ け で は な く 精 神 面 の

安 定 に も よ い 影 響 を 与 え る と い う 研 究 結 果 も あ り ま

す 。 皆 さ ん も よ く 寝 て よ く 学 び ま し ょ う 。

　 時 間 を 見 つ け て 、 ジ ム に 通 っ て い ま す 。 と 言 っ て も 、

ム キ ム キ に 鍛 え る こ と が 目 的 で は な く 、 よ い 授 業 を 実

践 す る た め に 身 体 の 調 子 を 維 持 す る こ と が 目 的 で す 。

皆 さ ん も 、 気 分 転 換 の と き に は 、 無 理 の な い 範 囲 で 身

体 を 動 か し て み て は ど う で し ょ う 。 ス ッ キ リ と 勉 強 に

向 か う こ と が で き ま す よ 。

最 新 の 大 学 受 験 情 報 と 、 将 来 を 考 え る

コ ン テ ン ツ が 満 載 ！ 全 国 の 高 校 生 必 見 ！

　
志 望 校 対 策 に は い く つ

か の 段 階 が あ り ま す 。　
ま ず は  「 出 題 傾 向 の 確

認 」  。  こ れ は す で に 多 く の受 験 生 が 行 っ て い る でし ょ う 。  国 語 で あ れ ば 漢文 は 出 題 さ れ る の か 、  現代 文 で 文 学 史 が 出 題 さ れる の か 、  ま た そ れ が 毎 年の 傾 向 な の か な ど を 過 去問 演 習 で 確 認 す る 段 階 です 。　
次 に  「 頻 出 ／ 苦 手 分 野

の 確 認 」  。  国 公 立 大 の 現 代文 で は 出 題 傾 向 を 踏 ま えて ほ か の 大 学 を 含 め た 記述 演 習 な ら び に 添 削 を 受け て 力 を つ け て い き ま

　
志 望 校 対 策 と し て 過 去

問 を ど ん ど ん 解 い て い きま し ょ う 。  演 習 に 取 り 組む と き は 、  「 時 間 を 計 る 」こ と 。  こ れ は 本 番 で 問 題を 取 捨 選 択 す る 練 習 に なり ま す 。  次 に  「 解 け な か った 問 題 を チ ェ ッ ク す る 」こ と 。  入 試 問 題 は 過 去 問の 類 題 が 出 や す い で す 。な の で 、  間 違 っ た 問 題 をそ の ま ま に せ ず 、  そ の 問題 を 完 璧 に し て お く 必 要が あ り ま す 。  間 違 っ た 問題 は  「 な ぜ 間 違 っ た の かの 理 由 を 分 析 」  し 、  「 類 題で さ ら に 解 い て 定 着 さ せる 」  こ と が 重 要 で す 。  間 違

　
日 本 史 の  「 全 体 観 」  を

持 っ て い ま す か ？

　
例 え

ば 、  「 奈 良 時 代 に つ い ては 、  天 皇 家 ・ 貴 族 の 政 争や 土 地 制 度 は こ の よ う に展 開 し 、  文 化 に は こ の よう な 特 徴 が あ り … … 」  とい っ た 明 確 な イ メ ー ジ を文 章 で 表 現 で き る か チェ ッ ク し 、  そ れ に 個 々 の知 識 を 結 び つ け ま す 。  この 作 業 を 全 時 代 に 広 げ 、「 全 体 観 」  を 築 い て い き まし ょ う 。　
ま た 、  資 料 利 用 形 式 の

問 題 解 法 を 習 得 し て い ます か ？

　
共 通 テ ス ト の 演

習 で は 、  「 設 問 と 選 択 肢 を

し ょ う 。  私 大 で は 空 欄 補充 や 脱 文 挿 入 な ど の 問 題の 解 法 を 確 認 し ま し ょ う 。　
最 後 に  「 時 間 内 に 解 く 」

練 習 で す 。  解 く 順 番 や 時間 配 分 を 解 く 度 に 考 え まし ょ う 。　
現 段 階 で は 、  ２ 段 階 目

の 完 成 に 近 づ い て い る とい い で す ね 。　

1 1月 は 現 役 生 に と っ て

の 一 つ の 鬼 門 で す 。  こ こを 上 手 く 乗 り 切 れ ば 、  昇り 調 子 で 受 験 期 を 迎 え られ ま す 。  今 一 度 自 分 の 目標 を 確 認 し 、  目 の 前 の 勉強 に 向 き 合 っ て く だ さ い 。あ と は よ く 食 べ て よ く 寝ま し ょ う 。

 

い や す い 分 野 は 、  そ れ はあ な た の 弱 点 で す 。  こ の弱 点 を 克 服 す る こ と が 合格 へ の 近 道 で す よ 。　
現 役 生 は こ の 時 期 か ら

一 気 に 成 績 が 伸 び ま す 。過 去 を 振 り 返 っ て も 時 間は 戻 っ て き ま せ ん 。  過 去を 振 り 返 る こ と を 後 悔 、前 を 見 る こ と を 覚 悟 と 言い ま す 。  今 は た だ 合 格 に向 か っ て が む し ゃ ら に やる こ と で す 。  そ の 努 力 が合 格 を 導 い て く れ ま す よ 。　
将 来 理 系 を 目 指 す の で

あ れ ば 、  生 物 基 礎 で は  『 遺伝 子 と そ の は た ら き 』  、  生物 で は  『 生 命 現 象 と 物 質 』

読 む → 史 料 ・ 図 表 の ど こに 注 目 す る の か を 把 握 して か ら 読 み 取 る → 知 識 も適 用 し て 選 択 肢 の 正 誤 を判 断 す る 」  な ど の 手 順 を確 認 し な が ら 、  丁 寧 に 解い て い き ま し ょ う 。  数 多く 解 い て 慣 れ る よ り も 、効 率 的 に 技 術 が 身 に つ きま す 。　
覚 え た 知 識 を 使 い こ な

し て 正 解 を 導 け る よ う にな る に は 、  ど の よ う な 学習 が 望 ま し い の か 。  そ のこ と を 考 え な が ら 学 び 続け た 受 験 生 が 、  揺 る ぎ のな い 実 力 を つ け て 合 格 を勝 ち 取 れ ま す 。  頑 張 っ てい き ま し ょ う ！　 　

日 常 生 活 か ら も

 

語 彙 力 を つ け る　
語 彙 力 を 鍛 え ま し ょ う 。

二 つ の 方 法 を 紹 介 し ま す 。　
ま ず 一 つ 目 は  「 漢 字 練

習 を 中 心 と し た 語 彙 力 増強 」  で す 。  漢 字 練 習 を し なが ら 、  意 味 が わ か ら な い言 葉 を ピ ッ ク ア ッ プ し て 、ノ ー ト に ま と め ま し ょ う 。そ の 際 に  「 漢 字 」  「 意 味 」「 例 文 」  を 一 つ の ま と ま りと し て 書 き ま し ょ う 。  「 例文 」  ま で 書 く の は そ の 言葉 が 実 際 に ど の よ う に 文章 で 使 わ れ る か を イ メ ージ で き る よ う に す る た めで す 。　
も う ひ と つ は  「 日 常 で

出 会 っ た 言 葉 を 調 べ 尽 くす 」  こ と で す 。  授 業 や 問 題で 出 て き た 意 味 が わ か らな い 言 葉 を ま と め た り 、ニ ュ ー ス や 広 告 な ど 日 常生 活 で 出 会 っ た 意 味 が 不明 瞭 な 言 葉 を 調 べ 尽 く しま し ょ う 。  こ の よ う な 学習 を 積 み 重 ね る と 語 彙 力が つ い て い き ま す 。  ま さに  「 生 き て い る だ け で 差が つ き ま す 」  ね 。  私 も わ から な い 言 葉 は 、  そ の 都 度調 べ て い ま す よ 。

を 押 さ え て お き ま し ょ う 。こ れ ら の 分 野 は 受 験 で 頻出 の 分 野 の 基 礎 と な る ので 、  今 の う ち に し っ か りと 理 解 し て お き ま し ょ う 。　
ま た 、  学 校 の 授 業 は 復

習 を 中 心 に 行 い 、  実 験 の授 業 が あ る な ら 積 極 的 に参 加 し ま し ょ う 。  入 試 問題 で は 実 験 問 題 が よ く 出題 さ れ る の で 、  今 の う ちか ら 実 験 に 関 す る 考 え 方を 実 際 に 体 感 し な が ら 身に つ け る と 入 試 で 有 利 にな り ま す 。学 校 生 活 と 学 業 を

 

バ ラ ン ス よ く　
高 校 生 の 時 間 は 二 度 と

戻 っ て き ま せ ん 。  後 か ら振 り 返 っ て 後 悔 し な い よう に 、  今 は ま ず 部 活 や 学校 生 活 を 大 い に 楽 し ん でく だ さ い 。　
受 験 勉 強 に 関 し て は 主

要 科 目 （ 英 語 ・ 数 学 ・ 国語 ） を 早 め に 完 成 さ せ るこ と が 受 験 に 勝 つ 方 法 の一 つ な の で 、  今 の 時 期 から し っ か り と 勉 強 し て おき ま し ょ う 。  学 校 生 活 と学 業 の バ ラ ン ス を う ま くと っ て 、  受 験 に 向 け た 勉強 を 意 識 し て く だ さ いね ！

　 「 日 本 史 探 究 」  を 復 習 する と き は 、  時 期 区 分 や 年代 を 意 識 し つ つ 、  「 歴 史 総合 」  で 学 ん だ 視 点  （ 前 後 の時 代 や 他 の 地 域 と 比 較 した 共 通 点 ・ 相 違 点 、  出 来事 の 背 景 や 影 響 な ど を 考察 す る ） も 用 い る と よ いで す 。  近 代 ・ 現 代 に つ いて は  「 歴 史 総 合 」  の 日 本 史分 野 も 利 用 し 、  「 日 本 か ら見 た 世 界 」  と  「 世 界 の な かの 日 本 」  と の 相 互 関 連 を理 解 し ま し ょ う 。揺 る ぎ な い

 

実 力 を 養 お う　
復 習 で は 、  習 っ た 部 分

の 理 解 を 進 め れ ば 十 分 です し 、  細 か い 知 識 の 暗 記は 後 回 し で 構 い ま せ ん 。時 期 ・ 年 代 の 枠 組 み を 頭の 中 に 築 き あ げ 、  政 治  ・  外交 の 分 野 に お け る 大 き な流 れ を 掴 む こ と を 目 標 にし ま し ょ う 。　
志 望 大 学 の 入 試 科 目 が

「 日 本 史 探 究 」  に な る の か「 歴 史 総 合 、  日 本 史 探 究 」に な る の か 、  気 に な る 人も い る で し ょ う 。  ど の よう な 問 題 に も 対 応 で き る 、揺 る ぎ の な い 実 力 を 養 って い き ま し ょ う ！

武
た け

川
が わ

 晋
し ん

也
や

先 生

圧 倒 的 な 熱 量 と 徹 底 し た 入 試 問 題 分 析 に 基 づ

く 授 業 を 展 開 す る 、 新 進 気 鋭 の 現 代 文 講 師 。

 よ く 食  べ

 

 よ く 寝 て

 

 よ く 勉 強 し よ う

 

山
や ま  ぐ ち

口  学
ま な ぶ

先 生

生 物 の 本 質 を 分 か り や す く 捉 え た 講 義 は 、 常

に 進 化 し 続 け て い く ！

 覚 悟 と は

 

 前 を 見 据 え  て

 

 進 む こ と

 

山
や ま

中
な か

 裕
ひ ろ

典
の り

先 生

図 解 板 書 で 歴 史 の 仕 組 み や 構 造 を 描 き 出 し 、 歴

史 の 本 質 に 迫 る 講 義 は 必 見 ！

 知 識 を 使  い  こ な し  て

 

 正 解 を 導 こ う

 

1 1 月 は 学 校 行 事 や 受 験 勉 強 の 疲 れ が 出

や す い 時 期 。 よ く 食 べ て よ く 寝 て 体 調 管 理

を

問 題 を 多 く 解 い て 慣 れ る よ り も 、 事 前 に

手 順 を 確 認 し て 、 効 率 的 に 技 術 を 身 に つ

け る

◉ 全 時 代 の 「 全 体 観 」 を 文 章 で 表 現 で き る

よ う に す る

◉ 問 題 を 解 く 手 順 を 確 認 し て 、 丁 寧 に 取

り 組 む

◉ 頻 出 ・ 苦 手 分 野 は 、 志 望 校 以 外 の 大 学

の 問 題 も 積 極 的 に 解 い て み る

◉ 志 望 校 対 策 の 仕 上 げ は 、 時 間 内 に 解 き

切 る 力 を つ け る こ と

◉ 歴 史 の 枠 組 み と 流 れ を 掴 も う

◉ 漢 字 練 習 と 日 常 で 出 会 う 言 葉 を 調 べ 尽

く し て 語 彙 力 ア ッ プ

学  習  の  ポ  イ  ン ト

学  習  の  ポ  イ  ン ト

学  習  の  ポ  イ  ン ト

注 意

過 去 を 振 り 返 っ て も 時 間 は 戻 ら な い 。 前

を  向  い  て が  む し ゃ ら に  勉  強  す る注 意

注 意

武 川 先 生 の 体 調 管 理 法 ！

　 十 分 な 睡 眠 時 間 を 確 保 し よ う ！  時 間 が な い か ら と

言 っ て 、 睡 眠 時 間 を 削 る と 、 全 体 の パ フ ォ ー マ ン ス が

低 下 し ま す 。 ま た 寝 て い る 間 に 記 憶 の 整 頓 が 行 わ れ ま

す の で 、 知 識 の 定 着 も 悪 く な り ま す 。 さ ら に 睡 眠 不 足

は 免 疫 力 も 低 下 し ま す 。 最 低 ６ ～ ７ 時 間 は 寝 る 時 間 を

確 保 し ま し ょ う 。

現 代 文現 代 文

生 物生 物

日 本 史日 本 史

大 学 受 験 と 教 育 情 報 の メ ガ  サ  イ ト

東  進  ド  ッ ト  コ  ム

C H E C K!

東 進 Y o u T u b e チ ャ ン ネ ル

高 ２ 生  ・  高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ２ 生  ・  高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ２ 生  ・  高 １ 生意 欲

あ る

中 学 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ３ 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意  欲 あ る 中 学 生

◉ 時 間 を 計 り な が ら 演 習 を し て 、 問 題 の

取 捨 選 択 の 練 習 を

◉ 解 け な か っ た 問 題 は 分 析 を し て 、 さ ら な

る 演 習 で 定 着 さ せ る

高 ３ 生

◉ 実 験 の 授 業 に は 積 極 的 に 参 加 し て 、 実

験 に 関 す る 考 え 方 を 身 に つ け る

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意  欲 あ る 中 学 生

高 ２ 生 ・ 高 １ 生 ・ 意  欲 あ る 中 学 生

山 口 先 生 の 体 調 管 理 法 ！

山 中 先 生 の 体 調 管 理 法 ！
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P e rs o n al D at a

の 足 」  と し て 、  飛 行機 で の 移 動 を 担 う

航 空 会 社 。  世 界 中 で た くさ ん の 人 が 利 用 し て い るの は 想 像 が つ く が 、  航 空会 社 は ひ と 月 に ど れ ぐ らい の 飛 行 機 を 飛 ば し て いる の だ ろ う か ？　
運 航 便 数 を 調 べ る と 、

驚 く べ き 数 字 が 出 て き た 。例 え ば 日 本 航 空  （ Ｊ Ａ Ｌ ）が ２ ０ ２ ３ 年 ６ 月 に 運 航し た の は 国 際 線 ・ 国 内 線を 合 わ せ て ２ 万 ９ ０ ７ ３便 。  毎 月 変 動 は あ る も のの 、  単 純 計 算 で １ 日 に ９０ ０ 便 以 上 を 運 航 し て いる こ と に な る 。　
Ｊ Ａ Ｌ で こ れ ら 膨 大 な

数 の 運 航 便 を 管 理 し 、  持続 可 能 な ビ ジ ネ ス の 戦 略を 練 っ て い る の が 、  ソリ ュ ー シ ョ ン 営 業 本 部 レベ ニ ュ ー マ ネ ジ メ ン ト 推進 部 企 画 グ ル ー プ 。　
こ の 部 署 で 主 任 を 務 め

る 抽 冬 珠 侑 さ ん に 、  Ｊ ＡＬ を 志 望 し た 理 由 や こ の仕 事 の 舞 台 裏 、  や り が いな ど を 尋 ね た 。　
抽 冬 さ ん は １ ９ ９ ４ 年 、

兵 庫 県 で 生 ま れ た 。  メ ーカ ー の 技 術 者 だ っ た 父 親は 転 勤 が 多 く 、  小 学 校 に入 る 前 に 関 東 に 移 っ た 。そ の 後 の 人 生 に 大 き な 影響 を 与 え た の は 、  父 親 の仕 事 の 都 合 で 小 学 校 ２ 年生 か ら ６ 年 生 ま で 過 ご した タ イ の 首 都 バ ン コ ク での 生 活 だ 。　 「 日 本 人 や 日 本 の 文 化が マ イ ノ リ テ ィ だ っ た タイ で 過 ご し た ５ 年 間 は 、今 も 私 の な か に 色 濃 く残 っ て い ま す 。  家 族 で タイ の 田 舎 や ビ ー チ 、  カ ンボ ジ ア な ど 近 く の 国 に よく 旅 行 に 行 っ て 、  文 化 の

違 い に も 興 味 を 持 つ よ うに な り ま し た 」　
中 学 に 入 学 す る タ イ ミ

ン グ で 日 本 に 戻 る こ と にな り 、  同 じ 時 期 に 帰 国 が決 ま っ た 友 人 が 受 験 す ると 言 っ て い た 渋 谷 教 育 学園 渋 谷 中 学 を 受 け 、  合 格し た 。　
中 高 の ６ 年 間 は 、  陸 上

部 の 短 距 離 走 者 と し て 、１ ０ ０ メ ー ト ル を 走 っ た 。熱 心 に 取 り 組 ん だ が 、  抽冬 さ ん の 思 い 出 に 残 っ てい る の は 、  学 校 で 友 人 とは し ゃ い で 過 ご し た 、  なに げ な い 日 常 。　 「 当 時 か ら 自 由 な 校 風で 、  携 帯 の 持 ち 込 み も ＯＫ で し た 。  友 だ ち の 誕 生日 に は ホ ー ル ケ ー キ を買  っ  て き て 、  先 生 の 部 屋 の冷 蔵 庫 に 保 管 し て も ら い 、放 課 後 に み ん な で お 祝 いし ま し た 。  学 校 生 活 の すべ て が 楽 し か  っ  た で す ね 」　
受 験 が 近 づ く と 、  「 一 つ

の 文 化 、  一 つ の コ ミ ュ ニテ ィ で 生 き る の は も っ たい な い 。  い ろ い ろ な 背 景を 持 つ 人 と 出 会 え る 総 合大 学 に 進 み た い 」  と 考 えた 。　
両 親 の 希 望 も あ り 、  関

東 と 祖 父 母 の 家 が あ る 関

心 の 生 活 に 浸 っ た 。  現 在は ４ 年 で 卒 業 す る 部 員 も多 い と い う が 、  抽 冬 さ んは 夢 中 に な り す ぎ る あ まり 、  １ 年 卒 業 を 延 ば し た 。そ の 分 、  就 職 活 動 は 、  学 生生 活 を 後 悔 な く や り 切 った と い う 充 実 感 と と も に始 め る こ と が で き た 。  この 時 も  「 い ろ い ろ な 人 に会 い た い 」  と い う 思 い があ り 、  そ の 一 つ が 航 空 業界 だ っ た 。　 「 バ ン コ ク に 住 ん で いた と き 、  よ く 飛 行 機 を 利

用 し て い た こ と も あ っ て 、エ ア ラ イ ン へ の 関 心 はず っ と 頭 の 片 隅 に あ り まし た 。  エ ア ラ イ ン 事 業 って ビ ジ ネ ス と し て ど う回 っ て る ん だ ろ う と い う純 粋 な 興 味 も あ り ま し たね 」　
複 数 の 航 空 会 社 を 受 け

る な か 、  Ｊ Ａ Ｌ に 入 社 を決 め た 要 因 は 、  「 人 」  だ っ た 。「 就 職 活 動 中 、  Ｊ Ａ Ｌ の 担当 者 は 肩 書 な ど 表 面 的 な部 分 を 評 価 す る の で は なく て 、  中 身 を 見 よ う と し

西 で 国 公 立 を 志 望 。  セ ンタ ー 試 験 を 受 け た 後 、  自 由な 印 象 の あ  っ  た 京 都 大 学に 挑 戦 す る こ と を 決 め る 。　
予 備 校 の 模 試 で は Ｄ 判

定 だ っ た も の の 、  「 力 試し 」  で 受 け た 前 期 試 験 に合 格 し 、  ２ ０ １ ３ 年 春 、  京都 大 学 に 入 学 し た 。　
大 学 で は 、  強 豪 と し て

知 ら れ る ア メ リ カ ン フ ット ボ ー ル 部 に 加 入 。  チ ーム ス ポ ー ツ を 経 験 し て みた か っ た こ と 、  当 時 、  女 子が プ レ ー す る 部 活 に 強 いと こ ろ が な か っ た こ と で入 部 を 決 め た 。　
ア メ フ ト 部 で は 、  ア ナ

ラ イ ジ ン グ ス タ ッ フ と いう 戦 略 担 当 を 務 め た 。  アメ フ ト に は 複 雑 な 戦 略 があ り 、  チ ー ム 状 況 と 相 手チ ー ム の 分 析 を し た う えで 、  勝 つ た め の 作 戦 を 考え る の が ア ナ ラ イ ジ ン グス タ ッ フ の 役 割 だ 。　
戦 略 担 当 の 仕 事 は 練 習

と 試 合 の 前 後 に 集 中 し てい る た め 、  朝 か ら 晩 ま でや る こ と が 尽 き な い 。  ４年 間 、  ど っ ぷ り と 部 活 中

父 親 の 赴 任 地タ イ で ５ 年 間 生 活渋 谷 の 中 高 を 経 て京 大 に 進 学

ア メ フ ト 部 で戦 略 担 当 を 経 験Ｊ  Ａ Ｌ で もア ナ リ ス ト に

航 空 業 界
日 本 航 空 株 式 会 社

抽 冬  珠  侑
日 本 航 空 株 式 会 社 ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 本 部 　
レ ベ ニ ュ ー マ ネ ジ メ ン ト 推 進 部  企 画 グ ル ー プ  主 任

N U K U T O Mi y u 

Q & A
こ  れ  が  き き  た  い ！こ  れ  が  き き  た  い ！

小 学 生 の と き 、5 年 間 過 ご し た タ イ 生 活 は

多 様 な 文 化 に 興 味 を 持 つ き っ か け に な っ た と 話 す 抽 冬 珠 侑 さ ん 。

「 い ろ い ろ な 人 に 会 い た い 」と 航  空  業  界 へ 飛  び  込 み 、

J A L  入  社  後 は 、 ビ ジ ネ ス の  戦  略 を 練 る 日 々 を 送 る 。

異  文  化  に 興  味 を 持 っ た
タ イ 在 住 の 子 ど も 時 代
京 大 ア メ フ ト  部 を 経 て

J A L で 航 空 事 業 領 域 の
収 益 最 大 化 を 考 え る

た  く さ  ん  旅  行  し  ま  す  か ？

J A L に 入 る に は ？

は い 。 最 近 は 韓 国 と 台 湾 に

行 き ま し た 。  周 り も 旅  行  好 き

の 方 が 多 い で す ね 。

な に か を や り き っ た 経 験 が あ

る と い  い  で  す  ね  。  社  会  人  に

な っ て  も 自  信  に  な る と 思  い ま

す 。

QQ

QQ

兵  庫  県  生 ま れ  。 小  学  校 2  年  生  の と き に タ イ の  バ ン コ ク へ  。

1 学 年 に 3 0 0 人 以 上 い る 現 地 の 日 本 人 学 校 で 5 年 間 過 ご す 。

 

東 京 都 私 立 渋 谷 教 育 学 園 渋 谷 中 学 高 等 学 校 入 学 。

帰  国  子  女 が  多  か っ た た め  、 特  に  違  和  感 な く な じ ん だ  。

京 都 大 学 経 済 学 部 に 入 学 。 ア メ フ ト 部 に 入 っ た の は 、

「 か つ て 父 親 が プ レ ー し て い た 」と い う の も き っ か け の 一 つ だ っ た 。

ア メ フ ト 部 で は 朝 食 前 か ら 選 手 と の ミ ー テ ィ ン グ が 始 ま り 、

練 習 後 の 夜 に そ の 日 の 振 り 返 り と 翌 日 の 準 備 が 行 わ れ る た め 、

朝 か ら 晩 ま で ア メ フ ト 漬 け の 日 々 だ っ た 。

日 本 航 空 株 式 会 社 入 社 。

同 年 、 株 式 会 社 J A L ス カ イ 羽 田 事 業 所 出 向 。

国 内 路 線 事 業 部 ・ 地 方 路 線 グ ル ー プ の フ ラ イ ト ア ナ リ ス ト に

な り 、 最 も 興 味 が あ っ た 仕 事 に 就 く 。

現  在  は  、 ソ リ ュ ー シ ョ ン 営  業  本  部  レ ベ  ニ ュ ー マ ネ ジ メ ン ト

推 進 部 企 画 グ ル ー プ の 主 任 と し て 働 く 。

1 9 9 4

2 0 0 7

2 0 1 3

2 0 1 8

2 0 2 2

空



入 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

〒 1 0 8- 8 6 3 6 　 東 京 都 港 区 白 金 台  1- 2- 3 7

T E L : 0 3- 5 4 2 1- 5 1 5 1

英 文 学 科 ･ フ ラ ン ス 文 学 科 ・ 芸 術 学 科

経 済 学 科 ･ 経 営 学 科 ・ 国 際 経 営 学 科

社 会 学 科 ･ 社 会 福 祉 学 科

法 律 学 科 ･ 消 費 情 報 環 境 法 学 科 ･ グ ロ ー バ ル 法 学 科 ･ 政 治 学 科

国 際 学 科 ･ 国 際 キ ャ リ ア 学 科

心 理 学 科 ･ 教 育 発 達 学 科

文 学 部

経 済 学 部

社 会 学 部

法 学 部

国 際 学 部

心 理 学 部

情 報 数 理 学 科 　 ※ 2 0 2 4 年 4 月 開 設情 報 数 理 学 部

2 0 2 4 年 4 月
明 治 学 院 大 学 と し て 初 の
理 系 学 部 「 情 報 数 理 学 部 」 を
新 設 し ま す 。

英 語 外 部 検 定 試 験 利 用 型 入 試
一 般 入 試 で は 、 従 来 の 3 教 科 型 に 加 え 、 外 部 検 定 試 験 の 結

果 を 利 用 し た 入 試 を 実 施 し ま す 。 対 象 と な る 英 語 外 部 検 定

試 験 は 、 実 用 英 語 技 能 検 定 （ 英 検 ） 、 T E A P 、 T E A P C B T 、

G T E C 、 T O E F L-i B T で 、 各 学 科 が 定 め る 基 準 ス コ ア （ 日

程 、 学 科 に よ り 異 な る ） を ク リ ア し て い れ ば 英 語 の 試 験 が

免 除 さ れ る[ 出 願 資 格 方 式 」 と 、 本 学 の 英 語 の 得 点 に 換 算

さ れ る 「 得 点 換 算 方 式 」 が あ リ ま す 。「 出 願 資 格 方 式 」 で は 、

従 来 の 3 教 科 型 と の 併 願 に よ リ 、 合 格 の 可 能 性 が さ ら に

高 ま り ま す 。

入 試 制 度

一 般 入 学 試 験
全 学 部 日 程

一 般 入 学 試 験
A 日 程

一 般 入 学 試 験
B 日 程

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
利 用 入 学 試 験

前 期

実 施 学 科

全 学 科

全 学 科

グ ロ ー バ ル 法 学 科 ・
国 際 キ ャ リ ア 学 科 を 除 く 全 学 科

社 会 福 祉 学 科 ・ 法 学 部 全 学 科

出 願 期 間

1 / 6 （ 土 ） ～
1 / 1 9 （ 金 ）

1 / 6 （ 土 ） ～
1 / 1 9 （ 金 ）

2 / 8 （ 木 ） ～
2 / 1 9 （ 月 ）

1 / 6 （ 土 ） ～
1 / 1 2 （ 金 ）

試 験 日

2 / 1 （ 木 ）

3 / 2 （ 土 ）

1 / 1 3 （ 土 ） ・ 1 4 （ 日 ） の
大 学 入 学 共 通 テ ス ト を 受 験

2 / 3 （ 土 ） ・ 2 / 4 （ 日 ）
2 / 6 （ 火 ） ・ 2 / 7 （ 水 ）

入 試 情 報
英 検 T E A P T E A P  C B T

G T E C T O E F L -i B T

出 願 資 格 方 式

得 点 換 算 方 式

対 象 と な る 外 部 検 定 試 験

各 学 科 が 定 め る 基 準 ス コ ア を
ク リ ア し て い れ ば 英 語 の 試 験
が 免 除 。

英 語 の 得 点 に 換 算 さ れ る 方 式 。

入 試 区 分

一 般 入 学 試 験
全 学 部 日 程

3 教 科 型

国 語 ※ 1 … 国 語 総 合 (  古 文 ・ 漢 文 を 除 く ) 、 現 代 文  B

数 学 … 数 学 Ⅰ ・ Ⅱ ・ A ・ B(  数 列 ・ ベ ク ト ル )

英 語 … コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ 、 英 語 表 現 Ⅰ ・ Ⅱ

国 語 ※ 1 … 国 語 総 合 （ 古 文 ・ 漢 文 を 除 く ） 、 現 代 文  B

数 学 … 数 学 Ⅰ ・ Ⅱ ・ A ・ B （ 数 列 ・ ベ ク ト ル ）

国 語 … 国 語 総 合 （ 古 文 ・ 漢 文 を 除 く ） 、 現 代 文  B

数 学 … 数 学 Ⅰ ・ Ⅱ ・ A ・ B （ 数 列 ・ ベ ク ト ル ）

英 語 … コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ 、 英 語 表 現 Ⅰ ・ Ⅱ

外 国 語 … 英 語 （ リ ス ニ ン グ を 含 む ）

数 学 … 数 学 Ⅰ ・ A  お よ び 数 学 Ⅱ ・ B  2 科 目 の 受 験 必 須

理 科 … 物 理 ・ 化 学 ・ 生 物 ・ 地 学 か ら 1 科 目 選 択 、 ま た は 物 理
基 礎 ・ 化 学 基 礎 ・ 生 物 基 礎 ・ 地 学 基 礎 か ら 2 科 目 選 択 （ 選 択
し た 2 科 目 を 1 科 目 と し て 扱 う ）

3 教 科 型

英 語 外 部 検 定 試 験 利 用 型
（ 出 願 資 格 方 式 ） ※ 2

3 教 科 型 ・
英 語 外 部 検 定 試 験 利 用 型

（ 得 点 換 算 方 式 ） ※ 2

一 般 入 学 試 験
A  日 程

大 学 入 学
共 通 テ ス ト

利 用 入 学 試 験
  前 期

一 般 入 学 試 験 （ 全 学 部 日 程 ・ A  日 程 ） 、 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 入 学 試 験 （ 前 期 ） は 、 す べ て  W e b  出 願

型 ・ 方 式 試 験 教 科 ・ 科 目 ・ 出 題 範 囲 試 験 日

2 / 1 （ 木 ）

2 / 6 （ 火 ）

1 / 1 3 （ 土 ） 、
1 / 1 4 （ 日 ）
大 学 入 学
共 通 テ ス ト

（ 個 別 試 験 は
課 さ な い ）

募 集
人 員

約 1 0

約 4

約 3 4

約 2 0

入 学 試 験 日 程 ・ 科 目

※

１

 全 学 部 日 程 で は 、 す べ て の 学 科 で 同 一 の 試 験 問 題 を 使

用 。 情 報 数 理 学 科 の み を 受 験 す る 場 合 、 古 文 の 問 題 は 解答 不 要 。

 情 報 数 理 学 科 と 他 学 科 を 併 願 す る 場 合 は 古 文 を

含 む す べ て の 問 題 に 解 答 す る こ と

※

２

  英 語 外 部 検 定 試 験 利 用 型 （ 出 願 資 格 方 式 ・ 得 点 換 算

方 式 ） を 実 施 予 定 。 詳 細 は 、 大 学 案 内 等 を 参 照 の こ と
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限 が 始 ま っ て 、  航 空 業 界は 大 打 撃 を 受 け た 。  そ の渦 中 は 、  減 便 対 応 を し なが ら も 飛 行 機 で の 移 動 を必 要 と す る お 客 さ ま の ご要 望 に も お 応 え す る と いう 一 筋 縄 で は い か な い 業務 だ っ た 。
一 方 で 、  そ れ は 現 場 と

の  「 つ な が り 」  を 実 感 す る時 間 だ っ た と 振 り 返 る 。「 フ ラ イ ト ア ナ リ ス ト と

し て 仕 事 を す る 中 で 、  初期 配 属 で 空 港 カ ウ ン タ ーで 一 緒 に 働 い て い た 仲 間の こ と を 思 い 出 し ま し た 。お 客 さ ま と 対 面 す る 空 港や コ ー ル セ ン タ ー の スタ ッ フ
 は 、  直 接 お 客 さ ま

か ら の ご 意 見 を い た だ くこ と も あ っ た と 思 い ま すし 、  大 変 だ っ た と 思 い ます 。  現 場 も 私 た ち の よ うな ア ナ リ ス ト も チ ー ム 一

り の 収 益 を 最 大 化 す る のが 仕 事 で す 。  シ ス テ ム も使 い な が ら 過 去 の デ ー タを 分 析 し て 、  運 賃 や 便 数を ど う コ ン ト ロ ー ル し たら 収 益 が 最 大 化 す る の かを 考 え ま す 」
入 社 し て か ら ず っ と

「 早 く 航 空 ビ ジ ネ ス に 携わ り た い 」  と 願 っ て い た抽 冬 さ ん に と っ て 、  ま さに  「 一 丁 目 一 番 地 」  の 部 署だ っ た 。
こ こ で 京 大 ア メ フ ト 部

で の 経 験 が 、  実 際 の 仕 事に 役 に 立 っ た そ う だ 。「 扱 う デ ー タ の 量 が ま るで 違 い ま す し 、  仕 事 は ま  った く 別 物 で す 。  で も 、  傾 向を 見 極 め る た め に 数 字 と睨 め っ こ す る 我 慢 強 さ は 、ア メ フ ト 部 で 培 わ れ た と思 い ま す 」
し か し 、  時 を 同 じ く し

て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス のパ ン デ ミ ッ ク が 起 こ り 、世 界 的 に 厳 し い 移 動 の 制

問 が 寄 せ ら れ る 。  そ れ らに 答 え ら れ る よ う に 業 務の 要 点 、  大 切 な こ と 、  気 づい た こ と な ど を ま と め た手 帳 は 、  細 か な 文 字 でい っ ぱ い に な っ た 。
二 年 後 、  国 内 路 線 事 業

部 ・ 地 方 路 線 グ ル ー プ に配 属 さ れ 、  フ ラ イ ト ア ナリ ス ト に 。  こ こ は 、  ど う いう 仕 事 を す る 部 署 な の だろ う ？「 飛 行 機 を で き る 限 り 満席 に 近 づ け て 、  一 機 あ た

て く れ て い る と 感 じ た んで す 。  一  緒 に 仕 事 を す る なら 、  こ う い う 人 た ち が いい な と 思 い ま し た 」
Ｊ Ａ Ｌ の 新 入 社 員 に は

多 様 な キ ャ リ ア パ ス が 用意 さ れ て い る 。  ２ ０ １ ８年 に 入 社 し た 抽 冬 さ ん はグ ル ー プ 会 社 に 出 向 し 、羽 田 空 港 で 空 港 サ ー ビ スを 提 供 す る 業 務 に 就 い た 。
そ の オ ペ レ ー シ ョ ン は

膨 大 な う え に 、  お 客 さ まか ら は 日 々 さ ま ざ ま な 質

丸 と な っ て 飛 行 機 を 飛 ばし て い る の だ と 改 め て 感じ ま し た ね 」
フ ラ イ ト ア ナ リ ス ト と

し て 二 年 間 の 勤 務 を 経 て 、現 在 は ソ リ ュ ー シ ョ ン 営業 本 部 ・ レ ベ ニ ュ ー マ ネジ メ ン ト 推 進 部 ・ 企 画 グル ー プ で 主 任 を 務 め る 。フ ラ イ ト ア ナ リ ス ト に は担 当 の 路 線 が あ り 、  そ の路 線 を ど う 収 益 最 大 化 する か が 問 わ れ る が 、  今 の部 署 で は 国 内 線 、  国 際 線の 全 体 を 見 な が ら 、  い かに 飛 行 機 に 乗 っ て も ら うか 、  策 を 講 じ る の が 仕 事だ 。
抽 冬 さ ん に よ る と 、  コ

ロ ナ 禍 が 落 ち 着 き 始 め 、グ ロ ー バ ル で は 空 の 移 動が 再 び 活 発 化 し て き て いる の に 対 し 、  国 内 は 外 国人 観 光 客 の 国 内 線 需 要 を喚 起 す る 必 要 が あ る と いう 。  そ こ で 例 え ば 、  国 内線 の 活 用 を 促 す た め に大 き な キ ャ ン ペ ー ン を企 画 し 、  Ｐ Ｒ の 戦 略 ま でを 考 え て い る そ う だ 。
Ｊ Ａ Ｌ は 日 本 の 航 空 会

社 な の で 、  日 本 在 住 者 がメ イ ン の 顧 客 で あ る の は変 わ ら な い 。  し か し 、  少 子
航 空 ビ ジ ネ ス の核 と な る 部 署  へ将 来 を 見 据 え て戦 略 を 練 る 日 々

11 オ フ ィ ス に は 、 打 ち 合 わ せ や 休 憩 の 際 に 利 用

で き る 開 放 的 な カ フ ェ ス ペ ー ス が 設 け ら れ 、 自 由 に

使  用  す る こ と が  で き る 。 33 44 京 都 大 学 ア メ リ カ ン

フ ッ ト ボ ー ル 部 に て 、 戦 略 を 練 る 「 ア ナ ラ イ ジ ン グ

ス タ ッ フ 」 を 4 年 間 務 め た 。「 プ レ ー ヤ ー で は な い 立

場 で 、 分 析 や 戦 略 を 練 る と い う 経 験 は 、 今 の 仕 事

に も 通 じ て 、 と て も い い 経 験 に な り ま し た 」（ 抽 冬 さ ん ）

抽 冬 さ ん の 出 勤 は リ ュ ッ ク ス タ イ ル 。 日 本 航 空 の 本 社 が あ る

の は 東 京 ・ 天 王 洲 。 羽 田 空 港 ま で は 、 モ ノ レ ー ル で 2 0 分 程

の  距  離  に あ る 。

3

4

2

【 航 空 時 刻 表 】 国 内 線 は 路 線 便 数 が 多 く 、 辞 書 的

に  使 っ て い ま す  。 書  店  で も 購  入  す る こ と が で き ま す  。

【 新 入 社 員 時 代 の メ モ 】 現 場 で の 業 務 を し て い た 時

に 、 ま と め て い た メ モ 帳 で す 。 現 場 運 用 な ど 参 考 に し

た  い と き な ど に  開  き ま す  。

中  学  生  の と き か  ら  同 じ メ ン  バ  ー  で  過  ご し  、

高 校 生 に な る と 人 間 関 係 に も 慣 れ て き た

頃 で す ね 。 多 才 で 、 さ ま ざ ま な 価 値 観 ・

夢 を 持 っ た 同 級 生 に 恵 ま れ 、 と き に は 失 敗

も し な が ら 、 楽 し い 学 校 生 活 を 送 っ て い る

と 思 い ま す  。

失 敗 す る こ と 、 不 安 に な る こ と も 多 か っ

た と 思 い ま す が 、 大 丈 夫 で す 。 あ な た は と

に か く 運 が 良 い で す (  笑 ) ！ 　 大 学 も 出 会

う 人 に も 良 い ご 縁 に 恵 ま れ て 、 素 敵 な 時 間

を 過 ご し て い ま す  。 失  敗 し て も 、 そ の 分 カ ッ

コ い い 大 人 に な れ ば 良 い の で す 。 前 を 向

い て 歩 い て く だ さ い 。

と に か く 目 の 前 の 部 活 ・ 学 校 生 活 （ と き

ど き 勉 強 ） を 楽 し む こ と 。 や り き っ た ・ 楽

し か っ た 思 い 出 が 、 未 来 の 自 分 の エ ネ ル

ギ ー に な り ま す 。 困 っ た と き に は 家 族 ・ 先

生 を 頼 っ て く だ さ い 。 恩 返 し は 大 人 の 私 に

任 せ て （ 笑 ） 。

大 人 の 私 も 「 今 」 を 精 一 杯 生 き る の で 、

あ な た は 人 生 で 一 度 し か な い 高 校 生 活 を

精 一 杯 生 き て く だ さ い 。

抽 冬  珠 侑

高 校 時 代 の 自 分 へ

手  紙  を  書  い  て も ら  い  ま し  た

Letter  to myself i n my hig hsc hool d ays
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1

航 空 時 刻 表 ＆航 空 時 刻 表 ＆

新 入 社 員 時 代 の メ モ新 入 社 員 時 代 の メ モ

高 齢 化 や 人 口 減 少 が 進 むな か 、  市 場 の 縮 小 は 避 けら れ な い 。  そ こ で 抽 冬 さん の 部 署 で は 、  未 来 を 見据 え て 手 を 打 ち 始 め て いる 。　 「 い か に 海 外 の 方 に 日本 に お 越 し い た だ き 、  国内 の 移 動 に 飛 行 機 を 使 って も ら う か に フ ォ ー カ スし て い き た い で す ね 。  離発 着 の 東 京 、  大 阪 で 終 わら ず 、  地 方 を 巡 る 際 に ＪＡ Ｌ を 利 用 し て い た だ くこ と が 、  今 後 の 鍵 を 握 ると 考 え て い ま す 」　
現 状 、  外 国 人 は 都 市 部

の 空 港 を 利 用 し た 旅 行 者が 大 半 を 占 め て い る も のの 、  最 近 は 少 し ず つ 東 北や 九 州 な ど 、  日 本 全 国 に向 か う 人 が 増 え て い る そう 。  こ れ は 抽 冬 さ ん の 部署 で も 意 外 な ポ イ ン ト で 、そ れ だ け に ま だ ま だ 地 方へ 飛 ぶ 便 の ポ テ ン シ ャ ルが あ る と 言 え る 。　
や り が い を 感 じ る の は 、

「 社 外 の 人 と の 会 話 で 、  たく さ ん の 人 の 移 動 を 支 える 大 き な 仕 事 に 携 わ っ てる な と 感 じ る と き 」  と 語る 、  抽 冬 さ ん 。  今 日 も 数 字と デ ー タ を 眺 め な が ら 、現 場 と 青 い 空 に 想 い を 馳せ て い る 。



　 　 　 　 　

取 次 店 を 経 由 す る 書 籍 や 雑 誌 の 流 通 の 仕 組 み
『 ぴ あ 』 創 刊 当 初 は 、 取 次 を 通 さ ず に 書 店 に 直 接 運 搬 し て い た2

資 料

矢
や

内
な い

 廣
ひ ろ し

 先 生

不 可 能 を 可 能 に 変 え た
強 い 思 い と 人 の 助 け

い ず れ も  「 こ れ ぐ ら い なら で き そ う 」  レ ベ ル の 発想 で し か な い 。  こ の 先 の人 生 を 賭 け る の だ か ら 、今 ま で な か っ た も の 、  こん な も の が 欲 し か っ た んだ と 人 か ら 喜 ば れ る も のを 創 り 出 し た い と 考 え まし た 。　
そ こ で ひ ら め い た の が

映 画 で す 。  実 は 私 は 映 画研 究 会 に 入 る ほ ど の 映 画好 き で し た 。  と こ ろ が 当時 は 自 分 の 観 た い 映 画 を 、い つ ・ ど こ で や っ て い る

　
大 学 ４ 年 生 の と き の 話

で す 。  ち ょ う ど そ の こ ろ 、テ レ ビ 局 で 一 緒 に ア ル バイ ト を し て い た 友 だ ち と「 そ ろ そ ろ 就 職 を 考 え ない と な 」  な ど と よ く 話 して い ま し た 。  そ う は 言 いな が ら も 大 学 を 卒 業 し 就職 し て 企 業 で 働 く と い うの が 、  な ん か し ゃ く だ った の で す 。　
今 な ら 就 職 し て か ら で

も 、  か な り 自 由 に 人 生 を変 え ら れ ま す 。  け れ ど も
5 0年 前 の 就 職 と は 、  一 度

決 め ら れ た レ ー ル に 乗 せら れ る と 、  一 生 そ の レ ール の 上 を 走 り 続 け な け れば な ら な い イ メ ー ジ で した 。  そ れ は 嫌 だ な 、  じ ゃ あど う し よ う か と 話 し て いる う ち に 、  自 分 た ち で 仕事 を つ く っ て し ま お う 、そ う す れ ば サ ラ リ ー マ ンに な ら な く て い い じ ゃ ない か と 思 い つ い た の で す 。　
で は 、  何 を や る の か 。  最

初 は 店 舗 を 伴 う 、  自 分 たち の 身 近 な 販 売 の お 店 の案 が 出 て き ま し た 。  た だ

ー 講  演  タ  イ ト  ル  ー 「 動 か な い 岩 を 動 か す 。 」 ～ 「 人 と の 出 会 い 」 と 「 発 明 」 で 綴 ら れ た ぴ あ 5 0 年 史 ～

　 ト ッ プ リ ー  ダ ー と  学  ぶ  ワ  ー ク シ ョ ッ プ  　　 ト ッ プ リ ー  ダ ー と  学  ぶ  ワ  ー ク シ ョ ッ プ  　L e ar n wit h a T o p L e a d er 2 0 2 3. 0 7. 2 3 ＠ ナ ガ セ 西 新 宿 ビ ル

　 研 究 や ビ ジ ネ ス の 最 前 線 を 走 る “  現 代 の 偉 人 ” を 講 師 に 迎 え る 「 ト ッ プ リ ー ダ ー と 学 ぶ

ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 。 今 回 は 学 生 時 代 に 情 報 誌 『 ぴ あ 』 を 創 刊 し て 起 業 し 、 後 に 上 場 企 業 に

ま で 育 て 上 げ た 矢 内 廣 先 生 を お 招 き し て 「 動 か な い 岩 を 動 か す 。 」 を テ ー マ に 、 事 業 展

開 を 支 え た 思 い と 出 会 い に つ い て 講 演 い た だ い た 。

ぴ あ 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長ー

　 　 　 　 1 9 5 0 年 福 島 県 い わ き 市 生 ま れ 。 1 9 7 2 年 、 中 央 大 学 在 学 中 に 情 報 誌 『 ぴ あ 』 を 創 刊 。 1 9 7 4 年 、 ぴ あ 株 式 会

社 を 設 立 し 社 長 に 就 任 。 1 9 8 4 年 、 日 本 初 の コ ン ピ ュ ー タ ー オ ン ラ イ ン チ ケ ッ ト サ ー ビ ス 「 チ ケ ッ ト ぴ あ 」 を ス タ ー ト 。

2 0 0 2 年 東 証 二 部 、 2 0 0 3 年 東 証 一 部 に 上 場 （ 現 在 は プ ラ イ ム 市 場 ） 。『 ぴ あ 』 休 刊 後 の 2 0 1 8 年 、「 ア プ リ 版 ぴ あ 」 を

リ リ ー ス 。 2 0 2 0 年 に は 横 浜 ・ み な と み ら い に 約 1 万 人 収 容 の 「 ぴ あ ア リ ー ナ M M 」 を オ ー プ ン 。（ 一 社 ） P F F 理 事 長 。

Pr o fil e

必 要 な  の  に な  い

そ れ な ら 創 り 出 せ ば  い  い
必 死  の 思  い  が  つ な  い  で く れ た

人  の 縁 に 救 わ れ る

　
雑 誌 を 創 る に は 印 刷 代

が 必 要 で す 。  創 刊 号 は １万 部 と 決 め て い た の で 、
３ 0万 円 ぐ ら い か か る 。  学

生 に と っ て は 大 金 で す 。　
そ こ へ た ま た ま 父 親 が 、

実 家 か ら 私 を 訪 ね て き まし た 。  卒 業 旅 行 ぐ ら い 海外 に 行 か せ て や ろ う と 、お 金 を 工 面 し て き た と いう の で す 。  そ の 金 額 がち ょ う ど

３ 0万 、  父 親 を 説

得 し て 印 刷 費 は 工 面 で きま し た 。　
次 の 課 題 は 配 本 で す  。  雑

誌 や 書 籍 は 基 本 的 に 取 次と 呼 ば れ る 、  出 版 業 界 の問 屋 を 経 由 し て 各 書 店 に運 ば れ ま す  （ 資 料 ２ ）  。  だか ら 取 次 店 に 頼 み に 行 きま し た が  「 定 期 刊 行 の 保証 も な い 学 生 の 雑 誌 な ど扱 え な い 」  と 、  相 手 に も して も ら え ま せ ん 。　
途 方 に 暮 れ て い た と き 、

た ま た ま 紀 伊 國 屋 書 店 の社 長 の イ ン タ ビ ュ ー 記 事を 専 門 紙 で 見 か け ま し た 。

そ こ に は  「 書 店 の 利 益 をも っ と 増 や さ な い と 、  日本 の 出 版 文 化 が 廃 れ て しま う 」  と 書 か れ て い た 。  この 話 に ピ ン と き て 、  そ の記 事 に 出 て い た 社 長 、  田辺 茂 一 さ ん に す ぐ に 連 絡を し ま し た 。　
ほ と ん ど 突 撃 状 態 で 田

辺 社 長 と お 会 い で き て 、思 い を 伝 え ま し た 。  取 次を 通 さ ず に 情 報 誌 を 書 店に 置 い て も ら っ た ら 、  取次 の 手 数 料 が い ら な く なる か ら 、  書 店 の 利 益 が 増え る じ ゃ な い で す か と 。す る と 日 本 キ リ ス ト 教 書販 売 の 中 村 専 務 を 紹 介 し

　
次 の 転 機 は  『 チ ケ ッ ト

ぴ あ 』  で す 。  こ れ は イ ギ リス で 始 ま っ た  「 プ レ ス テル 」  、  電 話 回 線 を 使 っ て 家庭 の テ レ ビ で 情 報 を 見 たり プ リ ン ト ア ウ ト で き たり す る サ ー ビ ス を 知 ら せる ニ ュ ー ス を 見 た の がキ ッ カ ケ で す 。  こ ん な 技術 が 日 本 で も 普 及 す れ ば情 報 誌  『 ぴ あ 』  は い ら な くな る 、  と 危 機 感 を 募 ら せる 一 方 で 、  こ の シ ス テ ムを 活 用 す れ ば チ ケ ッ ト の入 手 問 題 を 一 挙 に 解 決 でき る と も ひ ら め い た の です 。  な に し ろ そ の 頃 チケ ッ ト を 手 に 入 れ よ う と思 え ば 、  都 内 に

１ 0カ 所 ぐ

ら い あ る プ レ イ ガ イ ド へ買 い に 行 く し か 手 が あ りま せ ん で し た 。  と こ ろ が

行 っ た 先 に 望 む チ ケ ッ トが な い と 、  そ こ で 諦 め るし か な い 。  実 際 に は ほ かの プ レ イ ガ イ ド に は あ るか も し れ な い の に 、  在 庫状 況 が わ か ら な い か ら 、み ん な 困 っ て い た の で す 。　
チ ケ ッ ト の 情 報 を リ ア

ル タ イ ム で 提 供 ・ 管 理 でき て 、  注 文 も 受 け ら れ るよ う に す れ ば 、  格 段 に 便利 に な り ま す 。  プ レ ス テル と 同 じ よ う な シ ス テ ムを 郵 政 省 （ 現 ・ 総 務 省 ）と 電 電 公 社 （ 現  ・  Ｎ Ｔ Ｔ ）が 、  共 同 で  「 キ ャ プ テ ン シス テ ム 」  と 名 づ け て 実 証実 験 を 始 め る と 知 り 、  すぐ に 参 加 を 申 し 出 ま し た 。こ れ が 電 話 予 約 で チ ケ ット を 買 え る  『 チ ケ ッ ト ぴあ 』  の 始 ま り で す （ 資 料

の か が わ か ら な い 。  上 映情 報 を 一 覧 で 紹 介 し て いる メ デ ィ ア が な か っ た ので す 。  そ れ な ら 自 分 た ちで 映 画 情 報 を ひ と ま と めに し た 情 報 誌 を 創 っ て しま お う と 思 い つ い た 。　
こ れ が  『 ぴ あ 』  の 原 点 で

す 。  映 画 だ け で な く 都 内の 演 劇 ・ 音 楽 ・ 美 術 な ど「 い つ ・ ど こ で ・ 誰 が ・ 何を や る 」  と い う 情 報 だ けが 載 っ て い る 。  主 観 的 な評 論 な ど は 一 切 な し 、  情報 提 供 に 徹 し た そ れ ま でな か っ た 雑 誌 、  だ か らネ ー ミ ン グ も 敢 え て 意 味の な い 言 葉 を 選 び  『 ぴ あ 』と 決 め ま し た （ 資 料 １ ）  。

1
資 料

1 9 7 2 年 『 ぴ あ 』 創 刊 号 （ 左 ）と 2 0 1 1 年 『 ぴ あ 』 最 終 号 （ 右 ） 。

人  の 縁 が 広 が  っ  て
で き た 応 援 団

て く だ さ っ た 。  そ こ で  「  『 ぴあ 』  の よ う な 情 報 誌 を 求め て い る 人 は た く さ ん いる は ず で 、  き っ と 書 店 のメ リ ッ ト に も な り ま す 」と 訴 え る と  「 と に か く 置い て も ら い た い 書 店 の リス ト を 持 っ て き な さ い 」  と言 っ て も ら え た の で す 。　
す ぐ に み ん な で 手 分 け

を し て リ ス ト を 作 り 、  中村 専 務 に 届 け ま し た 。  次に 専 務 を 訪 ね た 日 、  そ れは 私 に と っ て 一 生 忘 れ るこ と の で き な い 日 と な りま し た 。  専 務 の 机 の 上 には 封 筒 が ど さ っ と 積 ま れて い ま し た 。  な か に は  「 矢内 廣 く ん を 紹 介 し ま す 、取 次 店 に 断 ら れ た ぴ あ を書 店 に 置 き た い と 言 っ てる の で 、  協 力 し て あ げ てほ し い 」  と 、  専 務 の 実 印 を押 し た 紹 介 状 が 入 っ て いて 、  封 筒 に は 各 書 店 の 社長 名 が き ち ん と 記 さ れ てい ま す 。  そ れ を 見 た 瞬 間 、膝 が ガ ク ガ ク 震 え 出 し てし ば ら く 止 ま り ま せ ん でし た 。　
紹 介 状 の 威 力 は 抜 群 で 、

す ぐ に

８ ９軒 の 書 店 が 扱 っ

て く れ ま し た 。  そ れ か らの ４ 年 間 で 扱 い 店 は １ 万６ ０ ０ ０ 店 に ま で 増 え てい き 、  そ の 頃 に は 発 行 部数 も

１ 0万 部 を 超 え ま し た 。

こ う し た 状 況 を 知 っ た 取次 店 か ら  「 う ち を 通 し ませ ん か 」  と 連 絡 が 入 り 、  それ 以 降 は 取 次 店 経 由 とな っ た の で す 。
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令 和  6  年 度 　 入 学 者 選 抜

1 2 / 1 6 （ 土 ）【 一 次 】 学 力 検 査 　 1 2 / 2 3 （ 土 ）【 二 次 】 オ ン ラ イ ン 面 接

出 願 期 間 ： 1 1 / 2 4 ～ 1 2 / 7 　 合 格 発 表 ： 【 一 次 】 1 2 / 1 9 【 二 次 】 1 2 / 2 5

● 薬 剤 師 8 9. 7 %（ 合 格 者  6 1  名 /  受 験 者  6 8  名 ） 　 ● 管 理 栄 養 士 9 7. 5 %（ 合 格 者  7 9  名 /  受 験 者  8 1  名 ） ● 看 護 師 1 0 0 %（ 合 格 者 1 0 9  名 ） 

● 社 会 福 祉 士 9 5. 5 %（ 合 格 者  6 4  名 /  受 験 者  6 7  名 ） 　 ● 理 学 療 法 士  9 5. 6 %（ 合 格 者  4 3  名 /  受 験 者  4 5  名 ） な ど 　 （ 2 0 2 3  年  3  月 卒 業 生 実 績 ）

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 選 抜

前 期 出 願 1 2 / 2 2  ～  1 / 2 1 　 合 格 発 表 2 / 1 5 　 中 期 出 願 1 / 2 9  ～  2 / 1 2 　 合 格 発 表 2 / 2 2

後 期 出 願   2 / 2 8  ～  3 /  9 　 合 格 発 表 3 / 1 8 　 ● 検 定 料 １ 万 円 で 、 最 大 ８ 学 科 併 願 可 能 ！ 　

就 職 者 数 : 6 1 5 名 （ 就 職 希 望 者 数 6 1 8  名 ） 　 　 就 職 率 9 9. 5 % （ 2 0 2 3  年  3  月 卒 業 者 ）

少 人 数 制 に よ る き め 細 か な 指 導 に よ り 、 毎 年 高 い 就 職 率 と 国 家 資 格 取 得 率 を 実 現 !

出 願 期 間 　 1 2 / 2 2（ 金 ） ～ 1 / 2 1（ 日 ） 　 合 格 発 表 　 2 / 8（ 木 ）

１ ／ ３ １ （ 水 ） ・ ２ ／ １ （ 木 ） 試 験 日 自 由 選 択 両 日 受 験 可 能

健 大 ス カ ラ シ ッ プ 選 抜 S S  特 待 生 選 出

一 般 選 抜 ( A  日 程 ) 特 待 生 選 出

農 学 部

生 命 科 学 コ ー ス

作 物 園 芸 シ ス テ ム コ ー ス

フ ー ド サ イ エ ン ス コ ー ス

ア グ リ ビ ジ ネ ス コ ー ス

生 物 生 産 学 科

人 間 発 達 学 部

保 育 ・ 教 育 コ ー ス

教 員 養 成 コ ー ス

子 ど も 教 育 学 科

〒 3 7 0- 0 0 3 3 　 群 馬 県 高 崎 市 中 大 類 町  3 7- 1  T E L. 0 2 7- 3 5 2- 1 2 9 0 【 入 試 広 報 セ ン タ ー 】

保 健 医 療 学 部

看 護 学 科

理 学 療 法 学 科

薬 学 部

薬 学 科

健 康 福 祉 学 部

社 会 福 祉 コ ー ス

介 護 福 祉 コ ー ス

社 会 福 祉 学 科
医 療 コ ー ス

情 報 シ ス テ ム コ ー ス

医 療 情 報 学 科 健 康 栄 養 学 科

W E B  一 般 選 抜 対 策 講 座 開 催
（ 英 語 ・ 数 学 ・ 現 代 文 ・ 化 学 ・ 生 物 ）

申 込 は こ ち ら ▶1 2 / 1 0（ 日 ）

全 国 ト ッ プ レ ベ ル の 教 育 力 、 健 康 と 福 祉 の 総 合 大 学

東 京 （ 八 重 洲 ） / 仙 台 / 水 戸 / 宇 都 宮

さ い た ま /  新 潟 /  長 野 /  松 本

本 学 の ほ か  8  会 場 に て 受 験 可 能 !

● 女 子 寮 ア リ

特 待 生 制 度 が

さ ら に 充 実 ！

＜ 卒 業 ま で の 授 業 料 最 大 全 額 免 除 ＞ 　 ー 特 待 生 と し て  8 4  名 選 出 ！ ー

S S  特 待 生 ( 1 0 0 %  免 除 ) ・ S  特 待 生 ( 5 0 %  免 除 ) ・ A  特 待 生 ( 2 5 %  免 除 )

  

　 　 　 　 　

　 ま ず 共 通 の 目 標 、 み ん な が 「 そ っ ち へ 向 か

い た い 」 と 納 得 で き る 目 標 を は っ き り さ せ る

こ と で す 。 そ の 目 標 を 達 成 す る た め の 方 法 論

を 考 え る 、 と い っ て も リ ー ダ ー が す べ て ゼ ロ

か ら 考 え る 必 要 は あ り ま せ ん 。 自 分 に は な い

考 え 方 や 違 う 意 見 を 持 つ メ ン バ ー の 話 を 聞

い て 、 み ん な で 共 有 し て ま と め て い く 。 そ れ

を で き る の が リ ー ダ ー で す 。 た だ し 、 誰 も が

リ ー ダ ー に 向 い て い る わ け で は な い し 、 リ ー

ダ ー が い ち ば ん 偉 い と い う 訳 で は あ り ま せ ん 。

多  く の  人  を  ま と  め  る リ ー  ダ  ー  に  は
ど う す れ ば な れ る ？

1

　 一 番 大 切 な の は 好 奇 心 だ と 思 い ま

す 。 新 し い 何 か を 生 み 出 す 源 は 好 奇

心  で  あ  り  、 こ  れ  は 「  お  も  し  ろ  が  る  」 と

い う こ と で す 。 お も し ろ い と 思 う か

ら  、 ど  う  な  っ  て  る  ん  だ  ろ  う  と  考  え  、 さ

ら に こ う し た ら も っ と お も し ろ く な る

と 発 想 を 広 げ て い く 。 こ れ が 新 し い

サ ー ビ ス や ア イ デ ア を 作 る 源 泉 だ と

思 い ま す 。

新 し い ア イ デ ア や  サ ー ビ ス を
生  み  出  す  と き に  何  が  大  切 ？

2

　 と て も 単 純 な こ と で 「 嘘 を つ か な

い 」 こ と で す 。 人 と の や り 取 り や 会

話 で も 、 あ い ま い な 話 を し た り 、 嘘

は 絶 対 に つ か な い 。 わ か ら な い と き

に は 「 わ か ら な い 」 と は っ き り 伝 え

る 。 こ の 基 本 に 加 え て 、 も う 一 つ 大

切 な の が 、 感 謝 の 気 持 ち を 忘 れ な い

こ と だ と 思 い ま す 。

人  と  関  わ  る う え  で  一  番
大  切  に し  て  い  る こ と は  何 ？

3

あ な た が 住 む 都 道 府 県 、あ る い は

市 区 町 村 を あ な た が 考 え る 、

も っ と  住  み  や  す  い  街  に  す  る た  め  、

ど ん  な  仕  掛  け  を し た ら よ い  の  か  を

考  え  て  み  て く だ  さ  い

▼   ワ  ー  ク シ ョ ッ プ  テ  ー  マ

矢 内 先 生 の お 話 を も と に 、 与 え ら れ た テ ー マ に 沿 っ て 、

メ ン  バ ー と 共  に 考 え  、 話 し 合  い  、 発  表 し よ う ！

起  業  に  関  す  る ヒ ン ト
起  業  に  関  す  る ヒ ン ト矢  内  先  生  に  聞 く矢  内  先  生  に  聞 く 　　

　
情 報 誌  『 ぴ あ 』  か ら  『 チ

ケ ッ ト ぴ あ 』  へ と 事 業 を展 開 し て ２ ０ ０ ３ 年 に は東 証 一 部 上 場 （ 現 ・ プ ライ ム 市 場 ）  、  さ ら に ２ ０ ２０ 年 に は  『 ぴ あ ア リ ー ナ

 

Ｍ Ｍ 』  を オ ー プ ン さ せ るな ど ビ ジ ネ ス は 順 調 に 成長 し て い き ま し た 。  そ の一 方 で 実 は 、  お 金 に な らな い 事 業 に も 真 剣 に 取 り組 ん で い ま し た 。　
そ の 一 例 が  『 ぴ あ フ ィ

ル ム フ ェ ス テ ィ バ ル （ ＰＦ Ｆ ）  』  で す 。  映 画 監 督 を目 指 す 若 者 を 応 援 す る ため 、  毎 年 作 品 を 募 集 し てコ ン ペ テ ィ シ ョ ン を 実 施

し て い ま す 。  さ ら に 、  入 選作 の 監 督 の 中 か ら 一 人 を選 び 、  新 作 の 制 作 資 金 ３０ ０ ０ 万 円 を 提 供 し ま す 。こ の ス カ ラ シ ッ プ に よ りこ れ ま で

２ 7本 の 作 品 が つ

く ら れ 、  Ｐ Ｆ Ｆ 出 身 の 映画 監 督 は １ ８ ０ 人 を 超 えま し た 。　
も う 一 つ は  『 チ ー ム ス

マ イ ル 』  、  東 日 本 大 震 災 で被 災 し た 人 た ち を エ ンタ ー テ イ メ ン ト で 励 ま し 、心 の 復 興 を サ ポ ー ト す る活 動 で す 。  笑 顔 を 失 い がち な 被 災 地 の い わ き 、  釜石 、  仙 台 に  『 Ｐ Ｉ Ｔ （ Ｐ ｏｗ ｅ ｒ

　
Ｉ ｎ ｔ ｏ

　
Ｔ ｏ

３ ）  。　
参 加 す る に は 莫 大 な コ

ン ピ ュ ー タ ー 投 資 が 必 要で す が 、  そ ん な 資 金 は あり ま せ ん 。  け れ ど も あ きら め ず に 電 電 公 社 の 当 時の ト ッ プ 真 藤 恒 総 裁 に 直談 判 し て 、  最 初 の シ ス テム 投 資 な し 、  月 々 の 利 用料 だ け で 使 わ せ て ほ し いと 頼 み こ み ま し た 。　
総 裁 は  「 お も し ろ い こ

優 勝 チ ー ム 1 の 提 案 は 、 意 外 に も 地 元 の 人 が 地 元 に つ

い て 知 ら な い と い う 、 そ の 着 眼 点 が お も し ろ い と 思 い ま

し た 。 優 勝 チ ー ム 2 は 、 駅 の 出 口 が わ か ら な い か ら 、 適

切 な ガ イ ド が ほ し い と い う の は 、 切 実 な 悩 み で あ り 、 そ

の 解 消 に つ な が る ア プ リ だ と 思 い ま す 。

矢 内 先 生 か ら の コ  メ ン ト

電  話  予  約  で  チ  ケ  ッ ト  を  買  え  る
『 チ ケ ッ ト ぴ あ 』の コ ー ル セ ン タ ー 。
1 9 9 4 年 の 様 子 。

3
資 料

講  義  の  あ  と  は  ワ  ー ク シ ョ ッ プ  を  実  施

グ ル ー プ に 分 か れ て 、 自 分 の 考 え を 予 備 シ ー ト に 記 入 し

て か ら デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 開 始 。 そ れ ぞ れ が チ ー ム 内 で の

役 割 分 担 を 担 い な が ら 、 全 員 が 課 題 に 対 す る チ ー ム の 方

針 を 明 確 に し て 予 選 会 に 挑 む 。

リ ハ ー サ ル を 済 ま せ て い ざ 予

選  会  ・  決  勝  戦  。 原  稿  を  作  成  し  、

チ ー ム の 意 見 を 伝 え る た め 、 口

調  や  ス  ピ  ー  ド  、 声  の  大  き  さ  に  も

気 を 配 る 。 ワ ー ク シ ー ト の 描 き

方 も 工 夫 が 必 要 だ 。

  優 勝 チ ー ム 1   「 満 員 電 車 か ら 街 へ ぷ ワ ぁ →  」 と い う ア プ リ を 考

え ま し た 。 こ れ は 地 元 の 地 元 に よ る 地 元 の た め の ア プ リ で す 。

自 分 の 知 っ て い る 街 の ち ょ っ と し た 情 報 を 、 誰 も が 自 由 に 提 供

で き る よ う に し ま す 。 こ れ に 万 歩 計 の 機 能 を つ け て 健 康 増 進 を

図 っ た り 、 地 域 で 使 え る ク ー ポ ン な ど も 発 行 し た り し て 街 の 活

性 化 に も つ な げ ま す 。

   優 勝 チ ー ム ２ 　 複 雑 な 駅 の 出 口 が 簡 単 に わ か る ア プ リ が い い

と 思 い ま し た 。 地 下 ホ ー ム だ と  G P S  が 届 か な く て 検 索 の マ ッ

プ も 使 え ま せ ん 。 そ こ で 乗 っ て き た 鉄 道 と 行 き た い 場 所 を 入 力

す れ ば 、 駅 内 の 経 路 と 出 口 を わ か り や す く 案 内 し て く れ る シ ス

テ ム で す 。

11
デ  ィ ス  カ ッ シ ョ ン

予  選  会 ・ 決  勝  戦22

優 勝 チ ー ム の 発 表 ・ 表 彰

ワ ー ク シ ョ ッ プリ ア  ル

ｈ ｏ ｋ ｕ ）  』  と 名 付 け たホ ー ル を つ く り 、  エ ン タメ イ ベ ン ト で み ん な に 喜ん で も ら う 。  活 動 を 継 続す る た め に 必 要 な 資 金 は 、東 京 に  『 豊 洲 Ｐ Ｉ Ｔ 』  と いう ホ ー ル を つ く り 、  そ の収 益 と 寄 付 金 で ま か な いま し た 。　
そ ん な  『 チ ー ム ス マ イ

ル 』  の 活 動 を 強 力 に 支 援し て く れ た の が 、  １ ９ ９０ 年 代 に 数 多 く の ヒ ッ ト曲 を 生 み 出 し 、  ガ ー ル ズバ ン ド を 代 表 す る  『 プ リン セ ス

  プ リ ン セ ス 』  で す 。

彼 女 た ち も 震 災 の 復 興 支援 の た め に バ ン ド を 再 結成 し 、  コ ン サ ー ト を 開 催し て 募 金 活 動 に 取 り 組 んで い ま し た 。  チ ケ ッ ト の売 上 金 を 自 分 た ち は 一 切

と を 言 う 人 だ ね 」  と 話 を聞 い て く れ て 、  し ば ら くし て Ｏ Ｋ が 出 た 。  そ の 後 、取 引 銀 行 の 支 援 で 興 銀 の産 業 調 査 部 を 紹 介 し て もら い 、  『 チ ケ ッ ト ぴ あ 』  の ビジ ネ ス と し て の 可 能 性 を調 べ て も ら う と  「 有 望 」  と判 断 さ れ ま し た 。  こ れ で  一気 に 風 向 き が 変 わ  っ  た 。　
そ の 頃 知 り 合 っ た 通 産

省 （ 現 ・ 経 済 産 業 省 ） の

経 済 性  の 土 台 を 固 め  て

理 想 を 追 求 す る

次 官 が  「 チ ケ ッ ト ぴ あ の事 業 を 始 め る な ら 、  応 援団 が 必 要 だ ね 」  と い っ て 、日 本 を 代 表 す る 企 業 のト ッ プ を 紹 介 し て く れ まし た 。  そ れ ま で み ん な が不 便 に 感 じ て い た チ ケ ット 入 手 を 画 期 的 に 変 え る『 チ ケ ッ ト ぴ あ 』  、  み な さん が そ の 意 義 を 理 解 し てく だ さ り 相 談 役 と し て 参加 し て く れ ま し た 。

　 　

受 け 取 ら ず 、  自 治 体 に 寄付 す る ほ か  『 Ｐ Ｉ Ｔ 』  に ３億 １ 千 万 円 も 寄 付 し て くれ た の で す 。  こ の 支 援 を受 け て 仙 台 Ｐ Ｉ Ｔ が 完 成し 、  そ の オ ー プ ニ ン グ 公演 で は プ リ ン セ ス

  プ リ

ン セ ス の コ ン サ ー ト を ３日 間 連 続 で 開 催 し ま し た 。　
な ぜ 、  お 金 に な ら な い

活 動 ま で や る の か 。  私 たち は  「 経 済 性 」  と  「 趣 旨 性 」を 両 輪 と し て 前 に 進 む とい う 経 営 理 念 を 定 め て いる か ら で す 。  単 に 事 業 を展 開 し 規 模 を 大 き く し て 、お 金 を 稼 ぐ だ け で な く「 そ れ で 何 を し た い の か 」を い つ も 考 え て い ま す 。　
ス タ ー ト は  「 あ っ た ら

い い の に な 」  と 映 画 好 きな ら 誰 も が 望 ん で い た 情報 誌 で し た 。  続 い て  「 も っ

と 便 利 に な ら な い の か 」と 不 満 を 感 じ て い た チケ ッ ト の 入 手 法 を 劇 的 に改 善 し ま し た 。　
ま ず 自 分 が 何 を し た い

の か を 突 き 詰 め る 。  誰 かの 役 に 立 つ こ と 、  つ ま り何 か の 発 明 で そ れ を 実 現す る た め 無 我 夢 中 で 動 いて い れ ば 、  き っ と 応 援 して く れ る 人 が 出 て く る 。最 初 は 目 の 前 に 巨 大 な 岩が 立 ち は だ か っ て い る でし ょ う 。  で も 、  そ ん な 岩 でも 、  み ん な が 後 押 し し てく れ れ ば 、  き っ と 動 か せる も の で す 。　
だ か ら 皆 さ ん も ぜ ひ

「 自 分 が 何 を し た い の か 、そ れ は 誰 の 役 に 立 つ のか 」  を 考 え な が ら 、  学 生 生活 を 送 っ て ほ し い な と 思い ま す 。

33
優 勝 チ ー ム の 発 表 。 矢 内 先 生 よ り 甲 乙 つ け が た い と い う こ と で 、
2 チ ー ム を 優 勝 に 選 ん で い た だ い た 。

0 9 T O S HI N TI M E S 2 0 2 3



全 教 科 で

最 大 2 9  年 分 の 問 題 が
閲 覧 可 能 ！

憧 れ の 大 学 で は ど ん な 問 題 が 出 た ！ ？

東 進 生 は も ち ろ ん

1 9 0

近 く に 東 進 の 校 舎 が 無 い 高 校 生 が 対 象 で す 。

今 す ぐ 資 料 請 求 ➡

自  宅  の  パ ソ コ ン で

難 関 大 現 役 合 格

w w w. t o s hi n- z ai t a k u. c o m
2 0 2 3 年 度 生 入 学 受 付 中 ！

自 宅 で 自 分 の ペ ー ス で 一 気 に 受 講 で き ま し た ！自 宅 で 自 分 の ペ ー ス で 一 気 に 受 講 で き ま し た ！

　 自 分 の ペ ー ス で 受 講 を 一 気 に 進 め ら れ る I T 授 業 が 良 か っ た の で 入 学 し ま し た 。 今 井

先 生 の 英 語 で は 、 音 読 の 重 要 性 を 教 え て も ら い 、 苦 手 を 克 服 で き ま し た 。 専 用 の ノ ー ト

を 科 目 ご と に 作 り 、 解 説 を 書 き 込 み ま し た 。 月 １ 回 の コ ー チ ン グ タ イ ム で は 年 齢 の 近 い

担 任 助 手 の 先 生 と 話 が で き ま す 。 自 分 が 大 学 生 に な る イ メ ー ジ を 持 つ こ と が で き 、 モ チ

ベ ー シ ョ ン に つ な が り ま し た 。

【 梅 垣 さ ん の 合 格 体 験 記 よ り 抜 粋 】

立 命 館 大 学 生 命 科 学 部 現 役 合 格

梅 垣 結 衣 奈 さ ん
（ 兵 庫 県 立 柏 原 高 校 卒 ）
■ 高  2  生 ８ 月 入 学
■ 主 な 受 講 講 座
　 今 井 宏 の 英 語  B  組 ・ 実 力 ア ッ プ 教 室
　 今 井 宏 の 英 語  C  組 ・ 基 礎 力 完 成 教 室
　 受 験 数 学 Ⅲ （ 応 用 ） 　 受 験 数 学 Ⅰ ・ A  ／ Ⅱ ・ B （ 難 関 ）
　 難 関 化 学  P A R T １ ／  P A R T ２
　 過 去 問 演 習 講 座 　 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 対 策 

秋 か ら は じ め る 在 宅 受 講 コ ー ス  自 宅 で 第 一 志 望 校 を 本 気 で 目 指 す ！秋 か ら は じ め る 在 宅 受 講 コ ー ス  自 宅 で 第 一 志 望 校 を 本 気 で 目 指 す ！
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新 刊新 刊

漢 字 の 専 門 家 に よ る 監 修22
特 長特 長

あ の 「 漢 検 」（ 公 益 財 団 法 人 　 日 本 漢 字 能 力 検

定 協 会 ） の 研 究 所 所 長 が 監 修 を 担 当 。 各 問

題 文 は 、 入 試 で そ の 漢 字（ 語 ） が 使 わ れ や す い

文  脈 や 用 法 を 考  慮 し て 作 成 ・ 編  集 し ま し た  。

語 彙 力 も 伸 び る

漢 字 問 題 集33
特 長特 長

す べ て の 漢 字 に 「 意 味 」 を 掲 載 。 類 義 語 ・

対 義 語 を 併 記 し 、 現 代 文 の 重 要 語 に は ＊

マ ー ク を つ け て 明 示 。 漢 字 を 学 ぶ と 同 時 に

語 彙 力 も 身 に つ き ま す 。

入  試  に 「  出  る  」 漢  字  を

徹 底 分 析11
特 長特 長

共  通  テ ス ト （ ＋ セ ン タ ー 試  験  ） × 2 5  年  分  、

主 要 2 3 大 学 1 5 1 学 部 × 1 0 年 分 の 入 試 問 題 を

分 析 し 、 入 試 に 必 須 の 漢 字 を 厳 選 。 頻 出 の

漢 字 を 効 率 良 く 学 習 す る こ と が で き ま す 。

現 代 文

漢 字  一  問  一  答

公 共

 一  問  一  答

君 の 学 び を バ ッ ク ア ッ プ ! 

  今 月の
イ  チ  オ  シ ！

東  進  ブ ッ ク ス

　 東 進 ブ ッ ク ス の 大 人 気 シ リ ー ズ『 一 問 一 答 』に 新 刊 が

２ 冊 登 場 ！ 　『 現 代 文 漢 字  一 問 一 答【 完 全 版 】 』は 入 試

に「 出 る 」 漢 字 を 網 羅 し た 究 極 の １ 冊 。 監 修 は 漢 検 の 研

究 所 所 長 ・ 阿 辻 哲 次 先 生 で す 。『 公 共  一 問 一 答【 完 全

版 】 』は 共 通 テ ス ト に も 対 応 し た「 完 全 版 」 。 著 者 は 言 わ ず

と 知 れ た 東 進 の カ リ ス マ 講 師 ・ 清 水 雅 博 先 生 で す 。日 常

学 習 か ら 入 試 対 策 ま で 、 本 書 を フ ル 活 用 し よ う ！

今  す  ぐ  チ  ェ  ッ  ク ！

東  進  ブ ッ ク ス

公 式 S N S

見 や す く て 使 い や す い デ ザ イ ン ！ 

こ れ が 解 け れ ば 漢 字 問 題 は 完 璧 ！

「
公 共

」用 語 問 題 集 の

「
完 全 版

」！

統  計 ・ 資  料  デ  ー  タ  問  題
に も 対 応22

特 長特 長

受 験 生 の 弱 点 に な り や す い 統 計 ・

資 料 デ ー タ 問 題 を 巻 頭 で 特 集 。 複

雑 で わ か り に く い 内 容 は 図 解 で 理

解 で き る よ う に 工 夫 し 、 「 公 共 」 で

高 得 点 を 狙 う た め に 必 要 な 思 考

力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 養 成 し ま す 。

最  短 ・ 最  速  で
点 が 取 れ る33

特 長特 長

単 な る 事 項 の 暗 記 に 陥 る こ と な く

制 度 ・ 仕 組 み の 「 定 義 」「 理 由 」「 問

題 点 」 「 対 策 」 の 4 つ の ポ イ ン ト が

理  解  で  き  る  よ  う  、 背  景  や  流  れ  に  こ  だ

わ っ て 問 題 を 選 定 し ま し た 。

出  題  分  野 ・ テ  ー  マ  を
完 全 予 想11

特 長特 長

「 公 共 」 試 作 問 題 、 共 通 テ ス ト や セ

ン タ ー 試 験 の 過 去 問 （ お も に 「 現

代 社 会 」 ） な ど を 分 析 し 、 共 通 テ ス

ト で 求 め ら れ る 力 を 想 定 し た 予 想

問 題 を 収 録 。 新 た な 出 題 傾 向 や

テ ー マ に も 対 応 し て い ま す 。
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A N S WE R S □ □ □

国 家 	

	

哲 人 政 治

 

	

	

 

 

	

共 和 政 治 	

	

	

多 元 的 国 家 論

領 域 ， 	

人 民 （ 国 民 ）

最 高 意 思 決 定 権 ，

対 外 的 独 立 性

 

	

最 高 意 思 決 定 権

	

	

統 治 権

1 	 国 家 の 機 能

 □
★ ★

█1 ◣   プ ラ ト ン は 著 書 『 
┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  』 に お い て 、 優 れ た 知 恵 を 備

え た 哲 学 者 が 善 の イ デ ア を 認 識 し て 国 を 治 め る と い う  

 ┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  を理 想 国 家 の あ り 方 と し て 説 い た 。

◆ 善 の イ デ ア を 求 め る 気 持 ち エ ロ ー ス （ エ ロ ス ） の 思 想 を 記 し た 著

書  は 『 饗
き ょ う

宴
え ん

』 で あ る 。

 □
★ ★ ★

█2 ◣   人 間 は 生 き て い く 上 で 、 必 ず 
┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  と い う 生 活 共 同

体 に 参 加 す る 。 古 代 ギ リ シ ア の 哲 学 者 
┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  は 「 人

間 は 
┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  動 物 」 で あ る と 説 い た 。

◆ ア リ ス ト テ レ ス は 、 人 間 と は ポ リ ス と い う 共 同 体 の 中 に 生 き る

上 で 、 相 手 の 善 を 互 い に 願 う こ と が 大 切 で あ る と し て 友 愛 （ フ ィ

リ ア ） を 重 視 し た 。

 □
★ ★

█3 ◣   ア リ ス ト テ レ ス は 、 政 治 制 度 を 君 主 政 治 、 貴 族 政 治 、 共

和 政 治 の 3 つ に 分 類 し 、  ┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

 を 最 も 望 ま し い 政 治

の 形 と し 、 安 定 し て い る 制 度 と し た 。

 □
★ ★

█4 ◣   国 家 は 社 会 集 団 の  1  つ に 過 ぎ な い と 捉 え な が ら も 、 諸

集 団 や 個 人 が 持 つ 様 々 な 利 益 の 矛 盾 ・ 対 立 を 調 整 す る

の が 国 家 の 役 割 だ と す る 国 家 論 を 
┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  と い う 。

 □
★ ★

█5 ◣   国 家 を 構 成 す る 3  つ の 要 素 と は 、 主 権 、 ┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  （領 土 ・

領 海 ・ 領 空 ） お よ び 
┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  で あ る 。

 □
★ ★

█6 ◣   主 権 に は 統 治 権 以 外 に 、 国 の 政 治 の 
┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  、 ┌
└

─ ★ ★─
─

┐
┘

  

（ 最 高 独 立 性 ） と い う  2  つ の 意 味 が あ る 。

◆ フ ラ ン ス の 思 想 家 ボ ー ダ ン （ ボ ダ ン ） は 、 著 書 『 国 家 論 』 で 主 権

の 概 念 を 提 唱 し 、 主 権 を 君 主 に 与 え る べ き と 説 い た 。

 □
★

█7 ◣   国 家 主 権 や 君 主 主 権 に お け る 「 主 権 」 と は 、 国 の 政 治 の  

 ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

  を 意 味 す る 。

 □
★

█8 ◣   ポ ツ ダ ム 宣 言 第  8  条 の 「 日 本 国 の 主 権 は 、 本 州 、 北 海

道 、 九 州 及 四 国 … … に 局 限 せ ら る 」 に い う 「 主 権 」 と  は  

 ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

  の 意 味 で あ る 。

社 会 ， 	

ア リ ス ト テ レ ス ， 	

ポ リ ス 的 （ 社 会 的 、

政 治 的 ）

Ⅳ
政 治 分 野 ①

P O LI TI C S

民 主 国 家 に お け る 基 本 原 理
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⃞⃞
	

実 験 結 果 は 以 下 の こ と を

シ サ

し て い る 。

	

（ 東 北 大 ）

⃞⃞
	

ジ ュ ン カ ン

型 社 会 を 目 指 す 。

	

（ 青 山 学 院 大 ）

⃞⃞
	

彼 と

ヒ ン パ ン

に 会 う 。

	

（ 早 稲 田 大 ）

⃞⃞
	

活 発 な 議 論 を

カ ン キ

す る 。

	

（ 大 阪 大 ）

⃞⃞
	

新 し い 発 想 が 起 こ る

ケ イ キ

に な る 。

	

（ 関 西 学 院 大 ）

⃞⃞
	

そ の 理 論 は

ハ タ ン

し て い る 。

	

（ 関 西 大 ）

⃞⃞
	

利 益 を

カ ン ゲ ン

す る 。

	

（ 明 治 大 ）

⃞⃞
	

海 外 か ら の 旅 行 者 の 増 加 が

ケ ン チ ョ

だ 。

	

（ 学 習 院 大 ）

⃞⃞
	

タ ン テ キ

な 表 現 で 伝 え る 。

	

（ セ ン タ ー ）

⃞⃞
	

人 と 人 と の 間 を

バ イ カ イ

す る 。

	

（ 中 央 大 ）

示 唆

そ れ と な く 知 ら せ る こ と 。 暗 に 相 手 を そ そ の か す こ

と 。

≒暗 示

（ あ ん じ ）

　

⇔明 示

（ め い じ ）

1  

＊

循 環

一 回 り し て 、 元 の 場 所 あ る い は 状 態 に か え る こ と 。

ま た 、 そ れ を 繰 り 返 す こ と 。

2  

頻 繁

し き り に 行 わ れ る こ と 。 ひ っ き り な し で あ る こ と 。

3  

＊

喚 起

穏 や か な 状 態 の も の に 声 を 掛 け 、 鼓 舞 す る こ と 。

4  

＊

契 機

あ る 事 象 が 発 生 す る き っ か け や 要 因 の こ と 。

5  

＊

破 綻

物 事 が 成 り 立 た な く な る こ と 。 ほ こ ろ び 、 や ぶ れ る

こ と 。

≒崩 壊

（ ほ う か い ）

6  

＊

還 元

物 事 を も と の 状 態 に 戻 す こ と 。

7  

＊

顕 著

際 立 っ て 目 に 付 く さ ま 。 明 確 で あ る こ と 。

8  

＊

端 的

余 計 な も の が な く 、 明 白 な こ と 。

9  

＊

媒 介

両 者 の 間 で 、 な か だ ち を す る こ と 。 間 に 立 っ て 関 係

付 け る こ と 。

≒仲 介

（ ち ゅ う か い ）

1 0  

＊＊
が 付 い て い る 漢 字 は 、 現 代 文 を 読 解 す る う え で の 重 要 語 で す 。 意 味 も 併 せ て 確 認 し て お き ま し ょ う 。
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最 頻 出 の 漢 字

正 解

意 味

★ ★ ★

1第 節

⃞⃞
	

政 治 家 の 発 言 が 物 議 を

醸
す 。

	

（ 学 習 院 大 ）

⃞⃞
	

雪 に

覆
わ れ た 崖 。

	

（ 千 葉 大 ）

⃞⃞
	

進 ん で 戦 場 へ

赴
く 。

	

（ 明 治 大 ）

⃞⃞
	

兵 士 の 死 を

悼
む 式 典 が 行 わ れ た 。

	

（ 学 習 院 大 ）

⃞⃞
	

本 源 に

遡
っ て 考 え る 。

	

（ 明 治 大 ）

⃞⃞
	

笑 い で 緊 張 感 が

弛 緩

す る 。

	

（ 関 西 学 院 大 ）

⃞⃞
	

言 葉 の 内 実 を 今 少 し

敷 衍

す る 。

	

（ 関 西 学 院 大 ）

⃞⃞
	

罪 を

贖
う 。

	

（ 明 治 大 ）

⃞⃞
	

永 劫

に 続 い て い く も の 。

	

（ 明 治 大 ）

⃞⃞
	

薬 物 依 存 に

陥
る 。

	

（ 関 西 学 院 大 ）

＊

か も  （ す ）

（  「 物 議 を 醸 す 」  の 形 で ）  世 間 の 議 論 を 引 き 起 こ
す こ と 。

1  

お お  （ わ れ た ）

あ る も の が 一 面 に 広 が り 、 の し か か っ て 包 み

隠 す こ と 。 あ ち こ ち ま で 行 き わ た る さ ま 。

2  

お も む  （ く ）

あ る 場 所 や 方 角 に 向 か っ て 行 く こ と 。 物 事 が

あ る 方 向 や 状 態 に 向 か う こ と 。

3  

い た  （ む ）

人 の 死 を 悲 し み 、 嘆 く こ と 。

4  

さ か の ぼ  （ っ て ）

流 れ と 逆 の 方 向 に 進 む こ と 。 物 事 の 過 去 や 根

本 に 立 ち 返 る こ と 。

5  

し か ん

緩 む こ と や 弛 む こ と 。

⇔緊 張

（ き ん ち ょ う ）

＊

6  

ふ え ん

広 げ る こ と 。 言 い 換 え や 具 体 例 に よ っ て わ か

り や す く 説 明 す る こ と 。

7  

あ が な  （ う ）

代 償 と し て も の を 出 し 、 罪 の 償 い を す る こ と 。

×
つ ぐ な  （ う ）

8  

え い ご う

未 来 に わ た る 、 限 り な く 長 い 年 月 や 時 間 の こ

と 。

9  

お ち い  （ る ）

望 ま し く な い 状 態 に な る こ と 。

1 0  

1 1 8

正 解

意 味

最 頻 出 の 読 み

★ ★ ★

1第 節

▼ 傍 線 部 に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 選 択 肢 か ら 一 つ 選 べ 。⃞⃞
	

物 語 の

ボ ウ

ト ウ

部 分

	

（ 共 通 テ ス ト ）

⃞⃞
	

心 の

キ ン

セ ン

に 触 れ る 芸 術

	

（ 共 通 テ ス ト ）

冒 頭

文 章 や 談 話 、 物 事 の は じ め の 部 分 。

1  

１	 流 行 性 の

カ ン

ボ ウ

に か か る

２	 今 朝 は

ネ
ボ ウ

し て し ま っ た

３	 過 去 を

ボ ウ

キ ャ ク

す る

４	 経 費 が

ボ ウ

チ ョ ウ

す る

感 冒

風 邪 や イ ン フ ル エ ン ザ な ど の こ と 。

１寝 坊

朝 遅 い 時 間 ま で ね て い る こ と や そ の さ ま 。 ま た 、 そ う い う癖 の あ る 人 。

２忘 却

全 く 覚 え て お ら ず 、 わ す れ 去 っ て し ま う こ と 。

３膨 張

発 展 し て 規 模 が 広 が り 、 大 き く な る こ と 。 数 量 や 体 積 な どが 全 体 的 に 増 大 す る こ と 。

⇔収 縮

（ し ゅ う し ゅ く ）

４

⎧⎥⎨⎥⎩

琴 線

弦 楽 器 の 糸 。 ま た 、 心 の 奥 深 く に あ る 共 鳴 し や す い 感 情 。

2  

１	 ヒ
キ ン

な 例 を 挙 げ る

２	 食 卓 を

フ
キ ン

で 拭 く

３	 モ ッ

キ ン

を 演 奏 す る

４	 財 政 を

キ ン

シ ュ ク

す る

卑 近

み ぢ か で あ り ふ れ て お り 、 品 位 に 欠 け る こ と 。

１布 巾

食 器 類 を 拭 い た り 、 調 理 に お い て

濾 こ

し た り 蒸 し た り す る の

に も 用 い ら れ る ぬ の 。

２木 琴

調 律 さ れ た 堅 い も く へ ん を 音 階 順 に 並 べ 、 先 に 玉 の 付 い た棒 で 打 っ て 鳴 ら す 打 奏 楽 器 の 総 称 。

３緊 縮

弛 緩 し た も の な ど を し っ か り と 引 き 締 め る こ と 。 支 出 を 切り 詰 め る こ と 。

⇔緩 和

（ か ん わ ）

４

⎧⎥⎨⎥⎩

1 4 8

正 解

意 味

共 通 テ ス ト 形 式 問 題 ①
1第 節

2 0

A N S WE R S □ □ □

 

ポ リ ス 的 （ 社 会 的 、

国 家 的 ）

 

 

ホ モ ＝ フ ァ ー ベ ル ，  

ホ モ ＝ ル ー デ ン ス

 

 

 

ベ ル ク ソ ン  

 

ホ モ ＝ フ ァ ー ベ ル

ホ イ ジ ン ガ ， 遊 び  

 

 

カ ッ シ ー ラ ー ， シ

ン ボ ル  

 

 

 

 

1 	 生 涯 に お け る 青 年 期 の 意 義

 □
★ ★ ★

█1 ◣   ア リ ス ト テ レ ス は 、 人 間 を 本 来 的 に 他 者 と と も に 善 く

生 き る た め の 社 会 を 作 る 存 在 と 考 え て 「 
┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

 動 物 」

と 表 現 し た 。

 □
★

█2 ◣   人 間 は 思 考 力 を 持 つ 点 で 他 の 動 物 と 区 別 さ れ る 。 人 間

の 属 性 は 、 ホ モ ＝ サ ピ エ ン ス （ 知 恵 あ る 人 、 英 知

人 ） 、 ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

  （工 作 す る 人 、 工 作 人 ） 、 ┌└
─ ★

─
─

┐
┘

  （遊 ぶ 人 、

遊 戯 人 ） な ど と 表 現 さ れ る 。

◆ 「 知 恵 あ る 人 」 と い う 意 味 の 現 生 人 類 の 学 名 を 命 名 し た の は 、1 8

世 紀 ス ウ ェ ー デ ン の 博 物 学 者 リ ン ネ で あ る 。 他 の 動 物 と 比 較 し

て 理 性 的 な 思 考 を す る と こ ろ に 、 人 間 の 人 間 た る 特 質 が あ る と

す る 人 間 観 を 提 唱 し た 。

 □
★

█3 ◣   2 0  世 紀 フ ラ ン ス の 哲 学 者  ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

 は 、 人 間 を 自 然 に

働 き か け て 物 を 作 り 、 環 境 を 変 え て い く 存 在 と し て  

 ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

 （ 工 作 す る 人 、 工 作 人 ） と 呼 ん だ 。

 □
★

█4 ◣   2 0  世 紀 オ ラ ン ダ の 歴 史 学 者  ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

 は 、  ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

 を 人

間 存 在 そ の も の に か か わ る も の と し て 捉 え 、 そ の よ う

な 人 間 が 文 化 を 創 造 す る 点 を 指 し て 、 人 間 を ホ モ ＝ ル ー

デ ン ス （ 遊 ぶ 人 ） と 呼 ん だ 。

 □
★

█5 ◣   2 0 世 紀 ド イ ツ の 哲 学 者  ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

 は 、 人 間 を  ┌
└

─ ★
─

─
┐
┘

  

（ 象 徴 ） を 介 し て 世 界 を 理 解 し 、 芸 術 や 宗 教 を 創 り 出 す

存 在 と 捉 え た 。

◆ 人 間 は 目 の 前 に あ る 現 実 の 事 物 だ け で な く 、 複 数 の 事 物 や 、 存

在 し な い 事 物 が 持 つ イ メ ー ジ を 象 徴 と し て 扱 う こ と で 、 幅 や 深

み を 持 っ た 高 度 な 思 考 を 手 に 入 れ た 。 カ ッ シ ー ラ ー は 、 こ の よ

う な 側 面 に 着 目 し た 人 間 観 を ホ モ ＝ シ ン ボ リ ク ス （ ア ニ マ ル ＝ シ

ン ボ リ ク ム ） と 呼 ん だ 。

Ⅰ
公 共 の 扉

S PE CI A L S E C TI O N

社 会 を 作 る 私 た ち

0 2 0- 0 4 1 _ 公 共 _ 0 1 章 _ 四 校.i n d d   2 0

2 0 2 3 / 0 7 / 2 5   1 9: 0 1

1 0

A N S WE R S □ □ □

	

	

減 少 ， 	

	

	

1. 2 6

	

	

	

4, 0 0 0 ， 	

３ ， 老 年 	

	

４ ， 	

	

１

1 	 図 表 読 み 取 り の ポ イ ン ト
 □
★ ★ ★

█1 ◣   総 人 口 と 合 計 特 殊 出 生 率 の 推 移 を 表 す 次 の 図 よ り 読 み

取 れ る ポ イ ン ト は 、 ① 日 本 の 現 状 と し て 、 2 0 0 0  年 代 初

頭 （ 2 0 0 8  年 ） か ら 人 口  ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  社 会 に 入 っ た 。 ② そ の 原

因 と し て 、 合 計 特 殊 出 生 率 （ １ 人 の 女 性 が  1 5  ～  4 9  歳

の 間 に 産 む 子 ど も の 平 均 人 数 ） の 低 下 が あ り 、0 5  年 と

2 2  年 に は 最 低 値 で あ る ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  を 記 録 し た 。

総 人 口

1 9 4 7 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 2 0 0 0 1 0 2 0 年

1 5, 0 0 0

1 2, 5 0 0

1 0, 0 0 0

7, 5 0 0

5, 0 0 0

2, 5 0 0

0

5

4

3

2

1

0

合 計 特 殊 出 生 率

（ 万 人 ）

 □
★ ★ ★

█2 ◣   将 来 の 日 本 の 推 計 人 口 を 表 す 次 の 図 よ り 読 み 取 れ る ポ

イ ン ト は 、 ① 日 本 の 総 人 口 は 、 2 0 1 5 年 が 1 億 2, 7 0 9

万 人 、 6 5  年 に は  8, 8 0 7  万 人 と 予 測 さ れ 、 5 0  年 間 で

約  ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  万 人 減 少 、 す な わ ち将 来  5 0  年 間 で 日 本 の

総 人 口 は 約  ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

 分 の  2  に 減 少 す る 。 ②  ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  人

口 の 比 率 は 、2 0 1 5  年 が  2 6. 6 ％ 、 2 2  年 が  2 9. 1 ％ 、 6 5

年 は 3 8. 4 ％ と 予 測 さ れ 、 5 0 年 後 の 日 本 は 約 ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  

割 が 高 齢 者 と な る 。 ③ 一 方 、 年 少 人 口 は 1 0. 4 ％ と  

 ┌
└

─★ ★ ★─
─

┐
┘

  割 ほ ど に 減 少 す る 。

2 02 0 1 5 3 0 4 0 5 0 6 0 6 5 年

1 4, 0 0 0

1 2, 0 0 0

1 0, 0 0 0

8, 0 0 0

6, 0 0 0

4, 0 0 0

2, 0 0 0

0

6 5 歳 以 上

1 5 ～ 6 4 歳０ ～ 1 4 歳

1 2, 7 0 9 万 人

8, 8 0 7 万 人

（ 万 人 ）

０
巻 頭 特 集

S PE CI A L S E C TI O N

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 養 う

0 1 0- 0 1 9 _ 公 共 _ 0 0 章 _ 四.i n d d   1 0 2 0 2 3 / 0 7 / 2 5   1 8: 5 5

【 完 全 版 】

新 刊新 刊

【 完 全 版 】

中 身 を  

ち ょ っ と  だ  け

紹  介 し ま す

◦ 監 修 ： 阿 辻 哲 次 　 ◦ 定 価（ 税 込 ）：9 9 0 円 　
◦ B 6 判 　 ◦ 2 2 4 頁 　 ◦ 赤 チ ェ ッ ク シ ー ト 付

◦ 著 者 ： 清 水 雅 博 　 ◦ 定 価 （ 税 込 ）：1, 1 0 0 円 　
◦ B 6 判 　 ◦ 4 0 8 頁 　 ◦ 赤 チ ェ ッ ク シ ー ト 付 　

『 公 共 一 問 一 答
【 完 全 版 】 』

『 現 代 文 漢 字
 一 問 一 答 【 完 全 版 】 』



資 料 請 求 サ イ ト へ

必 要 項 目 を 入 力

お 名 前 や 住 所 、 資 料 送 付 希 望 の 大 学 を

8  校 ま で 選 ん で 入 力 し て く だ さ い 。

入 力 内 容 を 確 認 し て

資 料 を 請 求

５ 分 程 度 で 手 続 き は 完 了 し ま す 。 ご 希 望

の 大 学 の 資 料 を 、 大 学 か ら 直 接 お 送 り し

ま す 。

中 部▼

2 0 2 3 年 1 1 月 号  資 料 請 求 係  行

料 金 受 取 人 払 郵 便

武 蔵 野 局 承 認

令 和 7 年 1 0 月
3 1

5 1 1 8

1. □ 東 進 へ の 資 料 請 求

2. □ 大 学 へ の 資 料 請 求 （ 願 書 で は あ り ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い ）

東 進 の 入 学 案 内 な ど を 無 料 で お 送 り し ま す 。

岩 手 医 科 大 学 

酪 農 学 園 大 学 
 

大 妻 女 子 大 学 
大 妻 女 子 大 学 短 期 大 学 部 

学 習 院 大 学 
学 習 院 女 子 大 学 
神 奈 川 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）  

北 里 大 学 
慶 應 義 塾 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

青 山 学 院 大 学 （ 〒 3 0 0 円 ）

 

工 学 院 大 学 
芝 浦 工 業 大 学 

城 西 大 学 

白 百 合 女 子 大 学 

湘 南 医 療 大 学 

成 城 大 学 

順 天 堂 大 学 国 際 教 養 学 部 

聖 心 女 子 大 学 

大 東 文 化 大 学 
清 泉 女 子 大 学 

高 崎 健 康 福 祉 大 学 

玉 川 大 学 
拓 殖 大 学 

多 摩 美 術 大 学 
中 央 大 学 

津 田 塾 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）  
帝 京 平 成 大 学 
東 京 海 洋 大 学 

東 京 都 市 大 学 

東 京 電 機 大 学 

東 京 農 業 大 学 

東 京 工 科 大 学 

東 京 薬 科 大 学 

東 邦 大 学 
獨 協 大 学 

日 本 女 子 大 学 

日 本 大 学 経 済 学 部 
日 本 大 学 生 物 資 源 科 学 部 

日 本 大 学 法 学 部 
日 本 大 学 薬 学 部 

フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 

武 蔵 大 学 
武 蔵 野 美 術 大 学 

目 白 大 学 

立 教 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 治 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 治 学 院 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

明 海 大 学 

早 稲 田 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

法 政 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

静 岡 福 祉 大 学 
中 京 大 学 
中 部 大 学 

（ 〒 2 0 0 円 ）南 山 大 学 

名 城 大 学 

金 沢 工 業 大 学 
 

関 西 大 学 

近 畿 大 学 
京 都 先 端 科 学 大 学

関 西 学 院 大 学 

同 志 社 女 子 大 学 
同 志 社 大 学 

佛 教 大 学 
立 命 館 大 学 

龍 谷 大 学 

 

 

西 南 学 院 大 学 
立 命 館 ア ジ ア 太 平 洋 大 学 

 北 海 道 ・ 東 北▼

▼ 近 畿 

▼ 九 州 

▼ 関 東 ・ 甲 信 越 

※ 1 　 メ ー ル で も 資 料 請 求 が で き ま す 。 　 宛 先 　 ti m e s @ t o s hi n. c o m

　 　 　 メ ー ル タ イ ト ル に 「 大 学 資 料 請 求 」 、 本 文 に ① 資 料 を 請 求 し た い 大 学 名 （ 最 大  8  校 ）

　 　 　 ② 氏 名 ③ 郵 便 番 号 ④ 住 所 ⑤ 電 話 番 号 ⑥ 高 校 名 ⑦ 東 進 生 の 場 合 は 通 学 校 舎 を 記 載

※ 2 　 大 学 名 の 後 に 金 額 記 載 の な い 場 合 、 資 料 は 無 料 で 請 求 で き ま す 。 な お 、 金 額 記 載 の あ る 場 合 は 、 　

　 　 　 資 料 到 着 後 に 大 学 か ら 案 内 が あ り ま す の で そ れ に 従 っ て く だ さ い 。

※ 3 　 女 子 大 学 へ の 資 料 請 求 は 女 性 の 方 に 限 定 さ せ て い た だ き ま す 。

※ 4 　 同 一 大 学 へ 複 数 資 料 請 求 し た 場 合 は  1  件 の み 有 効 で す 。

※ 5 　 大 学 か ら の 送 付 に は 、 お 時 間 を い た だ く 場 合 が あ り ま す 。

※ 6 　 2 0 2 4  年 度 版 の ご 案 内 は 大 学 に よ り 発 送 時 期 が 異 な り ま す 。 各 大 学  H P  を ご 確 認 く だ さ い 。

中 （ 　 ） ・ 高 1 ・ 高 2 ・ 高 3 ・ 高 卒

本 人 ・ 父 ・ 母 ・

そ の 他 ( 　 　 　 　 　 )

属 性

第 一 志 望 校

3.  東 進 の 講 師 陣 へ 勉 強 に つ い て の 質 問 、 東 進 タ イ ム ズ の 感 想 な ど が あ り ま し た ら 、 ご 記 入 く だ さ い 。

連 絡 先

志 望 校 が 決 定 し て い な い 場 合 は 、 希 望 の 学 部 を 記 入 し て く だ さ い 。

東 京 理 科 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

上 の  Q R  コ ー ド を 読 み 取 っ て 、 資 料 請 求 サ

イ ト に ア ク セ ス し て く だ さ い  。

ス マ ホ で も
大 学 の 資 料 が
請 求 で き ま す ！

右 の ハ ガ キ で こ ん な こ と が で き ま す ！

1.  東 進 へ の 資 料 請 求

2.  大 学 へ の 資 料 請 求

3.  講 師 へ の 質 問

　 東 進 タ イ ム ズ の 感 想

ハ ガ キ に 記 載 さ れ た 個 人 情 報 は 、 資 料 請 求 へ の 対 応 、 個 人 を 特 定 し な い 形 で

の 調 査 統 計 お よ び 進 学 に 関 す る 情 報 提 供 な ど 、 東 進 か ら の お 知 ら せ 、 イ ベ ン

ト や 進 路 情 報 な ど の 案 内 送 付 の た め に 利 用 さ せ て い た だ き ま す 。 大 学 資 料 を

お 申 し 込 み の 場 合 は 、 大 学 か ら 直 接 資 料 を 送 付 す る 目 的 で 、 ご 記 入 い た だ い

た 個 人 情 報 （ 氏 名 、 住 所 、 電 話 番 号 、 性 別 、 在 籍 ま た は 出 身 高 校 名 、 学 年 ）

を 各 大 学 へ 提 供 し ま す 。

8  7  9  0

東 京 女 子 大 学 （ 〒 2 0 0 円 ）

1 1 T O S HI N TI M E S 2 0 2 3

T O S H I N  I N F O R M A T I O N

早 慶 上 理 、 難 関 国 公 立 ・ 私 立 入 試 で 求 め ら れ る 論 理 力 ・ 思 考 力 を 養 成

有 名 国 公 立 ・ 私 立 大 入 試 で 求 め ら れ る 判 断 力 ・ 思 考 力 を 養 成 　 今 期 最 終

1 /2 1

1 /2 1   

T E S T  S C H E D U L E

編
集
室模  試  の  受  験  会  場  や  申  込  み  方  法  、 教  科 ・ 科  目 ・ 試  験  時  間 ・ 配  点  、 時  間  割  等  に  つ  い  て  は

東 進 の ウ ェ ブ サ イ ト（ w w w.t o s hi n. c o m ）か お 近 く の 校 舎 で ご 確 認 く だ さ い 。

今  後 の 状  況 に よ っ て は 変  更 が あ る 場  合 が あ り ま す 。 最  新 の 情  報 は H P を ご 確  認 く だ さ い 。

Q R コ ー ド を 読 み 取 れ ば 、 す ぐ に 確 認 で き ま す 。

お 申  し  込  み  は  こ  ち  ら ！

1 1 / 5 全 国 統 一 高 校 生 テ ス ト 　

今  や る べ き こ と が  、 は っ き り 分  か る 。 学  力 を 伸 ば す 模  試

日

日11 /1 9 第 4 回 1 1 月 全 国 有 名 国 公 私 大 模 試

有 名 国 公 立 ・ 私 立 大 入 試 で 求 め ら れ る 判 断 力 ・ 思 考 力 を 養 成

1 2 /3 第 ３ 回 1 2 月 大 学 合 格 基 礎 力 判 定 テ ス ト

今 の 学  力 を 単  元 ご と に 徹  底  診  断 し 、 次 へ の 課  題 を 発  見

日

1 2 /1 7 最 終 1 2 月 共 通 テ ス ト 本 番 レ ベ ル 模 試  

共 通 テ ス ト 本 番 と 同 じ レ ベ ル ・ ボ リ ュ ー ム ・ 試 験 時 間

日

共  通  テ  ス ト  同  日  体  験  受  験

日 本 全 国 1, 1 0 0 以 上 の 会 場 で 高 ２ 生 ・ 高 １ 生 が 受 験

1 /1 3    1 4土 日

1 /2 0    2 1土 日 最 終 １ 月 東 大 本 番 レ ベ ル 模 試

年 間 を 通 じ て 東 大 二 次 試 験 と 同 じ 出 題 形 式 ・ レ ベ ル 今 期 最 終

年 間 を 通 じ て 京 大 二 次 試 験 と 同 じ 出 題 形 式 ・ レ ベ ル

1 /2 0    2 1土 日 最 終 １ 月 京 大 本 番 レ ベ ル 模 試

今 期 最 終

日11 /1 9 第 4 回 1 1 月 早 慶 上 理 ・ 難 関 国 公 立 大 模 試

早 慶 上 理 、 難 関 国 公 立 ・ 私 立 入 試 で 求 め ら れ る 論 理 力 ・ 思 考 力 を 養 成

最 終 1 月 早 慶 上 理 ・ 難 関 国 公 立 大 模 試

今 号 の 「 ト ッ プ リ ー ダ ー と 学 ぶ ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 で は 、 ぴ あ 株 式 会 社 の 矢 内 先 生 に ご

登 場 い た だ き ま し た 。 1 9 7 2 年 『 ぴ あ 』 創 刊 号 の 表 紙 も 紹 介 し て い ま す が 、 と て も お

洒 落 で 古 さ を 感 じ ま せ ん 。 雑 誌 の ネ ー ミ ン グ も 敢 え て 意 味 の な い 言 葉 だ そ う で す 。 ぜ

ひ 読 ん で み て く だ さ い 。

こ こ 数 カ 月 、 季 節 外 れ の イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 が 度 々 話 題 に な っ て い ま す 。 こ れ か ら

本 格 化 す る シ ー ズ ン の 前 に 、 予 防 接 種 は 受 験 に 向 け て 効 果 的 な 健 康 管 理 の 一 つ で す 。

勉 強 と 同 じ で 、 日 ご ろ か ら 意 識 し て 健 康 管 理 に も 取 り 組 ん で い き ま し ょ う 。

編  集  担  当 ・ 栗  田

編  集  担  当 ・ 室  賀

写 真 ： 原 田 圭 介 、 藤 井 亜 樹 　 取  材 ・ 文 ： 朝 日 拓 郎 、 川 内  イ オ 、 竹 林   篤 実 　 校  閲 ・ 校  正 ： 藤  田   久  美  子

最 終 1 月 全 国 有 名 国 公 私 大 模 試

日 本  一 ※ の 現 役 合 格 実 績 の 理 由 を 体  験  し て  み  よ う

志 望 校 や 現 在 の 学 力 に 応 じ て 、 最 大 ３ 講 座 を 選 ん で 受 講 で き ま す 。

 ［ １ 講 座 ＝ 9 0 分 授 業 × 5 回 （ 一 部 授 業 は ３ 回 、 ４ 回 ） ＋ 講 座 修 了 判 定 テ ス ト ］
① 最 寄 り の 校 舎 窓 口 か ② ウ ェ ブ サ イ ト か ら お 申 し 込 み く だ さ い 。

申 込 受 付 中

無 料 招 待冬 期 特 別 招 待 講 習

高 ０ 生 ： 高  校 レ  ベ  ル  の  学  力 を 持  つ  中  学  生
東 進 に 通 わ れ て い な い 方 が 対 象 で す高 2  生 ・ 高 1  生 ・ 高 0  生対 象

申 込 締 切 3 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

2 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

1 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

火

火

火

1 2 /1 2
1 2 /1 9
1 2 /2 6

受 講 期 限 〜 1 / 7 日

お  申 し  込  み  は  こ  ち ら ！
▼

※  東  大  現  役  合  格  実  績 を
公  表 し て い る  予  備  校  の  中  で
最 大（ 2 0 2 3 年 J D n et 調 べ ）。

高  速  マ ス タ ー  基  礎  力  養  成

講 座 （ 共 通 テ ス ト 対 応 英 単

語 1 8 0 0 ・ 数  学  計  算  演  習 ・

今 日 の コ ラ ム ）も 受 講 可 能

受 講 特 典

日

日

基 礎  標 準レ ベ ル

難 関レ ベ ル

標 準レ ベ ル

基 礎レ ベ ル

標 準レ ベ ル

標 準レ ベ ル

難 関レ ベ ル

難 関レ ベ ル

難 関レ ベ ル

標 準レ ベ ル

特 別 無 料 招 待

特 別 無 料 招 待



■ 薬 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

 入 試 名 称

一 般 入 試
2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 8 日 ( 木 ) 必 着

 一 般 入 試 ( 共 通 テ ス ト 併 用 )

共 通 テ ス ト 利 用 入 試

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効

2 月 3 日 ( 土 )

個 別 試 験 な し

2 月 9 日 （ 金 ） 2 月 1 6 日 （ 金 ）

2 月 1 5 日 （ 木 ） 2 月 2 2 日 （ 木 ）

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 看 護 学 部 （ 東 京 ・ 大 森 キ ャ ン パ ス ）

 入 試 名 称

一 般 入 試

（ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 7 日 ( 水 ) 2 3: 0 0

（ 期 限 ）2 0 2 4 年 1 月 1 9 日 ( 金 ) 必 着

一 次: 2 月 6 日 ( 火 )

二 次: 2 月 9 日 ( 金 )

一 次: 2 月 7 日 ( 水 )

二 次: 2 月 1 1 日 ( 日 ・ 祝 )
2 月 2 1 日 ( 水 )

W e b 出 願 期 間 / 書 類 提 出 期 限 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 医 学 部 （ 東 京 ・ 大 森 キ ャ ン パ ス ）

 入 試 名 称

一 般 入 試

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 2 4 日 ( 水 ) 必 着

窓 口 受 付:

2 0 2 4 年 1 月 2 3 日 ( 火 ) ・ 2 4 日 ( 水 )

9: 0 0 ~ 1 7: 0 0

一 次: 2 月 6 日 ( 火 ) 

二 次: 下 記 い ず れ か 1 日 

2 月 1 4 日 ( 水 )

2 月 1 5 日 ( 木 )

一 次: 2 月 9 日 ( 金 ) 

二 次: 2 月 1 7 日 ( 土 )
2 月 2 2 日 ( 木 )

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 理 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

 入 試 名 称

一 般 入 試 ( A) （ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~
2 0 2 4 年 1 月 2 1 日 ( 日 )

（ 期 限 ）2 0 2 4 年 1 月 2 2 日 ( 月 ) 必 着

2 月 1 日 ( 木 )
2 月 1 0 日 ( 土 )

2 月 2 1 日 ( 水 )

一 般 入 試 ( C)
（ W e b ）2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 2 月 1 2 日 ( 月 ・ 祝 )
（ 期 限 ）2 0 2 4 年 2 月 1 3 日 ( 火 ) 必 着

2 月 2 0 日 ( 火 ) 2 月 2 7 日 ( 火 ) 3 月 1 1 日 ( 月 )

共 通 テ ス ト 利 用 入 試 

( 前 期 ・ 前 期 +)

共 通 テ ス ト 利 用 入 試 

( 後 期 )

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効
個 別 試 験 な し 2 月 1 0 日 ( 土 ) 2 月 2 1 日 ( 水 )

2 0 2 4 年 2 月 1 3 日 ( 火 ) ~

3 月 6 日 ( 水 ) 必 着
個 別 試 験 な し 3 月 1 5 日 ( 金 ) 3 月 2 2 日 ( 金 )

一 般 入 試 ( B) 2 月 2 日 ( 金 ) 2 月 2 8 日 ( 水 )

W e b 出 願 期 間 / 書 類 提 出 期 限 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

■ 健 康 科 学 部 （ 千 葉 ・ 習 志 野 キ ャ ン パ ス ）

 入 試 名 称

一 般 入 試 ( A)
2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 7 日 ( 水 ) 必 着

 

面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 2 月 1 日 ( 木 )
2 月 1 9 日 （ 月 ）

共 通 テ ス ト 利 用 入 試

共 通 テ ス ト 利 用 入 試 +

2 0 2 3 年 1 2 月 1 1 日 ( 月 ) ~

2 0 2 4 年 1 月 1 2 日 ( 金 ) 消 印 有 効

面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 個 別 試 験 な し
2 月 2 2 日 （ 木 ）

2 月 1 0 日 （ 土 ）

2 月 1 5 日 （ 木 ）

一 般 入 試 ( B)
面 接: 1 月 2 4 日 ( 水 ) ま た は 2 5 日 ( 木 )

筆 記: 2 月 2 日 ( 金 )

出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 手 続 期 限

h t t p s:// w w w. t o h o- u. a c.j p/

生 命 の 科 学 で 未 来 を つ な ぐ
「 自 然 ・ 生 命 ・ 人 間 」 に こ め ら れ た 想 い 。

2 0 2 4 年 度  入 学 試 験 日 程

入 試 事 務 室 　 T E L. 0 3- 5 7 6 3- 6 5 9 8 　

〒 1 4 3- 8 5 4 0 　 東 京 都 大 田 区 大 森 西 5- 2 1- 1 6

い の ち

東 邦 大 学 入 試 ・ 資 料 請 求 に 関 す る お 問 合 せ

プ ラ ス

プ ラ ス

1 2T O S HI N TI M E S 2 0 2 3

E n glis h C a m p is a u ni q u e pr o gr a m t h at all o ws y o u 

t o s p e a k o nl y i n E n glis h wit h n ati v e s p e a k ers fr o m 

a r o u n d t h e w o rl d. It i nt r o d u c e s y o u t o s o m a n y 

w or ds a n d p hr as es t h at y o u mi g ht n ot h a v e l e ar n e d 

i n a tr a diti o n al s c h o ol s etti n g i n J a p a n. F or m e, as 

a n E n glis h t e a c h er i n N e w Y or k, it is r e all y r e w ar di n g  

t o s e e h o w c o n fi d e nt J a p a n es e st u d e nts b e c o m e i n 

a w e e k. I r e all y w a nt y o u t o l e ar n m or e a b o ut t h e 

w o rl d a n d a b o ut diff e r e nt lif e mi s si o n s t h at y o u 

c a n t a k e o n. T h e r e a r e m o r e 

o p p o rt u niti e s w aiti n g f o r y o u, 

w h et h e r i n J a p a n o r i n ot h e r 

p arts of t h e w orl d.

M a n y J a p a n es e st u d e nt s h a d v er y g o o d v o c a b ul ar y,  

b ut t h e y w e r e n ot c o nfi d e nt e n o u g h w h e n t h e y 

s h o ul d u s e it o r n ot. B y t h e e n d of t h e p r o g r a m, 

t h e y g ot v er y c o n fi d e nt i n t al ki n g i n E n glis h, a n d i n 

t h e f ut u r e, it will b e e a si e r f o r t h e m t o t al k t o 

f or ei g n p e o pl e. N o w a d a ys, G o o gl e tr a nsl ati o n m a y 

b e a h el p, b ut t h er e's a c o m m o n s a yi n g; "If y o u s a y 

s o m et hi n g i n a l a n g u a g e t h at t h e y u n d e r st a n d, it 

g o e s t o t h ei r b r ai n. B ut w h e n y o u s p e a k i n t h ei r 

l a n g u a g e,  it  g o e s  t o  t h ei r  

h e a rt. " I h o p e all st u d e nt s will 

b e  a b l e  t o  m a k e  d e e p e r 

i nt e r n ati o n al c o n n e cti o n s wit h 

p e o pl e a br o a d.
M e g a n M a y Ri v er a

C ol u m bi a U ni v ersit y ( Gr a d u at e d 2 0 2 1) T a h a C h o w d h ur y

U ni v ersit y C oll e g e L o n d o n

　 コ ロ ナ 禍 で 2 0 2 0  年 か ら オ ン ラ イ ン で 開 催 さ れ て い た 「 東 進 Gl o b al E n gli s h C a m p 」 が 、 い よ い よ 今 年 か

ら 会 場 で の 開 催 に 戻 っ た 。 キ ャ ン プ 中 の 公 用 語 は 英 語 の み 。 日 本 に い な が ら 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 米 ・ 英 大 学

の 学 生 や 卒 業 生 と と も に “ 留 学 体 験 ” が で き る イ ン グ リ ッ シ ュ キ ャ ン プ の 様 子 を の ぞ い て み よ う 。

英
会 話 で は 相 手 の 目 を 見 て 話 す た め 、 こ れ を

意 識 す る こ と で 、 し っ か り 相 手 の 話 を 聞 い

て 受 け 応 え を す る 良 い 訓 練 に な り ま し た 。 ま た 、

イ ン グ リ ッ シ ュ キ ャ ン プ で は 細 か な ミ ス を 誰 も 気

に し な い の で 、 英 語 に 対 し て 積 極 的 に な っ た よ う

に 思 い ま す 。 英 語 に 自 信 が な く 、 海 外 留 学 は 考 え

て い ま せ ん で し た が 、 今 回 の 経 験 は 海 外 で の 勉 強

に 興 味 を 持 つ き っ か け に も な り ま し た 。

ネ
イ テ ィ ブ の 大 学 生 と 毎 日 濃 い 密 度 の 中 で 話

を す る 機 会 は こ れ ま で な く 、 と て も 良 い 経

験 に な り ま し た 。 一 方 で 、 同 年 代 の 参 加 者 た ち が

英 語 で 積 極 的 に 質 問 す る 姿 を 目 の 当 た り に し 、 英

語 を 目 的 で は な く 手 段 と し て 使 う こ と の 重 要 性 、

そ し て 自 身 の 英 語 力 の 足 り な さ を 感 じ ま し た 。 こ

れ か ら 一 年 間 英 語 力 を 鍛 え 、 来 年 も イ ン グ リ ッ

シ ュ キ ャ ン プ に 参 加 し た い と 思 い ま す 。

G L O B A L E N G LI S H C A M PG L O B A L E N G LI S H C A M P
ス ピ ー キ ン グ 力 を 高 め る 第 一 歩 ！   英 語 で 話 す チ ャ ン ス は 自 分 で つ く ろ う ！

イ ン グ リ  ッ  シ  ュ  キ  ャ  ン プ で はど ん な こ と を す る の ？

英 語 の 鍵 を 握 る 、 S P E A KI N G 力 ア ッ プ

参 加 グ ル ー プ の プ レ ゼ ン を 大 公 開 ！

1 ４ 日 目 の ク ラ イ マ ッ ク ス は S D G s を テ ー マ と し た プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 。 ま ず は グ ル ー

プ 全 員 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン か ら ス タ ー ト 2 ４ 日 目 と も な れ ば ネ イ テ ィ ブ の コ ー チ へ の 質

問 も 余 裕 が う か が え る 。 3 手 書 き の プ レ ゼ ン 資 料 も グ ル ー プ の 腕 の 見 せ ど こ ろ 4 5 プ レ

ゼ ン で は デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 成 果 を 一 人 ひ と り が お 披 露 目 。 ド キ ド キ の 瞬 間 は 自 分 の 英

語 力 を 確 認 す る 場 で も あ る 。 6 ほ か の グ ル ー プ の 発 表 に も 参 加 者 の 目 は 真 剣 そ の も の 。

キ ャ ン プ ４ 日 目 の 英 語 漬 け 生 活 を ご 紹 介

H ell o e v er y o n e. T o d a y w e'll i ntr o d u c e S ust ai n a bl e D e v el o p m e nt G o al 1 4: Lif e B el o w W at er. 

We pr e p ar e d t hr e e s ol uti o ns f or it.

S ol uti o n 1 is a b o ut e d u c ati o n. We s h o ul d c h a n g e c o m p ul s or y e d u c ati o n. It s ai m is c h a n gi n g 

st u d e nts' mi n ds. First, t e xt b o o ks s h o ul d h a v e m or e st ori es a b o ut t h e b a d i n fl u e n c e pl asti c 

g ar b a g e h a v e o n fis h a n d s e a a ni m al s. C o m p ul s or y e d u c ati o n m ust i n cl u d e g ar b a g e pi c k u p, 

t o o.

S ol uti o n 2, w e s h o ul d c h o o s e M S C a n d A S C c e rti fi e d fi s h e r y r e s o u r c e s w h e n w e s h o p. 

M a ri n e p r o d u ct s c e rti fi e d b y M S C o r A S C a r e s u st ai n a bl e t o e n s u r e o c e a n h e alt h o v e r 

ti m e. F o r e x a m pl e, w e t hi n k r e d g u r n a r d i s s uit a bl e f o r M c D o n al d' s h a m b u r g e r s. A S C 

m ar k e d s hri m p m a y b e g o o d f or f ri e d s hri m p at S e v e n- El e v e n. M er c h a n dis er s li k e T o p v al u e  

c a n s ell m or e s al m o n, s hri m p, a n d cl a ms wit h t h e M S C m ar k.

We al s o n e e d t o st o p p e o pl e f r o m d u m pi n g pl asti c w ast e i nt o t h e o c e a n. Fis h a n d s e a a ni m al s  

ar e f a ci n g t h e d a n g er of s w all o wi n g pl asti cs. T h at's w h y pl asti c b a gs ar e g etti n g r e pl a c e d 

b y E c o b a gs. B y d oi n g s o, w e c a n r e d u c e o c e a n g ar b a g e. E c o b a gs c a n pr ot e ct fis h a n d 

s e a a ni m als. T h a n k y o u f or list e ni n g.

T h e y h a v e g r o w n o v e r t h e l a st f e w d a y s. T h e y' v e g ot c o nfi d e nt t o 

s p e a k u p, t o r es e ar c h q uit e a d v a n c e d i d e as i n E n glis h, a n d a ct u all y 

pr es e nt e d i d e as at a v er y si mil ar l e v el t o a n ati v e s p e a k er at a si mil ar 

a g e. M a ki n g mi st a k e s i s o k a y. I al w a y s e n c o u r a g e d t h e st u d e nt s t o 

s p e a k u p a n d n ot w orr y a b o ut m a ki n g mist a k es. S o, I' m r e all y pr o u d 

of t h e m.

T h r e e a p pr o a c h es t o a c hi e v e S D G # 1 4

英 語 漬 け の

５ 日  間 ！

潜 入 レ ポ ー ト ！！

参  加  し  た  高  校  生  の

声

　
東 進 グ ロ ー バ ル イ ン グ

リ ッ シ ュ キ ャ ン プ で は 、世 界 大 学 ラ ン キ ン グ 上 位
2 0校 を 中 心 と し た ト ッ プ

大 学 ・ 大 学 院 の 米 国 ・ 英国 学 生 と 特 定 の テ ー マ に

つ い て 議 論 を す る 。  現 地で の 短 期 留 学 に 比 べ て 気軽 に 参 加 で き 、  ５ 日 間 をフ ル に 使 っ て 、  英 語 の スピ ー キ ン グ 力 向 上 を 目 指す こ と が で き る 。

　
英 語 漬 け の 環 境 の な か

で 、  英 語 を 母 国 語 と す る大 学 生 た ち と デ ィ ス カ ッシ ョ ン や グ ル ー プ 活 動 を行 う ５ 日 間 。  約

4 0時 間 に

も 及 ぶ 英 語 で の デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン は 、  ス ピ ー キン グ 力 を 高 め た い 生 徒 にぴ っ た り 。  英 会 話 学 校 では 得 る こ と の で き な い 、キ ミ の 知 的 好 奇 心 を 刺 激す る 体 験 が で き る 。

　
世 界 ト ッ プ レ ベ ル の 大

学 に 在 籍 す る 学 生 た ち との 出 会 い は 、  視 野 を 広 げる 絶 好 の チ ャ ン ス 。  こ のプ ロ グ ラ ム で は 、  世 界 が抱 え る 課 題 に 向 き 合 い 、自 分 自 身 の 生 き る 意 味 や

学 ぶ 目 的 を 考 え 、  そ れ を英 語 で 発 信 す る 機 会 を 得る こ と が で き る 。  今 ま でと は 違 っ た 、  グ ロ ー バ ルな 視 点 か ら 自 分 を 見 つ め 、世 界 に は ば た く た め の 力が 身 に つ け ら れ る 。

講 師 は 米 国  ・  英 国 の  一  流 大 学 の 学 生５ 日 間  ・

4 0時 間 の 英 語 漬 け

世 界 へ 羽 ば た く た め の 第  一  歩

日 本 に い な が ら
５ 日 間 を 通 し て
徹 底 的 に 英 語 漬 け

P oi nt 1

世  界  ト ッ プ  レ  ベ  ル
の 大 学 の 学 生 や
卒 業 生 と 議 論 で き る

P oi nt 2

英 語 に 自 信 の な い
生 徒 に も 安 心 の
フ ォ ロ ー  体  制

P oi nt 3

M e s s a g e s f r o m N a ti v e C o a c h e s

N o u m a h n Alt af

I m p eri al C oll e g e L o n d o n 高 2 ・ 男 子 高 1 ・ 女 子

1

3

5

2

4

6

グ ル ー プ を 担 当 し た N o u m a h n  先 生 の メ ッ セ ー ジ

発  表 も す べ て 英 語 ！ 指 導 を し て く れ た 米 ・ 英 の 学 生 か ら の メ ッ セ ー ジ



想 像 を 超 え る

（ 旧 武 蔵 工 業 大 学 ）

　 本 学 の 前 身 で あ る 武 蔵 工 業 大 学 は 1 9 2 9 年 、“ 工 業 教 育 の 理 想” を 求 め る 若 者 た ち と 、 そ の 情 熱 に 応 え よ う と 奔 走 し た 支 援 者 た ち の 思 い が 一 つ と な っ て 設 立 さ れ ま し た 。

以 降 、 技 術 力 ・ 研 究 力 に 強 み を 持 つ 工 業 大 学 と し て 、 理 工 分 野 を 中 心 と す る さ ま ざ ま な 最 先 端 の 研 究 に 取 り 組 み 、 多 く の 有 為 な 人 材 を 輩 出 し て き ま し た 。

想 像 を 超 え る 学 修 ・ 研 究 環 境

想 像 を 超 え る 留 学 実 績

想 像 を 超 え る ロ ケ ー シ ョ ン

想 像 を 超 え る 教 育 プ ロ グ ラ ム
３ D プ リ ン タ ・ レ ー ザ ー 加 工 機 器 な ど 最 新 の 設 備 を 完 備 時 代 に 求 め ら れ る 新 た な 価 値 を 創 造

学 年 の ４ 人 に 一 人 が 留 学 を 経 験

　 す べ て の 学 部 ・ 学 科 が 、 入 学 か ら 卒 業 ま で ワ ン キ ャ ン パ ス で 学 び ま す 。 恵 ま れ た 環 境 の

キ ャ ン パ ス で 、 快 適 か つ 落 ち 着 い た 学 生 生 活 を 送 る こ と が で き ま す 。

　 東 京 都 市 大 学 は さ ま ざ ま な 分 野 の 基 礎 か ら 応 用 、 最 先 端 の 研 究 を 行 い 、 成 果 を 社

会 に 還 元 し て い ま す 。 研 究 の た め の 設 備 群 の ほ か 、 学 生 の 主 体 的 か つ 創 造 的 な 学 び

を 加 速 さ せ る こ と を 目 的 と し 、 2 0 2 3 年 ４ 月 に 「 学 生 工 房 」 を 開 設 し ま し た 。 ３ D プ

リ ン タ 、 レ ー ザ ー 加 工 機 器 な ど 使 い や す い 設 備 を 揃 え て い ま す 。

　 グ ロ ー バ ル 社 会 に 対 応 し た 国 際 力 を 磨 く こ と が で き る 、 東 京 都 市 大 学 の 留 学 プ ロ グ

ラ ム 。 そ の 代 表 的 な も の が 東 京 都 市 大 学 オ ー ス ト ラ リ ア プ ロ グ ラ ム （ 通 称 T A P ） で す 。

１ ・ ２ 年 次 に 語 学 力 と 国 際 的 な 視 野 を 身 に つ け 、 そ の 後 の 可 能 性 を 大 き く 広 げ る こ と

を 目 的 と し た 国 際 人 育 成 プ ロ グ ラ ム で す 。 1 0 0 日 間 の 準 備 講 座 を 用 意 し て い る た め 、

英 語 が 苦 手 な 方 で も 安 心 し て 、 約 ４ カ 月 間 の オ ー ス ト ラ リ ア 留 学 に 挑 戦 で き ま す 。

　 こ れ か ら の 社 会 で 新 た な 価 値 を 創 造 で き

る 力 を 身 に つ け 、 新 時 代 の リ ー ダ ー と な る

こ と を 目 指 す 「 ひ ら め き ・ こ と ・ も の ・ く

ら し ・ ひ と 」 づ く り プ ロ グ ラ ム 。 こ れ ま で

の 「 も の づ く り 」 だ け で な く 、 環 境 ・ 都

市 ・ 社 会 ・ 人 間 ま で を 含 め た 「 く ら し づ く

り 」 の 改 革 に 挑 戦 し ま す 。

ひ ら め き づ く り

　 ＃ ア イ デ ア を 生 み 出 す 力

こ と づ く り

　 ＃ 他 分 野 を つ な ぎ 実 装 す る 力

も の づ く り

　 ＃ 知 識 や ア イ デ ア を 形 に す る 力

ひ と づ く り

　 ＃ グ ロ ー バ ル で 未 来 志 向 の 判 断 力

く ら し づ く り

　 ＃ 社 会 や 生 活 を デ ザ イ ン す る 力

AI ・ ビ ッ グ デ ー タ ・ 数 理 デ ー タ サ イ エ ン ス

　 ＃ デ ー タ を 読 み 解 き 活 用 す る 力

想 像 を 超 え る 理 系 有 名 企 業  4 0 0  社 就 職 率
き め 細 か な キ ャ リ ア サ ポ ー ト で 毎 年 非 常 に 高 い 就 職 率 を 実 現

理 工 学 部 2 4. 9 %  （ 一 例 ）

　 機 械 工 学 科 　 4 1. 4 ％

　 機 械 シ ス テ ム 工 学 科 　 3 1. 3 ％

　 電 気 電 子 通 信 工 学 科 　 3 0. 6 ％  ほ か

大 学 院 （ 総 合 理 工 学 研 究 科 ） 　

4 1. 9 % 　

　 機 械 専 攻 　 5 3. 7 ％

　 電 気 ・ 化 学 専 攻 　 5 0. 0 ％

　 情 報 専 攻 　 4 0. 0 ％ 　 ほ か

主 な 就 職 先 （ 順 不 同 ）

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 、 富 士 通 株 式 会 社 、
株 式 会 社 日 立 製 作 所 、 三 菱 電 機 株 式 会 社 、 本 田 技 術 工 業 株 式 会 社 、
清 水 建 設 株 式 会 社 、 東 海 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 、 キ ヤ ノ ン 株 式 会 社 、
株 式 会 社 エ ヌ ・ テ ィ ・ テ ィ ・ デ ー タ 、 横 浜 市 役 所 、 神 奈 川 県 庁 、
東 京 都 庁 　 な ど

9 7. 7 ％
※  2 0 2 2  年 度 卒 業 生 実 績

全 学 部
就 職

内 定 率

w w w. t c u. a c.j p

未 来 を 創 る 学 び 。 理 工 系 を 中 心 と し た 文 理 融 合 学 部 も あ る ８ 学 部  1 8  学 科 の 幅 広 い 研 究 領 域
建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 部
建 築 学 科
都 市 工 学 科

情 報 工 学 部
情 報 科 学 科
知 能 情 報 工 学 科

環 境 学 部
環 境 創 生 学 科
環 境 経 営 シ ス テ ム 学 科

メ デ ィ ア 情 報 学 部
社 会 メ デ ィ ア 学 科
情 報 シ ス テ ム 学 科

デ ザ イ ン ・ デ ー タ 科 学 部
デ ザ イ ン ・ デ ー タ 科 学 科

都 市 生 活 学 部
都 市 生 活 学 科

人 間 科 学 部
人 間 科 学 科

理 工 学 部
機 械 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
電 気 電 子 通 信 工 学 科
医 用 工 学 科

応 用 化 学 科
原 子 力 安 全 工 学 科
自 然 科 学 科

資 本 集 約 型 社 会

製
品 ・ 部 品 ・ 素 材

e x . も の づ く り 産 業

モ ノ

知 識 集 約 型 社 会

ス
マ

ー

ト
産 業 ・ A I・ ビ ッ グ

デ
ー

タ

e x . デ ー タ 利 用 活 用 型

知 ・ 情 報

従 来 現 在

サ ー ビ ス
が 価 値 の

中 心

製 品
が 価 値 の

中 心

経 済 ・ 社 会 の
ゲ ー ム チ ェ ン ジ

1 つ の 分 野 に 特 化 し た 専 門 家 分 野 を 超 え て 価 値 を つ く り 出 せ る 人

て
せ
わ
合
み
組
を
野
分
な
ま
ざ
ま
さ

！
う
そ
出
り
く
つ

ら
な
と
こ
の

て
せ
任

械
機

ら
な
と
こ
の

て
せ
任

学
化

ら
な
と
こ
の

て
せ
任

気
電

こ れ ま で 個 別 最 適 解 を 得 る 人 材 全 体 最 適 解 を 得 る 人 材ゲ ー ム チ ェ ン ジ 時 代

電 気

化 学

と

機 械

と

と

東 京 都 市 大 学

武 蔵 小 杉

グ ラ ウ ン ド

1 8 号 館

テ ニ ス コ ー ト

国 際 学 生 寮

東 急 東 横 線 「 田 園 調 布 駅 」

S E T A G A Y A
C A M P U S
理 工 学 部 ／ 建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 部 ／

情 報 工 学 部 ／ 都 市 生 活 学 部 ／ 人 間 科 学 部

1 2 分 2 0 分

渋 谷 へ
（ 田 園 調 布 か ら ）

新 宿 三 丁 目 へ
（ 田 園 調 布 か ら ）

約 3 0 分

（ キ ャ ン パ ス 間 の 移 動 ）

シ ャ ト ル バ ス

東 京 都 市 大 学

世 田 谷 キ ャ ン パ ス

東 急 東 横 線

「 田 園 調 布 駅 」

東 急 大 井 町 線

「 尾 山 台 駅 」

合 計 面 積 東 京 ド ー ム 4 .7 個 分 、

都 心 部 へ ア ク セ ス 良 好 の

2 キ ャ ン パ ス

Y O K O H A M A
C A M P U S
環 境 学 部 ／ メ デ ィ ア 情 報 学 部 ／

デ ザ イ ン ・ デ ー タ 科 学 部

Y O K O H A M A
C A M P U S

S E T A G A Y A
C A M P U S

横 浜 市 営 地 下 鉄 ブ ル ー ラ イ ン

中 川 駅

東 京 都 市 大 学

横 浜 キ ャ ン パ ス

2 5 分 4 0 分

横 浜 へ
（ 中 川 か ら ）

み な と み ら い へ
（ 中 川 か ら ）

横 浜 市 営 地 下 鉄 ブ ル ー ラ イ ン

「 中 川 （ 東 京 都 市 大  横 浜 キ ャ ン パ ス 前 ） 駅 」

徒 歩 5 分

あ ざ み 野 駅

（ 旧 武 蔵 工 業 大 学 ）

世 田 谷 キ ャ ン パ ス
〒  1 5 8- 8 5 5 7 　 東 京 都 世 田 谷 区 玉 堤 1- 2 8- 1

● 東 急 大 井 町 線 「 尾 山 台

　 （ 東 京 都 市 大 学 世 田 谷 キ ャ ン パ ス 前 ） 」 駅 下 車 　

　 徒 歩  1 2  分

横 浜 キ ャ ン パ ス
〒  2 2 4- 8 5 5 1 　 神 奈 川 県 横 浜 市 都 筑 区 牛 久 保 西  3- 3- 1

● 横 浜 市 営 地 下 鉄 ブ ル ー ラ イ ン 「 中 川

　 （ 東 京 都 市 大 横 浜 キ ャ ン パ ス 前 ） 」 駅 下 車 　

　 徒 歩  5  分

建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 部建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 部
都 市 工 学 科都 市 工 学 科
遠 心 模 型 実 験 装 置遠 心 模 型 実 験 装 置

「 学 生 工 房 」「 学 生 工 房 」
学 生 が 自 由 に 使 え る ３ D  プ リ ン タ学 生 が 自 由 に 使 え る ３ D  プ リ ン タ

留 学 先 ・ パ ー ス留 学 先 ・ パ ー ス
留 学 先 の 一 つ留 学 先 の 一 つ
エ デ ィ ス コ ー ワ ン 大 学エ デ ィ ス コ ー ワ ン 大 学
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世 界 で 活 躍 す る 国 際 性 ・ 専 門 性 ・ 人 間 性 を 備 え た 卒 業 生
山 九 株 式 会 社

＞ S a n k y u U S A I n c 【 シ カ ゴ 】 で

主 に 米 国 か ら の 輸 出 入 の 運 営 構 築 な ど を 担 当

東 京 税 関

全 日 本 空 輸 株 式 会 社 （ A N A ）

＞ キ ャ ビ ン ア テ ン ダ ン ト と し て

国 内 外 便 で 空 の 乗 客 の 安 全 確 保 と 快 適 性 を 提 供

木 村 哲 也 さ ん

外 国 語 学 部 英 米 語 学 科 2 0 1 4 年 3 月 卒 業

大 学 院 　 言 語 教 育 研 究 科 博 士 前 期 課 程 英 語 教 育 学 専 攻 2 0 1 7 年 修 了

齋 藤 大 河 さ ん

政 経 学 部 法 律 政 治 学 科 2 0 2 3 年 3 月 卒 業

鷹 箸 杏 樹 さ ん

商 学 部 国 際 ビ ジ ネ ス 学 科 2 0 2 0 年 3 月 卒 業

　 幼 少 期 か ら 英 会 話 を 習 っ て お り 、 将 来 は 英 語 を 使 っ た 仕 事 を

と 考 え て い ま し た 。 そ の た め 、 英 米 語 学 科 が あ り 、 留 学 制 度 が 充

実 し て い る 拓 殖 大 学 へ 進 学 。 在 学 中 は カ ナ ダ へ の 長 期 留 学 、 大

学 院 で は ア メ リ カ の 交 換 留 学 に 参 加 し 、 現 地 の 講 義 を 受 け る こ

と で 「 英 語 を 学 ぶ 」 の で は な く 「 英 語 を 基 に し て 何 を 学 ぶ の か ？ 」

が 重 要 だ と 身 を も っ て 体 感 す る こ と が で き ま し た 。「 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 」 を 通 じ て 人 が 物 を つ な ぐ こ と に 興 味 を 持 ち 、

国 際 物 流 業 界 を 希 望 。 現 在 は 念 願 の ア メ リ カ の 現 地 法 人 で 働 い て い ま す 。 物 流 の 仕 事 は 現 場 、 陸 海 空 運 業 者 、 お 客 様

等 、 さ ま ざ ま な 立 場 の 人 と 接 し ま す 。 同 じ 言 語 で も 年 齢 や 性 別 、 地 域 や 文 化 に よ っ て う ま く 理 解 し 合 え な い こ と も あ り ま す 。

学 部 、 大 学 院 、 留 学 で の 学 び や 経 験 を 通 じ 、 そ れ ぞ れ に 合 っ た 話 し 方 を 考 え 、 言 葉 の 解 釈 や 受 け 取 り 方 を 変 え る こ と で 、

い か な る 環 境 下 で も 円 滑 に 仕 事 を 遂 行 す る こ と が で き て い ま す 。

　 中 学 生 の 頃 か ら 将 来 は 、 国 内 外 で グ ロ ー バ ル に 活 躍 で き る

社 会 人 に な り た い と い う 夢 が あ り 、 大 学 １ 年 次 か ら 海 外 志 向 を

持 つ 学 生 が 多 く 集 ま る 「 国 際 交 流 愛 好 会 」 に 所 属 し ま し た 。 そ

こ で 出 会 っ た 先 輩 方 や 留 学 生 の 友 人 と の 交 流 を 通 じ て 自 分 の

世 界 が 広 が り 、 ミ ス コ ン へ の 出 場 や ブ ー タ ン へ の 大 学 派 遣 団 に

リ ー ダ ー と し て 参 加 す る き っ か け と な り ま し た 。 こ れ ら の 経 験 か

ら 、 多 く の 人 と の 交  流 を 広 げ 、 心 を 通 わ せ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し た い と 強 く 思 い は じ め 、 そ れ を 生 か せ る 就  職  先 と し て

航 空 業 界 、C A へ の 就 職 を 意 識 す る よ う に な り ま し た 。 今 私 は 、C A と し て 国 際 線 、 国 内 線 の 両 方 に 乗 務 し て い ま す 。 特 に

心 掛 け て い る の は 、 お 客 様 に 寄 り 添 っ た 対 応 で す 。 航 空 機 を 利 用 さ れ る 目 的 は お 客 様 に よ っ て そ れ ぞ れ な の で 、 素 早 く

お 客 様 の 状 況 や 心 情 を 察 す る こ と は 、 と て も 重 要 な ス キ ル で す 。 大 学 で 得 た 多 様 な 経 験 が こ の ス キ ル に つ な が り 私 の 自

信 と な っ て い ま す 。 拓 殖 大 学 は 、 学 内 に い な が ら 多 く の 留 学 生 と グ ロ ー バ ル な 国 際 交 流 が で き る 機 会 が あ り ま す 。 そ こ で

多 様 性 を 学 び 、 培 う こ と が で き る 環 境 が 一 番 の 魅 力 だ と 感 じ ま す 。

英 語  コ  ミ  ュ  ニ  ケ ー シ  ョ  ン 学英 語  コ  ミ  ュ  ニ  ケ ー シ  ョ  ン 学

をを

武 器武 器

にに

念 願念 願

のの
ア メ リ カ  へア メ リ カ  へ

。。

今 年今 年 もも 多 く多 く のの 拓 殖 人 材拓 殖 人 材 がが 羽  ば  た  き ま し  た  。羽  ば  た  き ま し  た  。

グ  ロ  ー バ  ルグ  ロ  ー バ  ル

なな
交 流交 流

とと

多 く多 く

のの
機 会 を機 会 を

与 え て く れ た与 え て く れ た

拓 殖 大 学 と  い う拓 殖 大 学 と  い う

環 境 。環 境 。

❶ 当 日 英 語 科 目 を 受 験 し て も  O K ！  得 点 の 高 い 方 が 採 用 さ れ る

❷ 英 検 で は 新 た に 「 7 0  点 換 算 」 と 「 9 0  点 換 算 」 を 追 加

❸ 英 語 以 外 の 教 科 対 策 に 注 力 で き る

〈 従 来 〉 〈 2 0 2 4  年 度 入 試 〉

入 学 検 定 料 入 学 検 定 料

取 得 ス コ ア

み な し 得 点

（ 1 0 0  点 満 点 の 場 合 ）

実 用 英 語 技 能 検 定 （ 英 検 ）

一 般 選 抜

い く つ 出 願 し て も …

い く つ 出 願 し て も

3 5, 0 0 0 円 の 定 額 制

一 律 1 0, 0 0 0 円 ！

安 心 の
入 学 検 定 料

定 額 制

3 9, 0 0 0 円

4 6, 0 0 0 円

5 3, 0 0 0 円

以 降 1 出 願 増 え る こ と に 7, 0 0 0 円

3 2, 0 0 0 円

出 願 数

1 出 願

2 出 願

3 出 願

4 出 願

5 出 願

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
利 用 選 抜

最 大 1 4 学 科

出 願 可 能

※ 詳 細 は 本 学  H P  ま た は 入 学 試 験 要 項 を ご 確 認 く だ さ い 。

「 英 語 外 部 試 験 ス コ ア 利 用 」 が 拡 充 ！
一 般 選 抜 ・ 共 通 テ ス ト 利 用 入 試 　 ど ち ら も 対 象

1 7 2 8  ～

（ 準  2  級 合 格 相 当 ）

▼

N E W

7 0  点

1 9 8 0  ～

（ 2  級 合 格 相 当 ）

▼

8 0  点

2 1 5 0  ～

（ 2  級  A  合 格 相 当 ）

▼

N E W

9 0  点

2 3 0 4  ～

（ 準  1  級 合 格 相 当 ）

▼

1 0 0  点

〒 1 1 2- 8 5 8 5

東 京 都 文 京 区 小 日 向 3- 4- 1 4 入 学 課 

T E L 0 3- 3 9 4 7- 7 1 5 9  F A X 0 3- 3 9 4 7- 7 2 3 4

 U R L  htt p s: / / w w w.t a k u s h o k u- u. a c.j p

文  京  キ ャ ン パ  ス

東 京 メ ト ロ 丸 ノ 内 線

茗 荷 谷 駅 下 車 徒 歩 3 分

東 京 メ ト ロ 有 楽 町 線

護 国 寺 駅 下 車 徒 歩 1 2 分

茗 荷 谷 駅 か ら 池 袋 駅 ま で 5 分 、

東 京 駅 ま で 1 0 分

八 王 子 国 際 キ ャ ン パ ス

J R 中 央 線 ・ 京 王 線

高 尾 駅 南 口 下 車

京 王 バ ス 直 通 5 分

新 宿 駅 か ら J R 中 央 線 で

高 尾 駅 ま で 4 4 分

拓 殖 大 学 の グ ロ ー バ ル な 日 常
国 際 教 育 の パ イ オ ニ ア

P OI N T １

P OI N T 2

P OI N T 3

1, 0 0 0  名 を 超 え る 留 学 生 と 共 に 学 び 、 成 長 す る

海 外 体 験 は 大 学 の 伝 統 世 界 に 広 が る ネ ッ ト ワ ー ク
海 外 の 交 流 ・ 提 携 校 　 2 1  ヵ 国 ・ 地 域 、4 9  大 学 ・ 語 学 学 校

1 5  の 言 語 か ら 選 べ る 語 学 教 育 世 界 の 約 ８ 割 の 国 ・ 地 域 を カ バ ー

2 0 2 3 年 3 月 卒 業 生 の 主 な 就 職 先  一 部 抜 粋 ・ 順 不 同

第 一 生 命 保 険 、 日 本 生 命 保 険 、 イ オ ン リ テ ー ル 、 丸 紅 フ ォ レ ス ト リ ン ク ス 、 三 菱 電 機 住 環 境 シ ス テ ム ズ 、 東 京 ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク 、A N A シ ス テ ム ズ 、TI S シ ス テ ム サ ー ビ ス 、A N A エ

ア サ ポ ー ト サ ー ビ ス 、 船 井 総 合 研 究 所 、 リ ク ル ー ト 、 警 視 庁 、 特 許 庁 、 東 京 税 関 、 東 京 都 庁 、 大 和 ハ ウ ス 工 業 、 新 日 本 建 設 、 伊 藤 園 、 N E C プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ズ 、 N T T デ ー タ ・ フ ァ イ

ナ ン シ ャ ル テ ク ノ ロ ジ ー 、 ソ ニ ー 損 害 保 険 、 星 野 リ ゾ ー ト 、J A L ス カ イ 、J R 東 日 本 、 広 済 堂 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 、 東 京 エ レ ク ト ロ ン デ バ イ ス 、 三 井 ホ ー ム 、A G C グ ラ ス プ ロ ダ ク ツ 、

ク ボ タ 、 栗 田 工 業 、 ジ ャ ノ メ 、 タ カ ラ ス タ ン ダ ー ド 、 日 本 無 線 、 安 川 電 機 、 ト ヨ タ 自 動 車 、 三 菱 自 動 車 工 業 、 紀 伊 國 屋 書 店 、 N T T 東 日 本 、 綜 合 警 備 保 障 、 三 菱 電 機 ラ イ フ サ ー ビ ス 、

自 衛 隊 （ 陸 、 空 ／ 一 般 幹 部 候 補 生 ）、 東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 、 味 の 素 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 、 N T T フ ァ シ リ テ ィ ー ズ 、J F E テ ク ノ ス 、 日 立 A st e m o 、 荏 原 製 作 所 、 ク ボ タ 空 調 、 日 立

製 作 所 、 富 士 通 、 マ ツ ダ 、 日 立 ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 、 N T T ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ 、 国 土 交 通 省

　 世 界 と の 「 水 際 」 を 守 り 、 社 会 の 安 全 ・ 安 心 の 実 現 に 貢 献 し た い 。

憧 れ だ っ た 税 関 の 仕 事 に 就 く た め に 、 学 内 の 就 職 支 援 環 境 を フ ル

活  用 し  ま し  た  。

2 0 2 4 年 度 入 試 　 ニ ュ ー ス ト ピ ッ ク ス2 0 2 4 年 度 入 試 　 ニ ュ ー ス ト ピ ッ ク ス

　 少 人 数 教 育 と 充 実 し た 留 学 カ リ キ ュ ラ ム で 、

　 卒 業 ま で に 「 T O EI C ® 3 0 0 点 ア ッ プ 」 を 実 現

外 国 語 学 部 英 米 語 学 科

① 英 語 資 格 試 験 対 策 授 業 　 ② 少 人 数 教 育
③ 習 熟 度 別 教 育 　 ④ 教 員 免 許 状 の 取 得 支 援

豊 富 な プ ロ グ ラ ム と 専 門 ス タ ッ フ の き め 細 か い

指 導 で 、 一 人 ひ と り の 夢 を 実 現

キ ャ リ ア 支 援 と 就 職 支 援

就 職 率 　 9 7. 5 ％  ※ 2 0 2 3  年  3  月 卒 業 生

就 職 支 援 プ ロ グ ラ ム 　 年 間 約 7 0 種 類

注 目

注 目
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・ 年 内 に 合 格 を 目 指 せ る

・ 昨 年 は 1 0 1 名 の 特 別 奨 学 生 候 補 者 を 選 抜

・ 一 般 合 格 者 も 選 抜

・ 一 般 合 格 者 の 入 学 金 納 入 は  2  月 。 時 間 に

　 余 裕 が あ る 。

・ 前 期 入 試 A 方 式 か ら 選 抜

・ 選 抜 奨 学 生 を 1 6 0 名 程 選 抜 予 定

・ A  方 式 は １ 日 の 受 験 で  3  判 定

・ 3  日 間 全 て 受 験 し て も 検 定 料 は  4  万 円 ！ ※

　 ※ 1  回 の 出 願 で  3  日 分 を ま と め て 申 し 込 ん だ 場 合 の 金 額

４ 年 間 の 学 費 全 額 免 除 を 目 指 せ る ４ 年 間 の 学 費 1 5 0 万 円 を 目 指 せ る

詳 し く は 「 中 部 大 学 入 試 情 報 」 を チ ェ ッ ク ！

P oi n t P oi n t

メ デ ィ ア 情 報 社 会 学 科 ※ ／ 日 本 語 日 本 文 化 学 科 ／ 英 語 英 米 文 化

学 科 ／ 心 理 学 科 ／ 歴 史 地 理 学 科

※ 2 0 2 4  年  4  月 開 設 予 定
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英 単 語 １  ８  ０  ０ 語 は 完 全 修 得 し た 後 が 本 番
佐 藤  ：

「 共 通 テ ス ト 対 応 英

単 語 １ ８ ０ ０ 」  は

1 5秒 で

単 語 が 切 り 替 わ り ま す 。だ か ら 単 語 が 出 て き た らパ ッ と 解 答 す る 訓 練 にな っ て 、  こ れ を 続 け て いる と 単 語 が 一 瞬 で 頭 に 浮か ん で く る よ う に な る 。読 む ス ピ ー ド が 格 段 に 上が る よ ね 。吉 武 ：

英 単 語 が 無 意 識 に

出 て く る よ う に な る 。  でも 一 度 完 全 修 得 し て も 、実 は 完 全 に は 定 着 し て ない か ら 、  本 当 に 自 信 が つい て き た の は ３ 周 目 が 終わ っ た 頃 か ら だ っ た な 。佐 藤 ：

一 度 完 全 修 得 し て

か ら が 本 番 だ と 思 っ た 。最 初 の 修 得 は す ぐ に で きる け ど 、  そ こ か ら 何 周 も繰 り 返 す こ と で 瞬 間 的 に意 味 が 出 て く る よ う に な

る し 、  二 回 目 以 降 は 終 わら せ る ス ピ ー ド も ど ん どん 早 く な る 。  そ の 頃 にな っ て 、  よ う や く 単 語 力が 身 に つ い て き た こ と を実 感 で き た な 。不 安 に な  っ  た ら

　 　

三 日 で 一 周 覚 え 直 す吉 武 ：

私 は 東 進 に 来 た と

き も 、  一 番 最 初 に や る のは  「 共 通 テ ス ト 対 応 英 単語 １ ８ ０ ０ 」  だ っ た 。  あ とは ち ょ っ と ひ と 休 み し たい と き に 単 語 で も 復 習 する か 、  と い う 使 い 方 も して た 。佐 藤 ：

僕 も 同 じ 。  意 外 と

忘 れ て る 単 語 も あ る か ら 、忘 れ て る な と 思 っ た ら １

　 英 語 力 の 土 台 と な る 英 単 語 は 、 受 験 勉 強 の 第 一 歩 と し て ま ず は 身 に つ け て お き た い 基 礎 知 識 だ 。 東 進 で は 、

P C や ス マ ホ で 効 率 よ く 基 礎 力 を 向 上 で き る 「 高 速 マ ス タ ー 基 礎 力 養 成 講 座 」 を 設 置 し て い る 。 こ こ で は 同 講 座

の 一 つ 「 共 通 テ ス ト 対 応 英 単 語 1 8 0 0 」 に つ い て 、 東 進  O B ・ O G に 具 体 的 な 活 用 法 を 聞 い た 。

８ ０ ０ 語 を 三 日 に 分 け て解 き 直 し た り も し た 。  その と き 、  ス テ ー ジ ２ が 終わ っ た ら 一 度 ス テ ー ジ １に 戻 っ て 、  ス テ ー ジ ３ が終 わ っ た ら ス テ ー ジ ２ に戻 っ て 、  と い う よ う に 細か く 前 の ス テ ー ジ に 戻 って 記 憶 を し っ か り 定 着 させ る 方 法 も お ス ス メ 。  こ

こ う 覚 え た ら 　  　  　  変 わ っ た ！！

　 現 在 、 東 進 で 担 任 助 手 を 務 め て い る 私

に 、「 英 語 の 長 文 が 苦 手 で す 」 と 相 談 に 来

る 高 校 生 は よ く い ま す 。 長 文 読 解 や 英 語

そ の も の が 苦 手 な 人 は 、 ま ず 単 語 力 不 足

を 疑 っ て み て く だ さ い 。「 英 単 語 1 8 0 0 」

は 電 車 の 中 な ど の ス キ マ 時 間 や 、 勉 強 の

合 間 の 息 抜 き と し て 気 軽

に 取 り 組 め ま す 。 完 全 に

マ ス タ ー し た と き の 達 成

感 も ぜ ひ 体 験 し て ほ し い

で す 。

　 「 英 語 は 何 か ら 始 め た ら い い の ？ 」 と い

う 人 は 、 初 め は 「 英 単 語  1 8 0 0 」 を  1 0 0  語

ず つ で も い い の で 、 ま ず は 暗 記 し て 習 慣

化 す る の が ポ イ ン ト で す 。 毎 日 続 け ら れ

る よ う に な っ た ら 、 一 週 間 ご と に 一 日 で

進 め ら れ る 量 を 決 め る の も お ス ス メ で す 。

「 英 単 語 1 8 0 0 」 を 何 周 も

繰 り 返 し て い る と 、 い つ

の 間 に か 知 ら な い 英 単 語

が 激 減 し て い る 自 分 に

び っ く り す る は ず で す 。

東 進  O B ・ O G  に 聞 く筑 波 大 学 人 間 学 群

吉 武 凛 華 さ ん
（ 東 京 都 立 小 松 川 高 校 卒 ）

明 治 大 学 経 営 学 部 

佐 藤 航 く ん
（ 東 京 都 私 立 郁 文 館 高 校 卒 ）

共 通 テ ス ト カ バ ー 率 9 9. 8 ％

冬 期 特 別 招 待 講 習

共  通  テ  ス ト  対  応  英  単  語 1 8 0 0 の

こ こ が す ご い ！

　 高 速 マ ス タ ー 基 礎 力 養 成 講 座 「 共 通 テ ス ト 対 応 英 単 語 1 8 0 0 」 が 単

語 帳 や ほ か の 英 単 語 ア プ リ と 違 う の は 、 未 修 得 の 問 題 を 洗 い 出 し て リ ス

ト 化 し 、 弱 点 だ け を 一 気 に 修 得 で き る 点 だ 。 オ ン ラ イ ン で 自 動 的 に 苦 手

項 目 が ピ ッ ク ア ッ プ さ れ て い る た め 、 ス キ マ 時 間 を 活 用 し て 効 率 的 に 暗

記 が で き る 。 何 カ 月 も か け て 取 り 組 む の で は な く 、 一 気 に 集 中 し て 修 了

し 、 反 復 す る こ と で 、 よ り 揺 る ぎ な い 単 語 力 が 身 に つ く 。

頻 出 度 （ 重 要 度 ） の 高 い

単  語  か  ら  始  め  、 ス  テ  ー  ジ

（ 1 0 0 語 ） を 完 全 修 得 す

る と 次 の ス テ ー ジ に 進

め  る ！

修 得 語 数 ・ 修 得 数 を メ ー

タ ー 表 示 。 英 単 語 力 が

ひ  と  め  で  わ  か  る ！

覚 え て い な い 単  語 だ け

リ ス ト ア ッ プ  し て  集  中  攻

略 、 効 率 よ く 暗 記 で き

る ！

1

2

3

英 単 語 1 8 0 0
入 試 直 前 期 に 不 安 に な っ た

と き は 、「 共 通 テ ス ト 対 応 英

単 語 1 8 0 0 」 の 学 習 量 を 再 確

認 し て 自 信 を 回 復 さ せ ま し

た 。 私 の メ ン タ ル 修 復 剤 で も

あ り ま し た 。

長 文 読 解 の 苦 手 は 単 語 力 不 足 に な い ？

単 語 学 習 は コ ツ コ ツ 習 慣 化

吉 武 凛 華 さ ん

佐 藤 航 く ん

▲ 「 英 単 語 テ ス ト 」 。 英 単 語 の 意 味 を ４ つ の 選

択 肢 か ら 選 ぶ テ ス ト 。 音 声 つ き 。 　

ま わ り に 人 が い な い と き は

イ ヤ ホ ン を し て 、 音 声 を 聴 い

て 発 音 練 習 を し ま し た 。「 共

通 テ ス ト 対 応 英 単 語 1 8 0 0 」

の 裏 ワ ザ 的 な 使 い 方 で す 。

の や り 方 な ら １ ８ ０ ０ 語を ス テ ー ジ ご と に 何 周 もで き て 、  高 ３ の ４ 月 の  「 共通 テ ス ト 本 番 レ ベ ル 模試 」  英 語 は 完 成 し た と 思え た 。吉 武 ：

そ の や り 方 す ご い 。

受 験 生 の と き に 知 り たか っ た （ 笑 ）  。
志 望 校 や 現 在 の 学 力 に 応 じ て 、 最 大 ３ 講 座 を 選 ん で 受 講 で き ま す 。
 ［ １ 講 座 ＝ 9 0 分 授 業 × 5 回 （ 一 部 授 業 は ３ 回 、 ４ 回 ） ＋ 講 座 修 了 判 定 テ ス ト ］
① 最 寄 り の 校 舎 窓 口 か ② ウ ェ ブ サ イ ト か ら お 申 し 込 み く だ さ い 。

申 込 受 付 中

無 料 招 待

高 ０ 生 ： 高  校 レ  ベ  ル  の  学  力 を 持  つ  中  学  生
東 進 に 通 わ れ て い な い 方 が 対 象 で す

高 2  生 ・ 高 1  生 ・ 高 0  生対 象

申 込 締 切 3 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

2 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

1 講 座 無 料 招 待 ▶ 〜

火

火

火

1 2 /1 2
1 2 /1 9
1 2 /2 6

受 講 期 限 〜 1 / 7 日

お  申 し  込  み  は  こ  ち ら ！
▼

高  速  マ ス タ ー  基  礎  力  養  成

講 座 （ 共 通 テ ス ト 対 応 英 単

語 1 8 0 0 ・ 数  学  計  算  演  習 ・

今 日 の コ ラ ム ）も 受 講 可 能

受 講 特 典

「 共 通 テ ス ト 対 応 英 単 語 1 8 0 0 」も 受 講 で き る ！
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T O S HI N TI M E S 2 0 2 3

栗 田 杏 子
海 老 根 幸 佑
室 賀 政 幸

 

次 号 の T O S H I N  T I M E S は
1 2 月 1 日 （ 金 ） 発 行 予 定 で す 。

ハ ッ キ リ 言 っ て 合 格 実 績 が 自 慢 で す !! 大 学 受 験 な ら 、

1 9 0 大 学 の 過 去 問 を 無 料 で 閲 覧 で き る ！
ス マ ホ で 東 進 ド ッ ト コ ム に 今 す ぐ ア ク セ ス ！

ゴ ー サ イ ント ー シ ン

ゴ ー ゴ ー ゴ ート ー シ ン

発 行 東 進 本 部

発 行 人 永 瀬 昭 幸

デ ザ イ ン ： 弾 デ ザ イ ン 事 務 所

D T P ： ヨ コ ハ マ ・ ク リ エ イ テ ィ ブ セ ン タ ー

印 刷 ： T O P P A N  株 式 会 社

ト ー シ ン タ イ ム ズ
2 0 2 3 年  1 1 月 1 日 号

毎 月 1 日 発 行

1 1 / 1

高 ３ の
４ 月 以 降 に 入 学

高 ２ の
１ ～ ３ 月  に  入  学

高 ２ の
１ ０  ～  １ ２  月  に  入  学

4 2 0

4 1 0

4 0 0

3 9 0

3 8 0

3 9 0. 7

4 0 5. 6
4 1 0. 54 1 0. 5

（ 点 ）

4. 9 点 差

1 9. 8 点 差

う ち 英 単 語 未 修 得 英 単 語 修 得

4 4 0

4 3 0

4 2 0

4 1 0

4 0 0

3 9 0

3 8 0
（ 点 ）

4 0 6. 3

4 3 3. 54 3 3. 5
2 7.2 点 差

　
編 集 部 が 今 春 に 行  っ  た  「 合 格 発 表 直 後 ア ン ケ ー ト 」  で は 、

現 役 合 格 者 の

7 2・  ９ ％  が 高 ２ の  ３ 月 ま で に 受 験 勉 強 を 開 始

し て  い  た 。  で  は 、  受 験 勉 強 開 始 時 期 に よ る 違  い  で 、  得 点 に どの く ら  い 差 が  つ  く の  だ ろ う か 。　
そ こ で 今 回 、  ２ ０  ２ ３ 年 の 共 通 テ  ス  ト を 受 験 し た 東 進 生

の 成 績 デ  ー タ を 東 進 入 学 時 期 ご と に  ３  つ  に 分 け て 分 析 し た 。受 験 勉 強 の  ス  タ  ー  ト を 切 る き  っ  か け  に  し て ほ し  い 。

ト し た グ ル ー プ と 比 較 して 、 ３ 教 科 合 計 で ４ ・ ９点 、 高 ３ ス タ ー ト の グル ー プ と は

1 9・ ８ 点 の

リ ー ド を し て い る こ と がわ か っ た 。　
次 に 、 高 ２ の 「

1 0〜

1 2

月 」 に ス タ ー ト し た グル ー プ を さ ら に 英 単 語 を高 ２ の

1 2月 末 ま で に 完 成

さ せ た 生 徒 に 絞 っ て 比 較し て み る と 、 入 試 本 番 の平 均 点 は ４ ３ ３ ・ ５ 点 にな り 、  未 完 成 の 組 と は

2 7・

２ 点 差 が 明 ら か に な っ た（ 資 料 １ ・ ２ ）  。　
こ の デ ー タ か ら 、 勉 強

開 始 が 早 い ほ ど 高 得 点 にな り 、 し か も 早 期 に 英 語な ど の 基 礎 を 固 め る と さら に 高 得 点 を 取 る こ と をデ ー タ と し て 示 す こ と がで き た 。　
学 力 の 差 は 学 習 時 間 の

差 。 特 に ２ ０ ２ ５ 年 の 新課 程 入 試 第 １ 期 生 と な る現 高 ２ 生 は 、 目 標 を 定 め 、い つ ま で に 何 を す る か を学 習 計 画 に 落 と し 込 み 、実 行 し て い こ う 。　
難 関 大 を 目 指 す な ら 、

入 試 本 番 の 一 年 前 、 つ まり 高 ２ の １ 月 に は 基 礎 を固 め て お き た い 。 東 進 では 一 年 後 を 想 定 し た 「 共通 テ ス ト 同 日 体 験 受 験 」（ 無 料 招 待 ）  を 実 施 す る ので 必 ず 受 験 し よ う 。 そ の前 に は 、

1 2月

1 7日 「 最 終

 

1 2月

 

共 通 テ ス ト 本 番 レ

ベ ル 模 試 」 に チ ャ レ ン ジで き る 。 受 験 勉 強 は 今 から で も 始 め ら れ る ！

　
資 料 １ は 、 本 年 の 共 通

テ ス ト を 受 験 し た 東 進 生を 、 受 験 勉 強 を 始 め た 時期  （ 東 進 入 学 時 期 ）  別 に グル ー プ 分 け し 、 英 数 国 の平 均 点 を 示 し た も の で ある 。 こ れ を 見 る と 、 高 ２の 「

1 0〜

1 2月 」 に ス タ ー

ト し た グ ル ー プ は 、 高 ２の 「 １ 〜 ３ 月 」 に ス タ ー

よ り 高 み を 目 指 し て高 ２ の 今 ス タ ー ト ！

高
２
高
２

入 試 本 番入 試 本 番

！！

の 今 の
　 時 期

の 今 の
　 時 期

高 ２ 生
必 見 ！！

受 験 勉 強

ス
タ
ー ト

受 験 勉 強

ス
タ
ー ト

でで

でで明 確

な
差

明 確

な
差
がが

<  デ ー タ に つ い て  >

2 0 2 3  年 の 大 学 入 試 に お い て 、 共 通 テ ス ト を 受 験 し た 東 進 生 。 受 験 勉 強 開 始 時 期 は 東 進 に 入 学 し た

時 期 と し た 。 英 語 の 基 礎 完 成 は 、 東 進 の 「 高 速 マ ス タ ー 基 礎 力 養 成 講 座 」 の 「 共 通 テ ス ト 英 単 語

1 8 0 0 」 を 1 2 / 3 1 ま で に 修 了 し て い た 場 合 を ○ 、 そ う で な い 場 合 を × と し た 。（ 講 座 未 取 得 者 を 含 む ） 。

勉 強 開 始 が 早 い ほ ど 、 入 試 本 番 で 高 得 点 ！

受 験 勉 強 開 始 時 期 別

入 試 本 番 平 均 得 点 （ ６ ０ ０ 点 満 点 ）

高 ２ の  1 0  〜 １ ２ 月 ス タ ー ト 組 の 中 で も 、
高  ２  の  １ ２  月  ３ １ 日  ま  で  に

英 語 の 基 礎 を 完 成 さ せ た か ど う か で み る と …

資 料 1

資 料 2

日 本 一 の 東 大 現 役 合 格 実 績 に は 、 秘 訣 が あ る 。 詳 し く は 東 進 ド ッ ト コ ム へ 。


